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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　夏が終わった。

　九月。

　いや気き象しよう学がく的てきにはまだ夏という季節が終わりを迎えたわけではないんだが（暦こよみの上ではともあれ）、俺たちのような高校生にとっては夏休みの終わり＝夏の終わりと言っても過か言ごんではない。八月の終わりは夏の終わりであり、九月の始まりは秋の始まりでもあるのだ。

　そんな（精神的に）四季の分かれ目な時期。

　巷ちまたでは新学期が始まり、皆過ぎ去った楽しい夏の記き憶おくに思いを馳はせながらも、次し第だいにいつも通りの平へい凡ぼんな日にち常じようへと戻もどっていく。

　そして、それは俺にとっても例外ではない…………はずであった。

　というのは、まあ俺にはいわゆる夏らしい夏の思い出──例えばプールだとか海水浴だとか花火だとか──ってもんが皆かい無むだったってのもあるんだが（唯ゆい一いつ、〝夏こみ〟とやらくらいか）、それ以上に問題となるフレーズがある。

　いつも通りの平凡な日常。

　その中でも特に着目すべきは『平凡な』の部分。

　そんなもんは春はる香かと出会ったあの日以来、作り方を間ま違ちがえたペットボトルロケットのごとく遥はるか空の彼方かなたへとすっ飛んで行ってしまっていた。

　この五ヶ月プラス夏休みの間に起こった様々な出で来き事ごと。

　それらはどれ一つとして決して『平凡』のカテゴリーに含ふくまれるものではなかったと俺は思うし、客きやつ観かん的てきに見てもおそらくそうだろうとも思う。

　いや勘かん違ちがいしてもらうと困こまるが、別にそれがイヤだって言ってるわけじゃない。

　春香といっしょにいること自体は楽しいし、むしろ色々と普ふ通つうでは味わえないようなことも経験できて、面おも白しろいとも思っている。それは俺の正直な気持ちだ。

　ただ何というか、起こる出来事一つ一つのインパクトがいちいちあまりにも大きすぎて、初めて火を見た原始人のように少々戸と惑まどっているだけなのである。驚おどろきが先に立ちすぎていまいち感情の方がそれに付いてきてくれないような感じか。

　──まあ色々と遠回しな前置きが長くなったが。

　結けつ局きよく俺が何を言いたいのかというと。

　やはりこの九月から始まる秋も、それに続く冬も、俺にとってそれまで経けい験けんしたことのないこの上なくインパクトフルなものになったってことだけなんだがね。
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　文字通り怒ど濤とうのようだった夏休みが終わり九月になったにもかかわらず、まるでビニールハウス（大型）にでも入ったかのごとき暑さはちっともおさまらなくて、家を出た直後に回れ右してそのまま真まっ直すぐにエアコンの効きいた快かい適てきな室内へとダッシュで戻もどりたい衝しよう動どうに駆かられるようなそんな朝だった。

　九月一日木曜日。

　九月の始まりの一日目であり、夏休み明け最初の登校日でもある。

　通学路の途と中ちゆうで会った知り合いたちから「おー、生きてたか」だの「宿題写させてくれー」だの「由ゆ香か里り先生の生着替え写真を売ってくれ！　一枚五千円までなら出すぞ」だの実に友達甲が斐いのある言こと葉ばをかけられるも、それらを適てき当とうにスルーして進んでいく。

　およそ一ヵ月半ぶりの学校。

　とはいえ別に何が変わるってもんでもない。

　いつも通りの真っ白な校舎。いつも通りの混こみ合あう昇しよう降こう口ぐち。いつも通りのムダに音が鳴なるリノリウム製の廊ろう下か。全てが夏休み前のままである。

　加えて教室でも。

「よう、裕ゆう人と、元気にしてたか」

「ふむ、朝から萎しおれたナスビみたいに冴さえない顔をしていますね」

「まあ綾あや瀬せはいつもこうだろ。それより俺たちは今、スクール水着の視し覚かく的てき利り便べん性せいについて熱あつく語り合っていたところだ。──お前はどう思う？」

「……」

　永なが井い、小お川がわ、竹たけ浪なみの三バカたちは俺の席の周まわりで相変わらずそんなアホなことをのたまってるし、

「おはよう裕人ー。ねえねえ、昨日の深しん夜やにやってた『はにトラ１ｓｔ劇場版～秘ひ密みつの魔ま法ほうは内角合わせて一八〇度～』の再放送、見たー？　すごいんだよー、ドジっ娘こアキちゃんが八はち面めん六ろつ臂ぴの大だい活かつ躍やくでねー……」

「……」

　幼おさな馴な染じみで腐くされ縁えんの信のぶ長ながは信長で（隣となりのクラスのクセになぜかいる）、やっぱりこっちの都つ合ごうなどおかまいなしにワケノワカランことばかりを速そく射しや砲ほうのようにたたみかけてくる。

　まあこいつらとは夏休み中もたまに会ったりしていたわけだし、それにそもそもすでにここまでアレに完成されたパーソナリティ（方向性はともかく）の持ち主であるこの三人と一人が、たかだかひと夏を経へたくらいでそうそう変わるわけがないしな。

　何なに気げなく周まわりに視し線せんを送ってみるも、他のクラスメイトたちにもそんなに変わったところは見られないようだった。

　教きよう卓たくの前で男子たちがふざけ合い、窓まど際ぎわでは女子たちが楽しそうに喋しやべっていて、教室の中央では男女のグループが笑い合っている。

　夏休み前と同じく、動物園のように賑にぎやかな教室。

　いつもと違ちがうところといえば、クラスのあちこちで海がどうだったやら日焼けがどうやら、過ぎ去った夏の思い出についての会話が繰くり広ひろげられているくらいか。うーむ、平和だね。なべて世はこともなし。安あん寧ねい平へい穏おんってのはいいもんだ──

　などと少々人生リタイア気ぎ味みなことを考えていると。

「裕ゆう人とさ～ん」

　ふいに、耳みみ心ごこ地ちのよいソプラノボイスが響ひびいた。聞いているだけで脳のうからアルファ波はがドバドバと大量放出されそうなヒーリングな声。

　続いて小こ柄がらな人ひと影かげがとてとてと人ひと懐なつっこい仔こ犬いぬみたいに駆かけ寄よってきた。同時にふんわりとした落ち着く香かおりが鼻をくすぐる。

「おはようございます。お元気にしてましたか？」

　春はる香かだった。

　いつも通りの超美少女な顔立ちにスイートピーみたいな可か憐れんな笑えみを浮うかべて、にこにことこっちを見ている。

「今日からまた新学期ですね。秋は色々と学校の行事がありますから、楽しみです」

　だけどその表情と口く調ちようには、夏休み前よりもいっそう親したしみがこめられているように感じられるのはおそらく俺の自じ意い識しき過か剰じようじゃない…………と思う。──まあ夏休みには色々とあったしな。例えばピアノコンクールとか無口メイド長さんの尾び行こうとか〝夏こみ〟とかお泊とまり会かいとか春香父との対決とか。

「……」

　……いや改めて考えてみると本当に色々あったな。十七年間生きてきて、こんなに（良くも悪くも）インパクトのあった夏休みは初めてかもしれん。これもやはり春香と知り合った賜たま物ものなんだろう。

「裕人さん、どうされましたか？」

　考え込んでいると、春香が不ふ思し議ぎそうな顔で覗のぞき込こんできた。

「あ、いや、何でもない」

「？」

　さすがに当の本人を目の前にして春香のことを考えてましたとは言えんし。

　春香はしばらく頭の上にハテナマークを浮うかべていたが、

「それにしても、昨日は本当に楽しかったですね」

　やがて、にっこりとそんなことを言い出した。

「昨日……」

　その言こと葉ばであまり思い出したくなかった記き憶おくがリフレインする。

　昨日──すなわち夏休みの最終日。

　乃の木ぎ坂ざか家けへと遊びに行った俺は、春はる香かとのこっ恥ぱずかしい会話を皆（美み夏か、秋あき穂ほさん、春香父、葉は月づきさん、那な波なみさん）にばっちり聞かれた挙あげ句く、何だかんだで夕食にまで付き合わされたのだった。そしてその席では美夏・秋穂さん・那波さんというある意味究きゆう極きよくの小こ悪あく魔まトリオに春香と二人セットでからかわれまくり、最初はむっつりと黙だまり込こんでいたもののいつの間にかウイスキーを片手にしていた春香父には男の哲学及び経営学に加え素す手ででシロクマを倒たおした時の武ぶ勇ゆう伝でんについて二時間ほどえんえんと語かたられ、それを見た葉月さんに「……まるで親子みたいですね」などと真顔で評ひようされるという、ほとんど苦く行ぎように近い時間を過ごすことになった。

「お父様もお母様もすごく喜んでました。また機き会かいがあったら、何があっても絶ぜつ対たいに裕ゆう人とさんをお呼よびしなさいって。お二人とも、裕人さんを好きになってくれたみたいで嬉うれしいです」

「……」

　いや、気に入られるのはいいんだがな……

　まあ物事には何でも良い面とちょっと困こまった面が存そん在ざいするということである。

「あー、そ、それより課か題だいはやってきたか？　今日提てい出しゆつのとかけっこうあったよな」

　とりあえず話題を転てん換かんすることにした。

「はい、だいじょぶです。裕人さんはどうですか？」

「ん、俺はまあ、そこそこ」

　八十パーセントくらいの達たつ成せい率りつだ。俺にしてはかなり高い。

「ちゃんと出さないと、由ゆ香か里り先生とかは怖こわそうですよね」

　イタズラっぽく笑う春香。

「……そうだな」

　あの人の場合、怖いというか何をやらされるかリアルに恐おそろしいが。

　しばらくの間、俺たちはそんなたわいもない会話を交かわしていた。

　本当に何でもない、どこにでもあるような会話。だけど学校で春香とこんなやり取りをする日が来るなんて、半年前の俺には想そう像ぞうすらできなかったことだ。

　ちなみにその間、傍かたわらの信のぶ長なが及び三バカはディスカッション（そんな高こう尚しようなもんじゃないだろうが）に夢む中ちゆうでこちらに見向きもしなかった。……まあ、余よ計けいなことを突っ込まれるよりはその方がよほどマシなんだがな。

「あ、そうだ、裕人さん」

　春香が何かを思い出したかのように胸むねの前でふわりと手を叩たたいた。

「ん？」

「あのですね、今日のお昼休みのことなんですが──」

　だが何かを言いかけたところで、

「春はる香かせんぱーい、おはようございまーす！」

　突とつ然ぜん、やたらとキャピキャピとした声（死語）が割り込んできた。

「おひさしぶりでーす！　夏休みはどうでしたか？」

「ロンドンでピアノのコンクールがあったって聞きましたですぅ」

「…………お元気そうで何よりです」

　どこかで見たことがあるような女子の集団だった。

「ちょっと、あんた邪じや魔ま！」

「ぐおっ……」

　ほとんど、というかあからさまに俺を押おしのけて、ついでに押しのける際さいに強きよう烈れつなヒジの一いち撃げきを加えて、強ごう引いんに俺たちの間に押し入ってきた。この好こう戦せん的てきかつ排はい他た的てきなやり口……まさかこいつら、いつか音楽室で見た春香の取とり巻まきか？

　果はたしてその推すい測そくは見み事ごとなまでに当たっていたようで、みぞおちを押さえながら机にうずくまる俺をコオロギでも見るような目で一いち瞥べつすると、女子どもは一直線に春香へと群むらがっていった。

「それでせんぱい、どうでした、夏休みは？」

「やっぱりコンクールはぶっちぎりの優勝ですよねぇ？」

「…………春香様なら当然です」

「あ、あの……」

　ハリケーンのような勢いきおいで迫せまる取り巻きどもと、それに戸と惑まどう春香。

　──ああ、そういえば春香ってこういうポジションだったんだっけか。

　机から顔だけを起こしてその様よう子すを見ながら、学園内における俺たちの関係──ってかヒエラルキーの違ちがいってもんを思い出していた。

　学園の中で男女を問わず圧あつ倒とう的てきな人気を誇ほこる『白銀の星屑ニユイ・エトワーレ』。三桁けたを超える数のファンクラブ会員を擁ようし学園長までもが会員だとかいう噂うわさもある、まさに学園のアイドル中のアイドル。

　そしてそれに対して俺は何の特とく徴ちようもない単なる一いつ般ぱん人じんであり、ファンクラブ員からは春香にまとわりつくゴミムシ（加えてアキバ系）だと認にん識しきされている存そん在ざい。

「……」

　……いや、夏休みの間にすっかり忘わすれていた（忘れていたかった）事実をムリヤリに突きつけられた感じだな。

「それにしても春香せんぱい、何だか休み前よりもかわいくなったんじゃないですか？」

「え？」

　取り巻きの一人が突とつ然ぜんそんなことを言い出した。

「そうですよね～、もともと超ちよう絶ぜつ美び麗れいだったですけど、さらに磨みがきがかかった感じですぅ～」

「…………キレイです、春はる香か様」

「そ、そんなこと……」

　春香が顔を赤くしてうつむく。

「ね、春香せんぱい、もしかして本当に夏の間に何かあったんですか？」

　取とり巻まきの一人が春香に尋たずねた。

「え、何か、ですか？」

「はい。その、例えば人生を変えちゃう燃えるようなひと夏の体験とか……きゃっ♪」

「…………ひと夏の体験」

　その質問に春香は少し考え込むような仕し草ぐさで顔を伏ふせた。

「なーんて、そんなわけないですよね。言ってみただけです」

「そうですぅ、春香様に限かぎってそんなことあり得えませんよぉ」

「…………あり得ません」

　取り巻きたちは口を揃そろえてそんなことを言う。

　だが春香はゆっくりと顔を上げ、

「えと……あったといえばあったかもしれません」

　そんなことを言った。

「えっ!?」

　シーン……

　一いつ瞬しゆん、クラス内が水を打ったかのように静まり返った。取り巻きの女子…………どころかクラス中、果はては廊ろう下かを歩いていた生徒の視し線せんまでもが春香に集中する。

「ほ、ほんとですか？　な、何が、何があったんですかっ？」

「お、教えてくださいですぅ！」

「……春香様！」

「あ、そ、それは……」

　恥はずかしそうに俺の方をちらちらと見ながら、小さくつぶやく。「その、色々……です」

「え？」

「楽しかったこと、嬉うれしかったこと、初めてだったこと……たくさんありました。でも詳くわしいことは秘ひ密みつです」

　そう言って、頰ほおを赤らめた春香はにっこりと微ほほ笑えんだ。

「……」

　……いや春香さん。

　言こと葉ば自体は間ま違ちがってないのかもしれんし、実じつ際さい問題として詳しいことは話せないのかもしれんが、そういう意味ありげな態たい度どは春香ファン及びその急きゆう先せん鋒ぽうである『星屑守護親衛隊インペリアルガード』が多いこのクラスでは、マラッカ海かい峡きようのど真ん中を『海かい賊ぞく上じよう等とう』のハタを振ふりながら単たん独どく航こう行こうするくらいに（俺にとって）デンジャラスだってことを少しは分かってほしいんだが……

　案あんの定じよう、周まわりで聞いていた一般クラスメイト達は、

「……い、色々ってなに？」

「……え、それはやっぱりあれでしょ？　チョメチョメとかパヤパヤとか──」

「ちょ、ちょめ？　ぱや？」

　そんな適てき当とうなことを言い出し、

「は、春はる香かせんぱいにっ!?」

「……春香様にヘンなことしたら、刺さすって言いましたよねぇ？」

「…………殺やりましょう」

　それとともに、取とり巻まきどもから百ひやく戦せん錬れん磨まの傭よう兵へいが放はなつような強きよう烈れつな殺さつ気きが熱ねつ線せんのごとくぶすぶすと突き刺さってきた。う、なんか四し面めん楚そ歌かというか孤こ立りつ無む援えんというか、すげぇスタンドアローンな空気だ。

「えと……？」

　だが春香は春香でまったくもってそんな雰ふん囲い気きに気付いていないし、

「だからだな、やはりスクール水着は旧式の方が……」

「えー、そうかなー。最近のやつもそれはそれでいいと思うけどなー」

「いや、それはだな……」

　助けを求めようと周りを見ても、三バカプラス信のぶ長ながも相変わらずスクール水着談だん義ぎにラフレシアを咲かせたままで、こっちのことなんてミジンコのため息いきほども気にしちゃいない。

「……」

　……とりあえず味み方かたはゼロっぽいな。

　右にはぽわんとした表情の春香、左には熱あつく議ぎ論ろんを交かわす三バカプラス信長という微び妙みような構こう図ずの中、周しゆう囲いからの殺気はどんどんと増ましていく。……新学期初日から生命の危き機きという、今まで経けい験けんしたこともなければこれからも一生経験したくなかった、実にイヤなシチュエーションだった。

「……」

　そうしているうちにもますます強烈になっていく殺気。

　これはもう腕うでの一本や二本くらいは覚かく悟ごしなきゃなるまいか……と、朝の教室にあるまじきネガティブな決意を固めかけたところで。

「は～い、みんな、お・は・よ・う♪」

　ガラリと教室のドアが開いた。

「久しぶりね～。みんなの永遠のアイドル、クールビューティー美少女の由ゆ香か里り先生よ」

　入ってきたのは、朝からすでに飲んでんじゃないかってくらいにテンション高めの音楽教師だった。いや美少女ってあんた……

「ん？　な～んかホラー映画のジェノサイドシーンみたいなイヤ～な雰ふん囲い気きね～」

　教室の中を見み渡わたしながら由ゆ香か里りさんは眉まゆをひそめた。

「ほらほら～、何やってたのかは知らないけど、ロングホームルームを始めるからみんな席に着いて」

　ぱんぱんと手を叩たたく。だが荒あれ狂くるう鬼おにのごとく殺さつ気き立だった取とり巻まきどもはなかなか引こうとはしない。

「む、なんかみんな反はん抗こう的てきね～。事情はどうあれ、おねいさんに逆さからうのは感心しないな。大人しく言うことを聞かないと、アレをやっちゃうわよ～」

「！」

　その言こと葉ばに、エキサイトしていた取り巻きどもの動きがぴたりと止まった。同時に周しゆう囲いを覆おおっていた殺気がすっと引いていく。

「……アレとまで言われちゃしかたありません」

「……命拾いしましたですねぇ」

「…………私たちも自分の身体がかわいいですから」

　そんな捨すて台詞ぜりふを残し、取り巻き及び『星屑守護親衛隊インペリアルガード』の連中は各おの々おののクラスや席へと戻もどっていった。……いや、アレって何なんだ？　まあこのセクハラ教師のやることだから、おそらくは知らない方が身のためなんだろうが。

　ともあれ、どうやらこの暑い時じ期きにギプス生活を強しいられることは避さけられたみたいだった。いつもなら迷めい惑わく極きわまりない由香里さんのハイテンションなんだが、今ばかりはそれに心からの感かん謝しやを贈おくってもいいかもしれん。

「それじゃロングホームルームを始めるわね～。日直、号令かけて～」

「きりーつ」

　日直の橋はし本もとさんの声で、ようやく教室内は完全にいつもの雰囲気に戻ったのだった。




　しかしまあ。

　何というか、新学期の初日から実に頭の痛いたくなるスタートだね。
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「は～い、みんな夏の間は元気にしてたかな～？　ちょっと気になるあの娘ことそのお付きのメイドちゃん、さらにはみんなの憧あこがれセクシーな美人おねいさんを自分のお家に泊とめて夏にもかかわらず鍋なべパーティーをした挙あげ句く、普ふ段だんは飲のみ慣なれないお酒を飲んで倒たおれちゃったセクシーな美人おねいさんをゴミのように放ほう置ちして、自分だけちょっと気になるあの娘ことよろしくやっちゃったりなんかしてないわよね～？」

　ロングホームルームは、由ゆ香か里りさんのすげぇピンポイントかつ微び妙みように事実を歪わい曲きよくしたそんな一言から始まった。

「ま、いないとは思うけど。だけどもしもいた場合、そんな悪い子には今度また音楽準じゆん備び室しつの掃そう除じをやってもらうからね～。逃にげちゃダメよ♪」

　思いっきりこっちを見ながらウインクをする由香里さん。それはつまり余よ計けいなことを言われたくなかったら、前回の片付け（俺がやった）からまた僅わずか数ヶ月でプチ夢の島へと逆ぎやく戻もどりしたあの音楽準備室ゴミためを、俺一人で掃除しろってことか？　……うわ、鬱うつだ。

「はい、そんなわけで私信はオシマイ。それじゃまずは出席を取るわね。呼よばれたら発情期のシマウマみたいに元気な声でちゃんと返事をするように～。──相あい原はらくん」

「はい」

「ん～、ちょっと元気が足りないかな。夏休み中に隣となりのクラスのカノジョと別れたりでもしたのかしら～？」

「うっ……」

　相原の顔が苦く痛つうに歪ゆがんだ。図ず星ぼしらしい。

「はい次、秋あき山やまくん」

「おすっ！」

「お、こっちはまたバナナを得えたマウンテンゴリラのように元気ね～。でも海でのナンパは元気が良すぎてカラ回りしちゃったのかな～？」

「そ、それは……」

「次は──」

　と、教きよう卓たくの上でまるで担任教師のように点てん呼こをする由香里さん（副担任）。

　ちなみに本来二年一組の担任であるところの田た鍋なべ繁しげ夫お（三十八歳、担当世界史、独身）のもっさりとした姿すがたは教室内にはない。何でも夏休み中に人生一〇一回目となるお見合いに盛せい大だいに失敗して、その傷きずを癒いやすために自分探さがしの旅に出たとか何とか。ヴァーバリアンみたいな外がい見けんに似に合あわず、けっこうリリカルなんだな、あのおっさん。

「──最後に渡わた辺なべくんっと。はい、全員出席ね。よしよし、偉えらいわよ～」

　出席を取り終わると、由香里さんは今後の予定について話し出した。

「はい、今日はこのホームルームが終わったら体育館で全校集会があります。イヤミ学年主任の長ったらしい上にあんまり使えないお話とかがあるけど、そのヘンは適てき当とうに聞き流しておけばいいから～。で、その後通常通りの授業に入る予定よ～。おっけ～？」

　教師として極きわめて不ふ適てき切せつな発言があった気もするが、もはやこの人に至いたってはそんなもんはデフォルトどころか日にち常じよう茶さ飯はん事じなので、それについては今さらだれも突っ込まない。

　代わりに台詞せりふの後半部分について、小さな不ふ満まんの声が辺あたりから漏もれる。

　休み明け初日からのフルタイム授業（放課後の掃そう除じ付つき）。

　白はく城じよう学園は前期と後期の二期制であるからしかたがないとはいえ、夏休みでほどよく脳のうがボイルドエッグされた大半の生徒（俺含ふくむ）にとっては、ほとんどイヤガラセに近いようなカリキュラムである。

「まあ大たい変へんかもしれないけど、これも犬に嚙かまれたとでも思ってがんばって～。ほら、若いうちの苦労は恋人を質しちに叩たたき入いれたお金で買ってでもしろっていうじゃない？　うん、別に私が授業を受けるわけじゃないし」

「……」

　最後の一言がなければそれなりにイイコトを言ってるのにな、この人。

「あ、それと明後日からみんなのお待ちかねな期末試験があるのは分かってるわよね？　ちなみに他の教科はどうでもいいけど、音楽で赤点なんて取ろうものなら、カエルの歌の一人輪唱をやらせるから覚かく悟ごしとくように」

　えー、と今度はあからさまに不満そうな声が上がった。

「こらこら、そんなイヤそうな顔しない。代わりと言っちゃなんだけど、優良点を取った人には私からご・ほ・う・び♪　をあげちゃうわよ～」

　うおー、と男子のほとんどと女子の一部から嬉うれしそうな声が上がった。……うーむ、見み事ごとなまでにアメとムチとを使い分けてるな。でもこの人のことだから、優良点はギリギリのラインで取れそうで取れないレベルに設せつ定ていしてるに違ちがいない。そういうところは実に有ゆう能のうな人なのである。

「は～い、じゃそろそろ体育館の方へ移い動どうするわよ。遅おくれるとまた私がイヤミ言われるから全ぜん速そく力りよくで迅じん速そくに移動するように」

　ぱんぱんと両手を叩く由ゆ香か里りさん。

　いや。

　廊ろう下かを走って移動したらそれだけでクレームが来ると思うんだけどな。







　で、体育館。

「あ～、そういうわけだから、諸しよ君くんらもいつまでも夏か季き自宅学習期間気分を引きずっていないで、白城学園の生徒としての自じ覚かくと誇ほこりをもって、勉学にスポーツにはげみつつも、慈じ愛あいやボランティアの精せい神しんを忘わすれずに、およそ一年半後に迫せまった受験に備そなえ今から万全の……」

　全校集会の前半は、由香里さんの言った通り、学年主任の英語教師（イヤミ）のムダに長いうえに要点を得えない訓くん示じで過すぎていった。

「だいたい試験や受験などというものは日ひ頃ごろからの準じゆん備びと努力がものをいうのだ。にもかかわらず最近は大して努力もせずに高望みばかりをする者が増ふえてきて、非ひ常じように嘆なげかわしいことである。こんなことだから最近の世界情じよう勢せいは悪化の一いつ途とを辿たどり、日本の政治経済は停てい滞たいし、その煽あおりを受けて私の月々の小こ遣づかいも減へっていく一方なのだ！　まったく、なっとらん！」

　しかも最初こそまともだった話の内容も、途と中ちゆうから脇わき道みちへと逸それていき、次し第だいにただの愚ぐ痴ちの様よう相そうを呈ていしてきていた。

「月々五千円なんてあり得えないだろう！　子供の小遣いじゃあるまいし、こっちには大人の付き合いというものがあるんだ。五千円じゃ週末の飲み会にすらまともに参さん加かできん！　それをやれ家のリフォーム費ひ用ようだ犬の食費だと……」

　興こう奮ふんしてきたのか、ばんばんと壇だん上じようのマイク台を叩たたきながらわめきまくる。……たまってるな。

「あ、あー、川かわ角すみ先生。お話の途中なのですが、そろそろ時間が押おしていますので……」

　いいかげんに見かねたんだろう、他の教師が止めに入った。

「いや、私にはまだ話すことが……」

「わ、分かりましたから、それはまた週末の飲み会ででも……」

「ええい、だからその飲み会ができんと言っておるのだ！」

　とうとう暴あばれ出だす学年主任。

「い、いいからちょっとこっち来てください。ご、権ごん田だ原わらくん！」

「うす」

「は、離はなせ！」

　要よう請せいを受けた体育教師（権田原熊くま男お。二十四歳。独身）に半ば引きずられるようにして、学年主任の英語教師は壇上から退たい場じようしていった。最後まで「わ、私は悪くない！　悪いのはこの醜みにくく歪ゆがんだ現代社会だー！」などと大声で叫さけんでいた。……しかしセクハラ音楽教師といい自分探さがし世界史教師といい、まともな教師はいないのかね、この学校。

「は、はい。学年主任の川角先生の鬱うつ屈くつした家庭事情──じゃなくて、ありがたい訓くん示じでした」

　司会役の古典教師が、取とり繕つくろうようにしてそうまとめた。

「では続いて、夏休みの間に様々な方面で活かつ躍やくした生徒のみなさんの、表ひよう彰しよう式しきを執とり行おこないたいと思います。──学園長先生、どうぞ」

「あ～、はいはい。おっとっと」

　呼よばれてよぼよぼと覚おぼ束つかない足取りで出て来たのは我らが白はく城じよう学園の学園長先生。今年で年齢が三桁けたの大台に乗ると噂うわさされる、外がい見けん的てきには半ば生きた化石みたいな老人である。

「あ、あ～……そ、それではこれより表彰に入りますじゃ」

　ぷるぷると震ふるえる手、かくかくと勝手に動くアゴ。今にも消え入らんばかりの幽かすかな声がマイクからお経きようのように響ひびいてくる。……いや大だい丈じよう夫ぶなのか？　なんか今にもぽっくりと逝いきそうな雰ふん囲い気きが全身から漂ただよってるんだが……

「ま、まずは～……第十三回全国五ご目もく並ならべ大会第八位、大おお川かわ一いち郎ろうくん……」

「はい！」

「あ～、お、おめでとう……」

「ありがとうございます」

「次は～……、町内相撲すもう大会第三位、大おお山やま田だ大だい介すけくん……」

「うすっ！」

　名前を呼よばれて、一人ずつ壇だん上じようで賞状のようなものを授じゆ与よされていく。

　うーむ、夏休みの間に頑がん張ばってたやつってのはけっこういるもんなんだな。帰き宅たく部ぶな上に特にこれといった熱中できる趣しゆ味みもない俺からしてみれば、それだけで素す直なおにすごいと思える。

「ええ～、それでは最後になります。うおっほん」

　学園長、何やら咳せき払ばらいをして姿し勢せいを正すと、

「……全国書道コンクール高校生部門第一位、活いけ花ばな月つき影かげ流りゆう展てん金賞、全国高校生茶道大会優勝、神かん薙なぎ流りゆう古武術流内大会十八歳以下の部第一位──」

　どんどんと列れつ挙きよされていく賞の数々。いや、そんだけの賞を一人で獲とったってのか？　そんなとんでもないマネをいったいだれが──

「そしてロンドン国こく際さいクラシックピアノコンクール第一位。──乃の木ぎ坂ざか春はる香かさん」

「はい」

　──って、春香だった。

　鈴すずの鳴なるような声で返事をして、ゆっくりと学園長の方へと向かっていく。

　……でもまあ、そりゃそうだよな。冷れい静せいに考えてみればそんなこと（賞複数獲り）をやりそうなやつなんて、春香以外にあり得えない。にしてもピアノの他にもこんなに獲りまくってたのか……

「お、おめでとう……」

「ありがとうございます」

　嬉うれしそうに微ほほ笑えんで、賞状を受け取る春香。

「それではここで、特別に乃木坂さんにピアノで一曲弾ひいてもらいます。曲は、ええと……ショパン作曲エチュードOP25-1『エオリアン・ハープ』です」

　古典教師の言こと葉ばにこくりとうなずき、春香はいつものとてとてとした頼たよりない足取りでグランドピアノへと歩いていく。そして──

「……」

　流れるような旋せん律りつだった。

　キレイで、可か憐れんで、心にすっと染しみ入いってくるような音の奔ほん流りゆう。

　相変わらず俺には音楽のことはよく分からんが、それでも春香の演奏だけは他のやつの演奏と聴きき分わけられる自信がある。春香の演奏はそういったものだった。

　曲は僅わずか二分半くらいの短いものだったが、演奏が終わる頃ころには、まるで心地ここちのよい幸せな夢から覚さめたかのような不ふ思し議ぎな感かん覚かくが体育館中を包つつんでいた。

「……すげぇ」

　だれかがそうぼそりとつぶやいたのを皮切りに。

「きゃー、春はる香か様ー!!」

「ステキですぅ!!」

「俺と結婚してくれー!!」

　至いたるところから沸わき上あがる拍はく手しゆと歓かん声せい。まるで山やま鳴なりのように、体育館を揺ゆらす。

「は、春香ちゃん、ぶ、ぶらぼぉ～！」

　その中に、さっきまでほとんど死にそうだった学園長がまるでやばい実験薬でも飲んだハツカネズミのように活いき活いきと両腕うでを振ふり回まわしている姿すがたがあったことについては……見なかったことにしよう。てか学園長もファンクラブ員だって噂うわさ、本当だったんだな。

「ご静せい聴ちよう、ありがとうございました」

　鳴なり止やまない拍手の中、ぺこりと頭を下げて春香が壇だん上じようから降おりようとする。その瞬しゆん間かん、

「お……」

「あ……」

　あり得えないくらいの確かく率りつで、俺と春香の目がぴたりと合った。

　春香は最初、ちょっと驚おどろいたような顔をしていたが。

「……（にっこり）」

　やがてすぐに、妖よう精せいみたいな笑え顔がおで小さくぱたぱたと手を振ってくれた。う、かわいい……。緩ゆるむ頰ほおを押おさえながらこちらも手を振り返していると。

「……あいつ、なに？」

「何で乃の木ぎ坂ざかさん、あの男に手を振ってんの？」

「つーか、あの男もあの男でにやけた顔で振り返してるし……」

　……しまった。

　つい何も考えずに反はん応のうしちまったが、この白はく城じよう学園においてこんな公こう衆しゆうの面めん前ぜんで春香と手を振り合うなんてことは、ほとんど全校生徒にケンカを売ってるのと同どう義ぎなんだよな。

　だが気付いた時にはもう後の京都祗ぎ園おん祭まつりってやつである。

「……（殺）」

「……（死）」

「……（滅）」

　周しゆう囲い三六〇度から飛んでくる「殺やっちまうぞこらぁ！」な視し線せん。

　加えて。

「は、春香ちゃんが……」

　壇だん上じようの学園長までもが、餓うえたオオカミのような鋭するどい眼がん光こうで、マブタに覆おおいかぶさらんばかりに伸びた眉まゆ毛げの向こうからこっちを一直線に睨にらんでいた。

「お、おのれ……許ゆるすまじじゃ……」

　それはもう、明らかに何か一線を越えちまった人間の目である。

「……」

　……なんつーか。

　俺、もしかしたらもう転校した方がいいのかもしれんな。




　まあだいたいそんな感じで、午前中は過ぎていった。
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　当たり前だが、午前と午後の間には昼休みがある。

　午前の戦いの疲つかれを癒いやし、午後の勝負に向けて体力を蓄たくわえる貴き重ちような補ほ給きゆう時間（大げさ）。

「やっと昼休みか……」

　朝から取とり巻まき及びファンクラブ員に睨にらまれ、ホームルームでは今学期中の音楽準じゆん備び室しつの掃そう除じを強制的に押し付けられ、全校集会ではファンクラブ員のみならず全校生徒・学園長にまで「殺やっちまいたい人物ＮＯ．１」としてインプットされるに至いたり、すっかり疲れ切っていた俺は、頭の皿が乾かわききった河かつ童ぱのごとくぐったりと机の上に突つっ伏ぷしていたところ、

「あ、あの裕ゆう人とさん」

　くいくいっとどこからか制服の袖そでを引ひっ張ぱられた。

「ん？」

「えと、今っておヒマでしょうか？」

　顔を上げると、そこには何やら手て提さげ袋ぶくろのようなものを片手に、制服の袖を引っ張っている春はる香かの姿すがたがあった。

「ん、まあ大だい丈じよう夫ぶだが……どうしたんだ？」

「実はちょっとお話ししたいことがありまして……」

「話したいこと？」

「はい」

　こっくりとうなずく。

　そういえば朝の時点で何かを言いかけてたような気がしたな。取り巻きどもに邪じや魔まされてあの時は結けつ局きよく確かく認にんできなかったが。

「それで、その、よろしかったら少しばかりお時間をいただけないかと……」

「ああ、それはいいが……」

　ちらりと周まわりに視し線せんをやる。

「おい、春はる香か様が──」

「またあのヤロウか……」

「許ゆるせないですぅ～……」

　即そく座ざに返ってくる突つき刺ささるような殺さつ気き。全校集会の一件の影えい響きようか、ファンクラブ員のみならずそのヘンを歩いてる一般生徒までもが指し名めい手て配はい犯はんを見るような目でじろじろとこっちを見てくる。……春香の話の内容が何かは分からんが、少なくともここ（教室）でするのは得とく策さくと言えないのだけは確実だな。

「……中庭とかでもいいか？」

　可か能のうな限かぎり、なるべく人目に付かない場所の方が都つ合ごうがいい。そしてこの時期にその条件を満みたす場所となると屋おく上じようか中庭かだが、暑さのことを考えると日ひ除よけとなる木こ陰かげのある中庭の方いいだろう。

「えーと……はい。中庭ならだいじょぶです」

「んじゃ、さっさと行こう」

「あ──」

　いつまでもここにいるとファンクラブの連中に呪のろい殺ころされそうである。春香の背せ中なかを押おして、俺は逃にげるように（実じつ際さい逃げるんだが）教室を出た。

　後ろからは、

「あ、逃とう亡ぼうしやがったあのヤロウ！」

「春香様をかどわかしたのか！」

「あ、あ、あんなに春香様の身体にべったりと触ふれていますぅ！　許せないですよ～！」

　怨えん嗟さと怨おん念ねんの声が次々と飛んできたが、とりあえずもう聞かなかったことにした。







　思った通りというか、中庭にはほとんど人の姿すがたはなく閑かん散さんとしていた。

　まあいかに木陰があるとはいえ今日はこのほとんど南半球的な暑さである。大たい抵ていのやつらは緑に囲かこまれるというマイナスイオン的自然的快かい適てきさよりも、エアコンの効きいた屋おく内ないでのんびりするという即そく物ぶつ的てき近代的快適さを好んだとしても何ら不ふ思し議ぎじゃないってことだ。

「よし、大だい丈じよう夫ぶだな……」

　右よし左よし。確かく認にんのためいちおう周りを見るも怪あやしいやつらはいない。上を見た時に校舎の屋上で何かがキラリと光ったような気もしたが、距きよ離りも離はなれてるし、あれはきっと関係ないだろう。

「とりあえずベンチにでも──ん？」

　隣となりを見ると春はる香かの姿すがたが消えていた。

「春香？」

　あれ、どこ行ったんだ？　カラスのごとく辺あたりを見回し……

「んしょ、んしょ」

　何やら、中庭中央にある芝しば生ふ付ふ近きんでいそいそと作さ業ぎようをしている春香を発見した。

「あ、裕ゆう人とさん、ちょっと待ってください。すぐに準じゆん備びができますから──」

　芝生の上にゴザのような敷しき物ものを広げながら春香が答える。いや準備って？

　首をひねる俺の前で春香はきゅっきゅっと敷物のシワを丁てい寧ねいに伸ばすと、今度は何やら峠とうげの茶屋とかで使われていそうな日ひ除よけの傘かさ（？）を立て始めた。それが終わると、どこからか釜かまみたいなモノを取り出しゴザの上に並ならべていった。

「はい、支し度たくが整ととのいました。こちらへどうぞ、裕人さん」

　ようやく準備が終わったのか、にっこりと笑って春香が手て招まねきをしてきた。

「……あー、これは何なんだ？」

　クツを脱ぬいでゴザに上がりつつ尋たずねる。日除けの傘やら釜やら、明らかにこの場（昼休みの中庭）に似につかわしくないモノばかりだ。

　すると春香はおっとりとこう答えた。

「野の点だての準備です」

「は？　のだ──？」

「はい」

　何のこっちゃ？

　ワケが分からず成り行きを見守るしかない俺の横で、春香は慣なれた手付きで茶ちや碗わんに緑色の粉こなを入れ、ハケのようなものでしゃかしゃかとかき混まぜる。中身がほどよく泡あわ立だったところで、そっと茶碗を手て渡わたしてきた。

「できました。抹まつ茶ちやですが、どうぞです」

「……」

　……どうやらお茶を点たててたらしい。

「？　何か？」

　春香が不ふ思し議ぎそうな顔で見上げてくる。

「いや……」

　うーむ、相変わらず春香の行動にはいまいち理り解かいしづらいもんがあるな。

　とりあえず渡された抹茶をずずーっと飲んでいると、

「そ、それでお話なんですけれど……」

　改あらたまった口く調ちようで、春香がおずおずとそう切り出してきた。ああ、そういえば野点やら何やらで微び妙みように忘わすれかけてたが、それで呼よび出だされたんだっけか。

「ん、何なんだ、話って」

「は、はい、あの」

　春はる香かは少しの間もじもじとしていたが、

「こ、これを……」

「ん？」

　やがて背はい後ごからか、どん、と巨大な黒い物体を取り出した。

「……あー、これは？」

　段々に重ねられた直方体の物体。

　俺の目とメガネが曇くもってなければ、多た段だん重がさねのお重じゆうのように見えるんだが。というかそれ以外の何でもないだろう。

　しかし何だってお重なんだ？　こんな巨大なもんをどこから取り出したのかってことはとりあえず置いておくことにして、なにゆえこの場にお重なんかが出て来るのかがかなり謎なぞなんだが……

　そびえ立つ重じゆう箱ばこの前でその用よう途とについて思し案あんしていると、

「お、お弁当……です」

　春香が小鳥の鳴なくような声でそう言った。

「お弁当？」

「は、はい。あ、お弁当というのは外出先で食事をするために容器に入れて携けい帯たいする食べ物のことであって──」

　いやそれくらいは分かるんだが。

「……まさか、俺のために？」

「は、はい」

　こっくりと小さくうなずく春香。

「裕ゆう人とさんには今まで色々とご面めん倒どうをかけてしまいました。〝夏こみ〟の時もお父様の時も、その前にもたくさん……。だからその、せめてもの感かん謝しやの気持ちというか、日ひ頃ごろのご愛あい顧こにありがとうございますというか……」

　なんかお中元の謳うたい文もん句くみたいだな。というかそもそも、それら一いち連れんの出で来き事ごとについては別に面倒だとかこれっぽっちも思ってないんだが……

　そんなことを考えていると、春香が不安そうな顔で見上げてきた。

「あ、あの、もしかしてご迷めい惑わくだったでしょうか……？　私、こういうことは初めてなので、よく分からなくて……」

「迷惑なんてまさか！」

　〇・一秒で否ひ定ていする。

　まかり間ま違ちがっても迷惑なんてことは確かく実じつに絶ぜつ対たいに百二十パーセントあり得えない。

　そうじゃなくて、よもやあの『白銀の星屑ニユイ・エトワーレ』が俺に弁当（しかも巨大お重じゆう）を作ってきてくれるなんて、そんなほとんどパラダイスというかアルカディアな日が来ることがあろうとは白はく昼ちゆう夢むにも思っていなかったため、ただ単純に喜びのあまり困こん惑わくしてるだけなのである。

「で、でしたらよろしければ──」

「ああ、ありがたく食べさせてもらう」

「ほ、ほんとですか？　良かった……」

　春はる香かの顔がお日様みたいにぱっと輝かがやいた。「やっぱりお母様の言った通りでした……」

「？」

「あ、な、何でもないです。それじゃ開けますね」

　春香が重じゆう箱ばこを上から順に降おろしていく。すると──

「おお」

　五段重がさねのお重から姿すがたを現したのは……まばゆいばかりの輝きを放はなつ、この上ないくらい美う味まそうな料理の数々だった。普ふ段だんはとてもお目にかかれないような高級食材がわんさか。これはまさかアワビってやつか？　こっちにはなぜか夏にもかかわらずマツタケがあって、重箱のど真ん中にデン！　と殿様のごとく偉えらそうに鎮ちん座ざしているのは伊い勢せエビだろう。

「すげぇ……」

　まるでどこぞの高級懐かい石せきかってくらいの豪ごう華かさだった。

「これ全部……春香が作ったのか？」

「あ、いえ。難むずかしいところはお母様や葉は月づきさん、那な波なみさんにも手て伝つだってもらいました。やっぱりこれくらいになると、お母様の仕し込こみがないと難しくて……」

　そういえば秋あき穂ほさんは料理学校の校長をしてるって話だったか。まあそれにしたってほとんどは春香が作ったってことだよな？　すごいことには変わりはない。

　そう口にすると、

「そ、そんなことないです……」

　春香が照てれたように顔をうつむかせた。

「あ、そ、それより、よかったらお取りしましょうか？」

「ああ、頼たのむ」

「はい。食べたいのがあったら言ってくださいね」

　嬉うれしそうにうなずいて、春香が（これまたどこから取り出したのか）陶とう製せいの皿さらに漆うるし塗ぬりの立りつ派ぱな箸はしで料理をよそっていく。

「どうぞです」

「さんきゅ」

　たっぷりと料理の盛もられた皿が俺の前に置かれ、

「んじゃ、いただきます」

　さっそく食べようとしたところで、

「あ！　裕ゆう人とさん、待ってください」

　春はる香かがくいっと袖そでを引ひっ張ぱって俺の腕うでの動きをとめた。

「ん？」

「あ、あのですね……」

「？」

　何やらものすごく緊きん張ちようした顔で春香は、俺の前に置いてあった皿を手に取ると、

「あ、あ～ん」

　動物園で初めて馬にニンジンをあげる幼稚園児みたいなぎこちない手付きで、マツタケを摘つまんだ箸はしを差し出してきた。

「……」

「あ、あ～ん」

「…………あー、それは？」

　こめかみを指で押おさえながら尋たずねると、春香は目をぱちくりとさせてこう答えた。

「あ、え？　な、何かまずかったですか？」

「いやまずいとかじゃなくてだな……」

　何だってそんなこと（あ～ん）をしているんだって話である。好こう意い自体はありがたいとはいえ、別に一人で食べられるんだが……
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「で、でも、男の人といっしょにお弁当を食べる時には必かならずこうするものだと、お母様が言っていたのですが……」

「……」

「も、もしかして私。何か手順や作さ法ほうを間ま違ちがっていましたか？　ど、どうしましょう……」

　わたわたと慌あわてる春はる香か。

　……いや秋あき穂ほさん。

　微ほほ笑えましいだろうことは分かるんですが、頼たのむから実の娘に大おお噓うそを教えるはやめてください。

　あの人のことだからきっとのんびりにこにこな笑え顔がおで『殿との方がたと二人でお食事をする時には、女性がお箸はしでもって殿方に食べさせてさしあげるのが嗜たしなみなのですよ。ああ、もちろんその時の掛かけ声ごえは〝あ～ん〟ですから、うふふ』などと言ったんだろう。その時の画が実に鮮せん明めいに頭に浮うかんでくるな。

「あ、そ、そういえばお箸を差し出す時には左手を添そえるように那な波なみさんに言われていました。確か右手の斜ななめ下三十度に支ささえるように添えるとか……。分かりました。それが足りなかったんですね」

　納なつ得とくしたかのようにうんうんとうなずき、

「あ、あ～ん」

　今度は左手付きで箸を差し出してくる春香。自分のやってることの客きやつ観かん的てきな意味は分かっていなくても、やっぱり何となく本ほん能のうで恥はずかしさを感じてはいるのか、微び妙みように頰ほおを染そめている。

「……」

　さて。

　これにはどう対たい処しよしたらいいのか。

　とりあえずこの行動の裏うらには秋穂さんやら那波さんやらが絡からんでることは分かったが、それはまたそれである。せっかく春香が「あ～ん」をしてくれてるんだから食べないってのはマナー（？）に反するだろうし、しかしだからといって勧すすめられるがままに「あ～ん」をするのもめちゃくちゃこっ恥ぱずかしい気がする。や、別にだれが見てるってわけでもないんだが何となく個人的に。

　うーむ……

　悩なやむこと一秒。

　──しかしまあ、これはあれだ。

　結けつ局きよくこんなのはただ料理を食べさせてもらうだけであって、「あ～ん」だの何だのと意い識しきするから恥ずかしいだけなんだよ。うむ、そうに違ちがいない。だからヘタに意識することなくここは春香の勧めに従したがってしまうのがきっと吉だ。──と、結論付けることにした。

「あ、あーん」

　心を無むにして、飼かい主ぬしにエサをもらうインコのように差し出された箸はしに向けて口を開く。

「は、はい。どうぞです」

　そこに春はる香かが、そっとマツタケを運んでくれた。

「ど、どうでしょうか、お味の方は……」

「ウマイ……」

「え？」

「めちゃくちゃウマイ、これ」

「ほんとですか？」

「ああ」

　春香の料理は、見た目通りというか何というか、絶ぜつ品ぴんだった。いや俺自身は最高級マスクメロンとハチミツをかけたキュウリの区別も付かないくらいの舌したレベルなんだが、それでもこの料理がハンパじゃなくウマイことくらいは分かる。

「あ、ありがとうございますっ。そう言っていただけると、とっても嬉うれしいです」

　本当に嬉しそうな顔で、春香はにっこりと笑った。う……「あ～ん」の時の恥はずかしそうな顔に引き続きその褒ほめられた仔こ犬いぬみたいな表情のダブルコンボに、思わずショットガンでもぶち込まれたみたいなインパクトが胸むねに奔はしる。かわいい……

「あ、あの、何か？」

　俺の視し線せんに気付いたのか、春香がこっちを見つめて訊きいてくる。

「あ、いや。何でもない」

　まさか見み惚とれてたとも言えないため、そう首を振ふって誤ご魔ま化かした。

「？」

　それからも、「あ～ん」をされつつ自分でも料理を食べつつ、まったりと昼食は進んでいったのだが。

「──あれ、裕ゆう人とさん、ほっぺたに何か付いてます」

「え？」

　ふと、春香が俺の顔を指差してそう言った。

「ご飯粒つぶみたいです。ほら、そこに……」

「どこだ？　ここか？」

「あ、そっちじゃないです。こっちで……」

　春香はそっと手を伸ばしその白しら魚うおのような指で米粒を取ると。

「はい、取れました」

「お、さんきゅ」

「いえ、どういたしまして」

　にっこりと笑って、

　ぱくり。

　と、そのまま何のためらいもなく自分の口へと運んだ。

「は、春はる香か……」

　いやそれってある意味間接……じゃ──

「？」

　最初、春香はきょとんとした顔で小首をかしげていたのだったが。

「あ──」

　今度は、さすがの春香も気付いたみたいだった。

「──あ、わ、私……」

　春香の顔がかーっと赤くなっていく。

「あ、ご、ごめんなさいです。その、私、あまり深く考えていなくて……」

「い、いや……」

　慌あわててぺこぺこと頭を下げる春香を見ていたら……何だろうね、何だか俺まで恥はずかしくなってきた。

「……」

「……」

　真昼の中庭に、しばし真夜中の漁港のような沈ちん黙もくが降おりる。

「あー、と、とにかく食おう。時間がなくなる」

「は、はい。そうですね」

　半なかば誤ご魔ま化かすように言った俺の言こと葉ばに、春香も慌あわてたように大きくうなずいた。

　そんなどことなくぎこちない空気の中で昼メシが再さい開かいされたわけだが。

　その最さい中ちゆう。

「……」「……あ」

　どちらともなく目が合ったり。

「お、この稲い荷なり寿ず司しウマそう──」「そこにあるお稲荷さんがお勧すすめで──」

「え……」「あ……」

　重じゆう箱ばこから取ろうとした料理が見み事ごとにバッティングしたり。

「あのな、春香──」「あの、裕ゆう人とさん──」

「あ、悪い。春香からいいぞ」「す、すみません、裕人さんから──」

　かけようとした言こと葉ばがこれ以上ないってくらいのタイミングでかぶったりと。

　なんか普ふ段だんではあり得えないようなシンクロニシティな現げん象しようが多々発生していた。

「な、何だかヘンですね」

「そ、そうだな」

　互たがいに顔を見合わせてうつむく。

　だけど不ふ思し議ぎと気まずくはなかった。何だかそわそわと落ち着かないんだが、決して居い辛づらいというわけではなく、むしろどこか親しん密みつというか居い心ごこ地ちのよい雰ふん囲い気き。雨の中、バス停ていで二人だけで雨宿りをしている時みたいな、そんな穏おだやかな空気が辺あたりを漂ただよっていた。

　うーむ、こういうのも悪くないかもしれん。

　もう少しばかり、こんなゆったりとした時間が続いてくれてもいいな……と思ったその瞬しゆん間かん。

「う～ん、青春ね～」

「!?」

　ふいに背はい後ごから声が響ひびいた。

「青い春と書いて青春。いい言こと葉ばだと思わない？　ていうか、な～んかこの辺りだけやけに気温が高い気がするのはおねいさんの錯さつ覚かくかしらね～」

　聞きき慣なれた明るくかつ能のう天てん気きな声。

　振ふり返かえるとそこには。

「や、裕ゆうくんに春はる香かちゃ～ん。こんにちは～♪」

「な……」

　にんまりとした笑えみを浮うかべたセクハラ音楽教師が、お茶を飲みながら手をぱたぱたと振ふっていた。







「ゆ、由ゆ香か里りさん……」

「ゆ、由香里先生……」

「はいは～い、その通り。愛の伝でん道どう師し、由香里おねいさんよ～」

　セクハラ音楽教師は、相変わらず何かヤバイもの（ワライタケとか）でも食ったのかってくらいのハイテンションだった。

「いいわね～、『二人で初めてのお弁当』『ほっぺたについたご飯粒つぶをぱくり』『見つめ合ったまま二人の世界に入ってどきどき♪』……初うい々ういしくてもうおねいさんは見てらんないわ～」

　きゃっ♪　と似に合あわない声を上げて自分の頰ほおに両手を添そえる。心の底そこから楽しいモノを見たって顔だ。ったく、ほんとにこの人は……

「……って、ちょっと待て」

　と、そこで気付いた。

　何でこの人がそんなことまで知ってやがるんだ？　『見つめ合ったまま～』うんぬんはともかくとして、『ほっぺたに～』についてはそれなりに前からいないと分からんはずだぞ？

「……ちなみに由香里さん、いつからここに？」

「え？　ちょっと前くらいからかな。春香ちゃんが『あ～ん』ってやってるあたり？」

　訊きくと、しれっとそんな風に答えやがった。……てことは、俺と春香の一連のこっ恥ぱずかしいやり取りを全部見られてたってことか？　このセクハラ音楽教師に？　うわ、最悪だ……

「ま、驚おどろかすつもりはなかったのよ。でも何だかすっごくいい雰ふん囲い気きだったからね～。あんなところで声をかけるほど、おねいさんはヤボじゃないわよ？」

「……」

　だったら最後まで出て来るなと言いたい。

　なんか、すっげぇ疲つかれた気分になった。

「……で、いったい何の用なんですか？」

　どうせロクなことじゃないだろうってのは容よう易いに想そう像ぞうがつくが、いちおう訊きいてみると。

「何って、学食にゴハンを食べに行こうとしてたまたま通りかかったのよ～。ここって職員室から学食への抜け道だから。そしたらなんか裕ゆうくんと春はる香かちゃんがいるじゃない？　何やってるのか気になってね～。ほら、ここはあんまり人通りが多くないし、私もいちおう副担任だし、裕くんが真昼間からケダモノになっちゃったら大たい変へんだもの」

「……」

　やっぱりロクなことじゃなかった。てか世せ間けん一いつ般ぱんではそれをデバガメ行こう為いと呼よぶ。

「でも全然心しん配ぱいなかったみたいね。てゆ～か、むしろいいとこでジャマしちゃって悪かったかな～って感じで。ごめんね、春香ちゃ～ん」

「あ、え、その私は……」

　にやにや顔のセクハラ音楽教師に迫せまられ、真っ赤な顔になる春香。

「う～ん、その分わかり易やすい反はん応のう。かわいいわ～♪」

「え、えと……」

　よしよしと頭を撫なでられて、春香は困こまった顔をしていた。

「で、それはそうとして～」

　ひとしきり春香の頭を撫で回してから、由ゆ香か里りさんはちらりと横を見た。

「それ、春香ちゃんのお料理よね？　わ～、すっごく美お味いしそう」

「そ、そうですか？」

「うん。見てるだけでお腹がきゅるるるる～って壮そう絶ぜつに鳴なってきちゃうわ～。私、お昼まだだしね～」

　獲え物ものを狙ねらう猛もう禽きん類るいのようにお重じゆうを凝ぎよう視ししながら言う。

「あ、あの、よかったら由香里先生もいっしょに食べますか？」

　その言こと葉ばに、由香里さんのメガネの奥おくの瞳ひとみがきらりと光った。

「あら、いいの～？」

「はい、まだたくさんありますので」

「そう？　悪いわね～。じゃ遠えん慮りよなく」

　言うなりスーツのポケットから箸はしを取り出すと（……マイ・チョップスティック？）、一週間エサを抜ぬかれたトラのような勢いきおいで重じゆう箱ばこに襲おそい掛かかった。いやそこまで露ろ骨こつに催さい促そくしといて悪いも何もないと思うんだがな。

「あ～、美お味いしい。春はる香かちゃんはきっといいお嫁よめさんになれるわよ～」

「あ、ありがとうございます」

　そのままがつがつとひたすらに料理を食べ続けること五分。

「──ん？　春香ちゃん、それって何かしら？」

　ようやく少し満足したのか、お重から顔を上げた由ゆ香か里りさんがそう尋たずねた。

「え、どれですか？」

「それよそれ、そこの隅すみにあるやつ」

　由香里さんが指差していたのは、まだ一つだけフタが閉じられたままの重箱だった。ああ、そういえばそれはさっきから俺も気になってたんだよな。

「なんかフタの隙すき間まから甲こう羅らみたいなのが見えてるんだけど～」

「……」

　……コウラ？

　なんか今、昼メシの席にあるまじき単語が聞こえてこなかったか？

「あ、これですか？　これはですね──」

　すると春香はかぱっと重箱を開け中身を見せてくれた。

「……」

　そこにあったのは、まんまカメの甲羅だった。真ん中にぽっかりと丸い穴が開いていて、そこにピンク色をした半はん液えき体たい状じようの物体がフルフルと揺ゆれているのが見える。

「…………」

「…………」

「これはスッポンのゼリーです。デザートですので最後にお出ししようと思っていたのですが……」

「スッポンの」

「……ゼリー？」

　由香里さんと俺の声が見み事ごとにつながった。

「はい。そうです」

　こっくりとうなずく春香。

「お母様たちに持っていくように言われたんです。何でも、『殿との方がたのお弁当に求められるものは、まず第一にスタミナです。そしてスタミナをつけるには何と言ってもスッポンが一番です。うふふ（お母様談）』『ええ、精せい力りよく絶ぜつ倫りんというやつですね～（那な波なみさん談）』だとか……」

「……」

　……またあの二人か。

　本当に、心の底そこからこのイベント（？）を楽しんでるみたいだな。こっちとしては感かん謝しや半分迷めい惑わく半分って感じだが。

「あの、もしかして裕ゆう人とさん、スッポンはお嫌きらいだったでしょうか……？」

　春はる香かが不安げに見上げてきた。

「え、いや……」

　好きも嫌いも、スッポンなんて高級食材、生まれてこのかた口にしたこともないため分からん。しかもよく見るとうちのビッグガメラ（ミドリガメ）に似にてるような気がして微び妙みように抵てい抗こうがあったり。

　戸と惑まどう俺に、

「すみません、お嫌いだなんて知らなかったものですから……」

「あ……」

「これはお出しせずに持って帰りますね……」

　しおれた花みたいにしょんぼりと春香が言った。何やらすごく落ち込んでいるらしい。スッポンなのに……

「裕く～ん、ここで食べなかったら男じゃないわよ？」

「う……」

　にやにやと笑いながら由ゆ香か里りさんがヒジでわき腹をつんつんとつついてくる。

　……まあ、覚かく悟ごを決めるか。見た目は色々とアレだが、春香の作ったものだし品質の方は保ほ証しようされてるハズだ。……たぶん。

「あー、春香。それ、もらえるか？」

「え……？」

「デザートなんだろ？　その、何だ、スッポンのゼリー」

「で、でも……」

「そろそろさっぱりしたものが食べたかったんだ。──もらうぞ」

「あ……」

　俺は春香の手からスッポンを奪うばい取とり、そのピンク色の半はん液えき体たいを口へと運び──

「……」

「……」

「……ど、どうでしょうか？」

「あ、あー……」

　何とも形容しがたい味だった。

　苦にがいというか酸すっぱいというか何やら薬のような味が口いっぱいに広がり、正直二口目を口にするのすら躊躇ためらわれる。これはおそらく春香の腕うでがどうこうというわけではなく、元々がこういった味なんだろう。

「……（どきどき）」

「……」

　ともあれ、きらきらと期き待たいに満みちた目でこっちを見つめる春はる香かを前にしてまさかはっきりマズイとも言えず。

「う、うまいぞ……」

　額ひたいから出る汗あせ（脂あぶら汗あせ）を隠かくしながら、しぼり出すようにして何とかそう答えた。

「ほんとですかっ」

「あ、ああ」

「でしたら遠えん慮りよせずにどんどん食べてください。これは全部裕ゆう人とさん用ですから」

「え……」

「お代わりもありますよ」

　にっこりと笑う春香。

「そ、そうだな……」

　……マジですか。

「うんうん、裕くん。それでこそ男よ。がんばれ～、おねいさんも応おう援えんしてるわよ～♪」

　自分は少し離はなれたところでイモ羊よう羹かんをぱくつきながら、そんなことを言う由ゆ香か里りさん。

　だったら少しは食うのを手て伝つだってくれ……と心の中で盛せい大だいに文もん句くを言いつつ、俺はほとんどノドに流し込むようにゼリーのお代わりを口にしたのだった。




　そんなこんなで、スッポンゼリーの何とも言えない味とともに昼休みは終わっていく──
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　五時間目、六時間目の授業は特にこれといったアクシデントもなく、普ふ通つうに過ぎていった。そして放課後。

　帰りのホームルームも終わり、特に用事もなかったため帰ろうとカバンに荷に物もつを詰つめて、何なに気げなく教室を見回していると。

「──ん？」

「……（そわそわ）」

「……」

「……（うずうず）」

　何やら、やたらと落ち着きのない春香を発見した。遠とお目めから見ても分かるくらいにいてもたってもいられないような様よう子すである。なんだ、何か緊きん急きゆう事じ態たいでもあったのか？

「……どうしたんだ、春はる香か？」

「あ、ゆ、裕ゆう人とさん」

　気になったので声をかけてみると、春香は地じ獄ごくで仏を見かけたような顔をした。

「何かあったのか？　落し物でもしたとか？」

「い、いえ……」

「？」

「その……」

　春香は少しの間迷まよっていたようだったが、やがて、

「じ、実は図書室に『イノセント・スマイル』の追つい加かのバックナンバーが入にゆう荷かされたというお話を、今そこで千せん代だいさんと八やつ咲さきさんがしていたのを聞いたんです」

　思い切ったかのようにそう言った。

「……」

　あー、なるほど。

　それは確かに春香にとってはかなりの緊きん急きゆう事じ態たいかもしれん。

　ただ千代と八咲さんって……あの『狂きよう犬けん』と『忠ちゆう犬けん』の二人だよな？　信のぶ長ながとかなら分かるんだが、何でまたあの二人がそんな話をしてたんだ？　うーむ、不ふ思し議ぎなこともあるもんだ。

　春香は続ける。

「ですが入荷されたのがどのナンバーなのか分からなくて……もしかしたら持っているものかもしれませんし、持っていない貴き重ちようなものかもしれません。だとしたら借かりたいと思うのですが……」

　一人で行くのは不安ってわけか。まあその気持ちは痛いたいほど分かる。

　なので。

「──なあ、いっしょに行くか？」

「え？」

　そう提てい案あんした。

「図書室。行きたいんだろ？　確かく認にんの意味も含ふくめて。だったら付き合うぞ」

「そ、それは──はい。でもよろしいのですか……？」

「ああ、別にヒマだし」

　それに春香一人で行かせると、またいつかのように図書室半はん壊かい事件とかを起こしかねんしな。

「あ、ありがとうございますっ。本当に裕人さんにはお世せ話わになりっぱなしで……」

　春香がぺこぺこと何度も頭を下げた。

「いや、それくらい別にいいってのに────っ!?」

　と、その瞬しゆん間かん。

　背せ筋すじにぞくりとするような悪お寒かんが奔はしった。

「…………おい、あいつまた春はる香か様と二人で…………」

「……何で春香ちゃんがあんなヤツに頭を下げてんだ？」

「何か弱みでも握にぎられてるんじゃないでしょうね？」

　すでに本日何回目か分からん、周しゆう囲いからの殺さつ人じん鬼きまがいな視し線せんだった。

　朝、午前、昼休みを経へて、その数は当初の三倍くらいにまで膨ふくれ上あがっている。

　……これはもう、後で信のぶ長ながに情報操そう作さを頼たのんどかないと今後の学園生活に多大な支し障しようをきたすことは確かく実じつだな。ていうか生命が危あぶない。やつに借かりを作るとあとあと面めん倒どうなので（一日中買い物に付き合わされたり、よく分からないアニメＤＶＤをいっしょに鑑かん賞しようさせられたり）あまり気が進まんのだが、この際さい、背せに腹は代えられんだろう。

「裕ゆう人とさん？」

　内心のメランコリーが顔に出ていたのか、春香が心しん配ぱいそうに俺の顔を見た。

「……いや、何でもない。それより図書室だよな。行こう」

「あ、は、はい」

　首をかしげる春香を促うながし、俺たちは図書室へと向かった。







　それから三十分後。

　心しん配ぱいしていたようなトラブル（図書室半はん壊かいとか）は特になく、無ぶ事じに『イノセント・スマイル』の貸し出しに成功した。

「～♪」

　春香はご機き嫌げんだった。

　軽くスキップをしながら、俺の隣となりで楽しそうに『ドジっ娘こアキちゃんのテーマソング』（であるらしい）を鼻歌で歌っている。

「今日はとってもいい日です（にっこり）」

　弾はずんだ声でそう言って、春香は背せ中なかに背せ負おっているカバンに目を向けた。そこに入っているのはもちろん、たった今借りてきたばかりの『イノセント・スマイル』である。

「これはずっと探さがしていた号なんです。五年くらい前のもので『はにかみトライアングル１ｓｔ』が初はつ掲けい載さいされているのですけど……当時はお小こ遣づかいが足りなくて買えなかったんです。だから嬉うれしくて嬉しくて」

　春の訪おとずれとともに雪の下から顔を出したフキノトウみたいなうきうきとした表情で春香が語かたる。まあ幸せそうなのはいいんだが、その微び妙みように浮うかれすぎな様よう子すを見てると、少しばかり心配になってくるな。

「……あんまはしゃいでると、また転ころんだりするぞ」

　いつかのように廊ろう下かでハデに三回転半した挙あげ句くに所しよ持じ品ひん全てブチ撒まけなんてことになったら目も当てられん。

「だいじょぶです。今回はちゃんと足あし下もとに気を付けていますから」

　笑え顔がおで両手をぐっと握にぎり締しめる春はる香か。

　その言こと葉ばにまったくもって信用が置けないのは、ここ半年の付き合いで骨ほねの髄ずいまで分かっている。というか、そもそも何もない平地でつまずいて転ころぶのが春香だしな。

　それとなく春香の頼たよりない足取りに気を配くばりながら廊ろう下かを歩いていく。

「あ、そうだ。よろしかったら、裕ゆう人とさんもうちに来ていっしょに『イノセント・スマイル』読みませんか？」

　階段前の曲まがり角かどを折れたところで、春香がそんなことを言った。

「俺も？」

「はい。やっぱり、一人で読むよりも裕人さんと二人で読んだ方が楽しいですし……。それに今日は葉は月づきさんがおやつにクリームババロアを作るって言ってたんです。どうですか？」

「クリームババロアか……」

　悪くないかもしれん。……それに秋あき穂ほさんや那な波なみさんには（在ざい宅たくしてればだが）、昼メシの件について感かん謝しやの意とともに少々突っ込みたいこともあるし。

「んじゃ、お邪じや魔まするかな」

「はいっ」

　嬉うれしそうに春香がうなずく。

　で、そんなことを話しているうちに昇しよう降こう口ぐちまで辿たどり着ついた。

　放課後ということもありそれなりに人で賑にぎわっている昇降口で、クツに履はきかえるべくゲタ箱を上げる。

「あっ──」

　と、隣となりで最上段にあるゲタ箱を開けようと一生懸けん命めいに背せ伸のびをしていた春香のポケットから、ころりと何かが落ちた。

　金きん属ぞく音おんを響ひびかせて地面に転がったのは、金色に輝かがやく大きな鍵かぎ。それもカタチからしてただの鍵じゃなく、コピー不ふ可か能のうのウォーロック錠じようってやつか？

「あ、これはあの宝箱の鍵なんです。お部へ屋やに置いておくとどこかに失くしてしまいそうなので、いつも肌はだ身み離はなさず持っていることにしたんです」

　春香がそう説明してくれた。

　いや紛ふん失しつって点では、家に置いておくよりも春香が持っている方がよっぽど危あぶない気がするんだが……という突っ込みはとりあえず心の内に秘ひめておくことにした。

「よいしょっと」

　鍵を拾い上げようと、春香がしゃがみこむ。

　悲ひ劇げきが起こったのは、まさにその時だった。

　……おそらくは、カバンの留とめ金がねをちゃんと閉めてなかったんだろうな。

　どさどさどさ。

　かがみこんだ拍ひよう子しにパカッと開いた背中のカバンから、中に入っていた荷に物もつがダイレクトに春はる香かの頭に降ふり注そそぎ。

「あ、あうっ」

　頭の上でワンバウンドして。

　ばさばさばさり。

　そのまま重じゆう力りよくに従したがって地面へと撒まき散ちらされる。

　それらの中には筆記用具やら教科書やら楽がく譜ふやらに混まじって……やたらと原色な『イノセント・スマイル』があった。

「……い、いたた…………」

「……」

「す、すみません……またやっちゃいまし──」

　照てれ臭くさそうに頭をさすっていた春香が顔を上げようとして。

「……あ、あれ？」

　その視し線せんが途と中ちゆうで止まった。

「え、え、あれ？　こ、これって……」

[image: ]

　もちろんその先にあるのは『イノセント・スマイル』である。落らつ下かした勢いきおいでたまたま開かれていたページには、現在の春はる香かと同じように地面にへたり込みながら頭を押おさえている蒼そう髪はつの少女（……ドジっ娘こアキちゃん？）のイラストが、ページいっぱいにアップで描えがかれていた。

「あ、あ……」

　状じよう況きようを認にん識しきしたのか、春香の顔色が化学反はん応のうを起こした検けん査さ紙しのようにさっと変わる。同時にふらりとその小さな身体が傾かたむいた。

「春香！」

　ダッシュで駆かけ寄よる。「──っ」

　床ゆかに倒たおれるギリギリのところで何とか春香の身体をキャッチ。ついでに『イノセント・スマイル』を拾い上げ、制服のシャツ（俺のな）の中に隠かくした。ちなみに、風でさらにぱらりとめくれた『イノセント・スマイル』の次ページも蒼髪の少女が何やら顔色を真まっ青さおに変えているシーンだったが、そんなのは今はどうでもいい。

「ふぅ……」

　とりあえず一ひと息いき吐つくとともに、周まわりを見み渡わたして状況確かく認にんをする。

　どうやら春香が荷物をブチ撒けたことで注目はされているみたいだったが、幸さいわいなことに『イノセント・スマイル』の方はバレてないようだった。

「春香、大だい丈じよう夫ぶだ」

　腕うでの中の春香にそう声をかける。

「春香？」

「あ、わ、私、私……」

　だが、なんか目が虚うつろだ。マズイ、これはもしかしてパニックモードに入っちまったか？

「春香！」

「わ、私……」

「平気だ。バレてないから」

　両肩かたを摑つかんで揺ゆすると、ようやく春香の瞳ひとみに少しだけ色が戻もどった。

「だい、じょうぶ……？」

「そうだ、大丈夫だ」

「ほ、ほんと……ですか……？」

「ああ、問題ない。うまく隠かくせた」

「よ、良かった……」

　その瞬しゆん間かん、すっと春香の瞳から雫しずくがこぼれた。

「!?」

「あ、ご、ごめんなさい……その、私、び、びっくりして……」

　口ではそう言うものの、なおも春香の目からは涙なみだが出てくる。あー、こういう場合はどうしたらいいんだ？　ぬぐってやろうにもハンカチなんてしゃれたもんはやっぱり持ってない。ポケットティッシュならあるが、さすがにそれで涙なみだをふき取るのはどうかと思う。

　どう対たい応おうすべきか決めかねていると、

「おい、あいつ何やってんだ……？」

「知らねえけど、だれかを泣なかして……ってあれ、春はる香か様じゃねえか!?」

「春香様を……」

「強ごう引いんに言い寄って泣かしただと……あのヤロウが」

　いつの間にか、すげぇ不ふ穏おんな空気が周まわりに発生していた。

「……」

　まあ非ひ常じように不ふ本ほん意いだが、客きやつ観かん的てきに見ると確かに俺が春香に迫せまって泣かしているように見えなくもない。というかそれ以外の何でもない。迫るダメ男・泣く美少女の構こう図ずである。ここはもうさっさと戦線離り脱だつをするのが一番だな。

「……春香、立てるか？」

「あ、は、はい」

　しゃがみこんでいた春香を立たせ、地面に散らばった荷に物もつを手早く集めると。

「じゃ行くぞ！」

「あっ──」

　春香の手を引いて、その場から走り出した。

「あのヤロウ、逃にげやがった！」

「誘ゆう拐かいだ、誘拐！」

「だれか警察呼よべ！　いや親しん衛えい隊たいだ！」

　背はい後ごからは、それだけで空飛ぶ仔こ鳥とりの一羽二羽は撃げき墜ついできそうなほどの殺さつ気きと、ほとんど犯はん罪ざい者しやに向かってかけられるような台詞せりふのオンパレード。なんか今日はこんなのばっかだな……

　心の中でアフリカゾウよりも重いため息いきを吐つく。

　とりあえず一つだけ確かなのは。

　一いつ刻こくも早く信のぶ長ながに情報操そう作さを頼たのまなきゃならなくなっちまったってことだった。
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　ライオンから逃げるシマウマのごとき全力疾しつ走そうで学園から離はなれ、やって来たのは近くにある公園だった。

「こ、ここまで来れば大だい丈じよう夫ぶか……」

　肩かたで息をしながら後ろを振ふり向むく。あの焼け付くようなおびただしい数の殺気は、すっかり消え去ってくれていた。

「やれやれ……」

　少しだけ安あん堵どして隣となりの春はる香かを見る。

「……」

「春香……」

　春香はもうパニックモードからは立ち直っていたが、その表情は沈しずんだままだった。まあ未み遂すいに終わったとはいえ、二ヶ月前の悪あく夢む（カタログ露ろ出しゆつ事件）の再さい来らいに近いことをやっちまったんだしな。落ち込むのはムリもないといえる。

「やっぱり……まだダメか？」

「……」

　晴れて家族公こう認にんになって家の中では趣しゆ味みを隠かくすことはなくなったとはいえ、それがそのまま学校でも適てき用ようされるかというと、また全然別問題のようだ。

　無言のまま下を向く春香。

　だけど俺としては、いつまでも春香にそんな過か去このトラウマに縛しばられていてほしくないんだよな。そりゃ自分からカミングアウトしろとは言わんが、せめて何かの拍ひよう子しに趣味がバレそうになった時に、あそこまでハデなリアクションを取らずに笑って流せるくらいになってくれればいいと思う。

「気持ちは分かるが……何ていうか、そんなに大げさに考えなくても大だい丈じよう夫ぶなんじゃないか？　前にも言ったが、みんながみんなアキバ系に敵てき意いを持ってるわけじゃないだろうし……」

「それは……」

　俺の言こと葉ばに、春香は少しだけ反はん応のうした。

「……それに、だな」

「……？」

「あー、これも前に言ったが──何があっても俺は春香の味み方かただぞ？　絶ぜつ対たいに春香から離はなれることはない。だからその、春香が一人になることだけはないわけで……」

　……相変わらず恥はずかしい台詞せりふばかりを言ってるな、俺。だけどそれが本心である以上、この場で春香にそれを伝つたえておくことは大事だと思うんだよ。

「裕ゆう人とさん……」

　春香がきゅっと制服の裾すそを握にぎってきた。「ありがとうございます……」

　その寂さびしがり屋やのウサギみたいに健けな気げな仕し草ぐさに、不ふ謹きん慎しんながら思わずドキリとしてしまう。

「裕人さんにそう言ってもらえることはとても嬉うれしいです。私も……できるものならそうしたいとも思ってます」

「じゃあ……」

「でも、でも……やっぱり、まだ怖こわいんです」

　春はる香かがふるふると首を振ふった。

「裕ゆう人とさんが言うみたいに、全ての人たちがそういった趣しゆ味みを否ひ定ていするわけではないと理り屈くつでは分かっていても、裕人さんが傍そばにいてくれると心では分かっていても、どうしてもあの時のことが頭に浮うかんで……」

　あの時とはおそらく中学時代のことを言ってるんだろう。

「ごめんなさい……だから、私はまだみなさんの前では──」

　すまなそうな顔でうつむく春香。

「……いや、こっちこそ結論を急ぎすぎた。悪い……」

　春香にとって、中学時代のことはほとんどトラウマと言ってもいい出で来き事ごとである。そんなトラウマを持ったことのない俺にはそれがどれほど苦しいものなのかは想そう像ぞうでしか分からんし、そもそもその出来事自体も春香の中ではトラウマの一言で片付けられるほど簡かん単たんなものじゃないんだろう。

　頭を下げた俺に、春香は慌あわてたようにぱたぱたと手を振った。

「そ、そんな、謝あやまらないでください。裕人さんの気持ちはとても嬉うれしかったんですから……」

「けどな……」

　考えの足りないことを言っちまったことは事実だ。

「……そ、それに、そんなもっともらしい理由だけじゃなかったりします」

　春香の声が少し小さくなった。

「え？」

「みなさんに趣味のことを知られたくない理由──です」

「……どういうことだ？」

　すると春香はよりいっそう声を小さくして。

「……何だか、もったいないような気がするんです」

　照てれたような顔で、そう言った。

「もったいない？」

「は、はい。だって、その、このことは私と裕人さんしか知らない……私たちだけの『秘ひ密みつ』、ですよね？　だから、大事にしておきたくて……。あ、へ、ヘンなことを言ってますよね、私。自分でもよく分からなくて……」

　困こまったように笑う春香。

　まあ美み夏かや秋あき穂ほさん、春香父。葉は月づきさんに那な波なみさん、それにルコに由ゆ香か里りさん。春香の趣味について知っている人は俺以外にも何なに気げにけっこういるんだが、春香が言いたいのはそういうことじゃないんだろう。

「か、勝手にこんなことを言ってご迷めい惑わくかもしれないですけれど……で、でも大切にしておきたいっていう気持ちは本当なんです。私と裕人さんとの『秘密』を……」

　俺の手をきゅっと握にぎってくる。

「春はる香か……」

　その言こと葉ばを聞いて、嬉うれしくなった。

　いやそりゃもちろん、春香が〝俺たちだけの『秘ひ密みつ』〟と言ってくれたことはそれ単体で天にも昇のぼってついでにそのまま星になっちまってもいいと思えるくらいに嬉しいんだが、それだけじゃなく春香の口から自分の趣しゆ味みについての前向きな言葉が出て来たことについて、だ。

　少しずつだが、春香も変わってきている。

　今までの、皆に自分がプチアキバ系ということを知られたくないというある意味後ろ向きで消しよう極きよく的てきな理由だけじゃなくて、少しだけ前向きで積せつ極きよく的てきな理由で、趣味を隠かくしておきたいと考えるようになっている。

　これだって、充じゆう分ぶんな進歩と言えるだろう。

「裕ゆう人と、さん……？」

　口元を綻ほころばせている俺を見て不ふ審しんに思ったのか、心こころ許もとなげな目で見上げてくる春香。

　それに笑い返して、俺は言った。

「──そうだな」

「え……」

「せっかくだし、しばらくは俺たち二人だけの──綾あや瀬せ裕人と乃の木ぎ坂ざか春香の『秘密』にしておくのもいいかもしれないな」

「あ──」

　春香は一いつ瞬しゆん、その目をぱちぱちとさせて、

「は、はいっ」

　そして満まん面めんの笑えみで、大きくうなずいたのだった。







　さて、これで何もかも一件落らく着ちやくと思いきや。

　春香の家へと辿たどり着ついた俺たちを待ち受けていたのは。

「あ～、おに～さん、来た来た～。ね、ね、お姉ちゃんに『あ～ん』された感想はどうだった？　どきどきした？　ふふ～♪」

「なっ……」

　にやにや顔の美み夏かと、

「ご飯粒つぶを取ってあげたのは、とってもいい行動でしたよ、春香。惜おしむらくはそのやり方ね。直接口で取って差し上げれば完かん璧ぺきだったのに。うふふ」

「え、えっ？」

　にこにこ顔の秋あき穂ほさん、

「裕ゆう人と様～、せっかくいい雰ふん囲い気きになられたのですから、もっと積せつ極きよく的てきにならないとダメですよ～。ああいう場面では男の人から押おすべきだと私は思います～」

「……スッポンゼリーは健康にとてもよろしいのです」

　にっこりと笑う那な波なみさんに、一人真顔の葉は月づきさんだった。

　……い、いや何でこの人たちがそれを？

「さあ、どうしてでしょうね～？」

　などとにこやかに笑う那波さんの手にはビデオカメラ（最新手ブレ防止機き能のう付き）。

　まさかあの時、校舎の屋おく上じようで光ってたのは……

「企き業ぎよう秘ひ密みつです～」

　とは言うものの、その楽しそうな声が全てを語かたっていた。

「……」

　やられた……

　そういえばこの人たちはこういう人たちだってことを忘わすれてた。

「ね、それでどうだったの？　ほらほら、感想を四百字詰め原稿用紙十枚以内で述のべてみて～」

「あらあら、それは私もぜひ聞きたいですね、うふふ」

「楽しかったに決まってますよね～？　離はなれた屋上までラブラブな雰囲気が伝つたわってきましたし～」

「……スッポンゼリーで精せい力りよくバリバリ」

「……」

　こうして、二日連続で美み夏か、秋あき穂ほさん、那波さんの三人（プラス葉月さん）にからかわれまくるという悪あく夢むのような展てん開かいで、新学期の初日は幕まくを閉じたのだった。
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　十月に入って二回目の、ある日曜日のことだった。

　朝の九時半。

　部へ屋やのベッドの中で昼ひる寝ね中ちゆうのナマケモノのように気持ちよくまどろんでいた俺は、

　チャチャチャーン、チャチャチャーン、チャチャチャチャチャーン♪

「!?」

　突とつ然ぜん響ひびいた『天国と地じ獄ごく』（運動会とかでよくかけられているアレである）の賑にぎやかな音に叩たたき起おこされた。

「な、何だ？」

　思わず辺あたりを見回しながら身体を起こす。

　部屋いっぱいに鳴なり響ひびく音はかなりやかましい。そのやたらと軽けい快かいなリズムとも相まって、もはや騒そう音おんといっても差さし支つかえのないレベルである。

　どこで鳴ってるんだ……？

　寝起きでトリのようにボケた頭でベッドの上から部屋内を見回す。

　音の発はつ生せい源げんはすぐに分かった。

　ベッドの脇わきの勉強机。

　その上でピカピカとライトを点てん滅めつさせながら鳴り響いていたのは──俺の携けい帯たい電話だった。

　いやこんな着信音を入力した覚おぼえはないんだが……

　首をひねりながらディスプレイに表示された発信者名を見る。

　そこには、

『らぶり～美み夏かちゃん♡』

　の文字（やはり入力した覚えなし）と、笑え顔がおでピースをしているツインテール娘の写真（同じく取り込んだ覚えなし）がともに浮うかび上あがっていた。

「…………」

　ピッ。

　とりあえず切った。

　チャチャチャーン、チャチャチャーン、チャチャチャチャチャーン♪

　三秒と間をおかず再ふたたび『天国と地獄』が鳴り響いた。

　また切った。

　チャチャチャーン、チャチャチャーン、チャチャチャチャチャーン♪

　今度は一秒としない内に即そく座ざに鳴った。

「……」

　しかたがないので出てみると──

「あ、やっと出た。おに～さん、おはよ～」

　通話ボタンを押おすなり電話の向こうから聞こえてきたのは、当然のごとく『らぶり～美み夏かちゃん♡』の声だった。

「美夏……」

「はい、おに～さん。まずはちゃんとお・は・よ・う。健全な朝はきちんとした挨あい拶さつから始まるんだから、おろそかにしちゃいけないよ♡」

「……」

「お・は・よ・う」

「……オハヨウ」

「ん、よろしい♪」

　俺の棒ぼう読よみな挨拶に、それでも満足そうに美夏が笑った。

「にしてもおに～さん、なんかやけに出るのが遅おそかったね。それに真昼間に叩たたき起おこされたフクロウみたいな声だし。あ、もしかして寝ねてたの？」

「……まあな」

　もしかしても何も、完全完かん璧ぺきに寝てたんだが。

「え～、ダメだよ。もう九時半なんだから、元気な男の子は起きてお庭でラジオ体たい操そうでもしてなきゃ。あんま寝てばっかりいると薩さつ摩まの黒ブタになっちゃうよ？」

「……」

「あれ、松まつ阪ざかの霜しも降ふり牛ぎゆうだっけ？」

「……知らん」

　そんなのどっちでもいい。

　てかどっちも確かく実じつに違ちがうだろ、それは。

「──そんなことより、こんな朝っぱらからどうしたんだ？　何か用でもあったのか」

　放ほうっておくと話がどんどんとワケの分からない方向に行きそうだったのでそう言うと、

「あ、そだった。うん、あのね、きゃっ──！」

　小さな悲ひ鳴めいが聞こえた。

「どうした？」

「ちょっと巻まいてたバスタオルが落ちちゃって」

「バスタオル……？」

　何だって電話中にそんな単語が出て来るんだ？　バスタオルといえばバス（風ふ呂ろ場ば）で使うタオルであり（当たり前だ）、そして電話は普ふ通つう、風呂場で使われることはないものである。ゆえに両者が同時に使用されることなど通つう常じようは考えられないはずなんだが……

「ん～、今シャワ～から上がったばっかりなんだよ。髪かみを乾かわかしてる時間がもったいないからその間におに～さんに電話してたんだけど、油ゆ断だんしてたら落ちちゃった。えへ」

　美み夏かはあっさりとそんなことを言った。

「やっぱりちゃんと結んどかないとダメだね。軽く巻まいただけじゃすぐ落ちちゃうよ。バスローブの方がよかったかな～」

「……」

　そういう問題じゃないだろ。

　しかし言われてみれば、ルコのやつもしょっちゅうそういう横おう着ちやくなこと（髪を乾かしながら電話）をしてるな。もっともやつの場合は、盛せい大だいに素すっ裸ぱだかな上に片手にビールというオヤジなオプション付きだが。

「ん？　あれ～、おに～さん、静かだけど、もしかしてなんか想そう像ぞうしちゃってる？」

　と、美夏のからかうような声が聞こえてきた。

「ほらほら、今のわたしは生まれたばっかの姿すがただよ。どきどきする？　見てみたい？　えへへ～♪」

「……」

　わざわざ携けい帯たいを近づけているのか、バスタオルがはだけるような音が聞こえてくる。芸が細かいというか何というか……
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「…………特に用がないんなら切るぞ」

　なんかもう、このツインテール娘が何のために電話をかけてきたんだかさっぱりだったためそう言うと、

「あ、待って待って！　用はあるよ。大事な用があるから電話したんだってば！」

　少し慌あわてた声が受話口の向こうから響ひびいた。

「大事な用？」

「うん、そうそう。おに～さん、今日はもちろんヒマだよね？」

「いきなり断だん定てい形けいから入るのも引っかかるが……まあ、ヒマだ」

　ルコのやつは昨日から由ゆ香か里りさんのアパートに泊とまりに行っていていないし、信のぶ長ながも今日は何やらやる事（定期巡じゆん回かいがどうのこうの）があるとか言っていた。俺の休日の予定には九割方その三人が関かかわってるのが通つう常じようであるため、やつらがいない以上必ひつ然ぜん的てきに本日のスケジュールは空くう白はくということになる。

「やっぱり～。おに～さんならそうだと思った」

　すると美み夏かはうんうんと大きくうなずき、

「だったら今から出て来れるかな？　ちょっといっしょに付き合ってほしいところがあるんだ～。時間は十時でだいじょぶだよね？　えっと、場所は──」
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　で、それから一時間後。

　俺は美夏に指定された場所で待っていたわけだが……

「……何でここなんだ？」

　思わず一人でつぶやいてしまった。

　俺の目の前に広がるのは、半年近く前に訪おとずれて以来の日本一の電気街。

　何だか前に来た時よりも駅前がやたらと整せい備びされているような気もするが、それ以外の部分は相変わらず人で溢あふれまくっていてムダに雑然としているこのアキハバラの街こそが、美夏の提てい示じしてきた待ち合わせ場所だった。いや春はる香かじゃあるまいし、美夏が何だってこんなところに俺を呼よび出だしたのかその意い図とがさっぱり分からん。

　加えて。

「遅おそい……」

　待ち合わせ時間であるところの午前十時から、すでに三十分ほどが経けい過かしていた。

「……」

　なんつーか、場所も時間も全部自分で一方的に設せつ定ていしておいて、しかも人に遅ち刻こくするなと念ねんを押おしておいて、自分が遅刻ってのは実にあのツインテール娘らしい。まあ、らしいからといって何でも正当化されるかといったらそれはまた激はげしく別問題なんだが。

　そんなことを考えてるうちにも、

「あ、ケンくん、待ったぁ～」「ううん、僕も今来たところだから」

「ごめん恵めぐみちゃん、遅おそくなって」「いいよ、気にしないで真しん一いちくん」

　周まわりにいた同じように待ち合わせをしていたと思おぼしきやつらは、どんどんと待ち人と合流して消えていき。

「なあなあ、あの人、さっきからずっとあそこにいるよな？」

「きっと待ち合わせでもすっぽかされたんだろ」

「はは、かわいそー」

　残のこった俺には、周しゆう囲いからの憐あわれむような視し線せんと声がヤリのようにチクチクと降ふり注そそいでいた。

「……」

　俺、何でこんなことしてるんだろうな？　なんかすげぇ虚むなしくなってきた……

　かくれんぼをしていて一人だけ存そん在ざいを忘わすれられた子供のように黄昏たそがれた気分で空を見上げるも、だけど十月の空は雲一つないすっきりとした青空で、ことさらに我が身の虚しさをかき立てられて余よ計けいにブルーになった。……はあ。

　美み夏かがやって来たのは、それからさらに三十分ほど経たってのことだった。

「おに～さ～ん」

　明るい声とともに手をぶんぶん振ふりながら、自動改札の向こうから見み慣なれたツインテールが姿すがたを現した。

　途と端たんに、周囲の視線が改札へと集中する。

「おい、あの娘こ、かわいくないか？」

「このヘンじゃあんまり見ない顔だけど……」

「キュートだ……」

　さっきまで俺に向かって憐れみの視線を送っていた連中がざわりと色めきたった。辺あたりにいるその他の通行人たちの視線もそのほとんどが美夏へと注がれている。うーむ、春はる香かといっしょにいるとあんまり感じないが、やっぱりこのツインテール娘もツインテール娘でめちゃくちゃ目立つ存在なんだな。

「ごめんね～、待った？」

　そんな周囲の視線にはまったく気付かずに、美夏はひらひらとミニスカートの裾すそを揺ゆらしながら俺のところまでやって来ると、片手を上げてえへっと笑った。

「え？　ていうかあの娘この待ち合わせ相手がアレ!?」

「ウソだろ、あんなのにこんなカワイイ娘こが……」

「世も末だ……」

　あからさまに俺を指差しながらさらにざわつく周しゆう囲いの連中。いや確かに俺と美み夏かが色んな意味で不ふ釣つり合あいなのはまったくもって否ひ定ていできんのだが……にしたってめちゃくちゃ失礼だな、こいつら。

　少しばかりむかっときたが、まあこんな見知らぬ野や次じ馬うま相手にとやかく言ってもしかたがないので、そこはぐっとガマンしておく。

　それよりも今問題にすべきことは、

「……遅おそかったな」

　こっちの遅ち刻こくツインテール娘（一時間）である。

「確か待ち合わせ時間は十時じゃなかったか……？」

「あ～、や、うん」

　俺の言こと葉ばに、美夏は気まずそうに目を逸そらした。

「それはそうなんだけどね～。でも色々やってたら電車に乗のり遅おくれちゃって……。あ、だけど待ってる間のどきどき感ってちょっと刺し激げき的てきじゃなかった？　ほら、宮みや本もと武蔵むさしも巌がん流りゆう島じまの決けつ闘とうにわざと遅れて行ったって話だし。なんてゆ～か、待ち合わせに遅れるのは日本人の美学？」

「それは全然違ちがうだろ……」

　思いっきり、完かん膚ぷなきまでに問題のすり替かえってやつである。

「だいたい自分で誘さそっといて遅れるってのが……」

「う……」

　呆あきれた目で見ると、美夏は決まり悪そうにさらに顔を逸らした。

「だ、だってしょうがないじゃ～ん。これにはちゃんと事情があるんだよ」

「事情？」

「そだよ～、聞いて聞いて。あのね、せっかくのお出かけだから着ていく服をいっしょ～けんめい選んでたの。で、たっぷり時間をかけて選んだ服をばっちり着こなして玄げん関かんまで行ったんだけど、そこでこの前買ったばっかりのミュールに服が合ってないことに気付いてさ～、それで急いで部へ屋やまで戻もどって着替えてたらいつの間にか時間が経たっちゃってたんだもん。不ふ可か抗こう力りよくだよ～」

「……」

　……それは不可抗力なのか？

「だからほら、ここは笑って許ゆるしてくれなきゃ。おかげで可愛く着こなせたことだし。男の子なら地中海みたいに広い心を持たないとだめだよ。ね、ね？」

　また広いんだか狭せまいんだか微び妙みような例えを用いながらも、一生懸けん命めいに笑えみを浮うかべて謝あやまってくる美夏。

「ね、おに～さん♡」

「……はあ」

　何だかそんな姿すがたを見てると、いつまでも文もん句くを言ってるのがバカらしくなってきた。

「……分かった。反はん省せいしてるならもういい」

「え、ほんとっ？」

　美み夏かの表情がぱっと輝かがやいた。

「ああ。今後気を付けるならそれで構かまわん」

　ため息いきを吐つきながらそう言うと、

「えへへ、だからおに～さんって好き」

　美夏が甘えた仔こ猫ねこのごとく俺の腕うでにぎゅっと抱だきついてきた。

「お、おい」

「ごろごろ～」

　な、何やら柔やわらかいモノが腕に当たるんだが……

　しかし美夏はそんなことはまったく意に介かいさずに、

「えへへ～、今日はで～とだね、おに～さん♪」

「いやデートって……」

「ん、いいからいいから～。んじゃ行こ。しゅっぱ～つ！」

　やたらと楽しそうな美夏に腕を引かれ、俺たちは歩き出した。







　アキハバラの街まちは、相も変わらずの混こん沌とん空間だった。

　いたるところにカラフルなポスターや看かん板ばんが立たち並ならびまくった独特の街まち並なみ。辺あたりの店からはアニメソングやらゲームソングやらが響ひびき、それらがまったく違い和わ感かんなく街に溶とけ込こんでいる。これでも一時よりは自じ粛しゆくしてるらしい（信のぶ長なが談だん）ってんだから驚おどろきだ。おまけに歩道ではミニスカートのメイドさんが何やらチラシのようなモノを道行く人々に配くばっていたりもしてるし。……普ふ段だんから葉は月づきさんやら那な波なみさんやらでメイドさんは見み慣なれているとはいえ、こうして街の風ふう景けいの中に普ふ通つうにメイドさんがいる状じよう況きようってのは改あらためて見るとやっぱり奇き異いなもんだな。

「で、今日はここで何をするんだ？」

　歩行者天国となっている大通りを歩きながら、美夏に尋たずねる。

「あれ、言ってなかった？」

「ああ、まったくもって」

　とりあえず呼よび出だされたから来ただけで、目的等については何一つ聞かされていない。

　というか時間と場所だけ指し定ていしてすぐさま電話を切ったのはどこのどいつだ。

「そだっけ？　ん～、でもおに～さんもいい人だよね。理由も教えてもらえないのにわざわざ付き合ってくれるなんて。うん、すごいすごい♪」

「……」

　……それは褒ほめてるのか？　けなしてるのか？　すげぇ微び妙みようだ……

「あ、それで今日はね、お買い物に付き合ってほしいの」

　複雑な気分になる俺に、美み夏かがそう言った。

「て言ってもただのお買い物じゃないんだよ？　大切な人にあげる大事なものなの。だからおに～さんの意見も聞きたいな～って思って」

「大切な人？」

「うん、そう」

　ふっと真しん剣けんな顔になり、こくりとうなずく。「とっても、大切な人だよ」

　その顔は見たことないほどマジメなものだった。

　……それって、彼かれ氏しか何かだろうか。

「ん、な～にその顔。もしかしておに～さん、妬やいてるの？」

　美夏がにやりと笑う。

「ね、ね、やっぱり心しん配ぱい？　気になる？　じぇらし～？」

「ばっ、そうじゃなくてだな……」

「あ～、やっぱそ～なんだ？　うんうん、気持ちは分かるよ。こんなかわいい美夏ちゃんを前にして、気にならない方が男の子として間ま違ちがってるよね」

「だ、だから……」

　違うってのに。いやまあ、確かにこのいつでも明るく屈くつ託たくのない夏のヒマワリみたいな美夏が、真ま面じ目めな顔で『大切な人』なんて言う相手に興きよう味みがないって言ったらウソになるんだが。うーむ……

　そこはかとなく葛かつ藤とうしていると、

「な～んて、お姉ちゃんだよ」

　美夏がぺろりと舌したを出した。

「え？」

「再来週の木曜日がね、お姉ちゃんの誕生日なの。だからそのためになんかプレゼントを買おうと思って」

　ぱちりと片目をつむりながら言う。

「ああ、なるほど──」

　そういえばいつだったか、信のぶ長ながのやつがそんなこと（春はる香かの誕生日＝十月二十日）を言ってたような気もしたな。そうか、もうすぐ春香の誕生日なのか……

「えへへ～、おに～さんはだれだと思ったのかな～」

「う……」

　にまにまと笑いながら美夏が顔を寄せてくる。

「もしかしてカレシとかだと思った～？　あはは、だいじょぶだよ。心しん配ぱいしなくても、わたしの一番大切な男の子はおに～さんだから♪　──って、こんなこと言ったらお姉ちゃんに誤ご解かいされちゃうか」

「……」

　なんか俺、中学生（十四歳）に遊ばれてる……？

　微び妙みような敗はい北ぼく感かんに打ちのめされる中、

「ま、それはともかく、当然おに～さんもお姉ちゃんにプレゼントを買うでしょ？　ならいっしょに買いに行かないかな～って思ったの。だから呼よんだんだよ」

　美み夏かがあっけらかんと笑って言った。

「……だったら最初からそう言ってくれ」

　霜しも降ふり牛ぎゆうがどうだシャワーがどうだ言う前に、それを言うべきだろ。

「ん～、だって電話した時はあんま時間がなかったんだもん。それにお姉ちゃんほどじゃないけど、わたしだって習い事とかで色々と忙いそがしいんだよ？」

「そうなのか？」

　なんかこっちの元気印娘は、春はる香かと違ちがってしょっちゅうヒマそうなイメージがあるんだが。

「そだよ～。今日だって朝からヴァイオリンのレッスンで大たい変へんだったんだから。やっと終わったと思ってシャワーの後に電話をかけたら、おに～さんはなかなか出てくれないし……」

　恨うらみがましい目でじ～っと見上げてくる。

「あ、いや、悪かったな」

　何だか、美夏も美夏で色々と大変らしい。

「ま、何だかんだでちゃんと来てくれたからい～けどさ。あ、それとこのことはもちろんお姉ちゃんにはナイショだよ。当日にいきなりプレゼントを渡わたして驚おどろかせる計画なんだから」

「りょうかい」

　サプライズイベントってやつか。

　そんなことを話しながら俺たちはアキハバラの街を進んでいき。

「さっ、着いたよ」




　そして俺たちが辿たどり着ついた先は──
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　──なぜか、水着ショップだった。

「……おい」

　いやアキハバラにこんなファッショナブルな店があること自体もかなり意外なんだが、それ以前に突っ込むべき問題がある。

「ん、どしたのおに～さん。しぶ～い柿でも食べたみたいな顔して」

「……何で俺たちはこんなところにいるんだ？」

「何でって、水着を買うからに決まってるじゃん。他になんかあるの？」

　売り物の水着を片手に不ふ思し議ぎそうな顔をする美み夏か。

　いやそれくらい俺にも分かるわ。そうじゃなくてだな……

「もしかして春はる香かに水着をプレゼントする気なのか？」

　プレゼントに水着ってコンセプトは俺にはいまいち理り解かいできんが、そうだとしたらいの一番にここに来た理由にも説明がつく。だが、

「え～、そんなわけないじゃん。違ちがうよ～」

　美夏はあっさりとそれを否ひ定ていした。

「水着はプレゼントにするには難むずかしいもん。サイズとかの問題もあるし、普ふ通つうのお洋服とかよりも微び妙みような本人の好みがあるから色々と大たい変へんだし」

「だったら──」

　本格的にいったいここに何をしに来たんだって話である。

「も～、おに～さんはせっかちだな～。分かってるって」

　美夏が腰こしに両手を当てる。

「お姉ちゃんのプレゼントはこの後にちゃんと買うよ？　だってそれがメインの目的だし。これはなんてゆうの、主菜メインデイツシユに対する前菜オードブル？　朝飯前のお茶ちや漬づけ？　そんな感じだってば。あ、これかわい～」

「……」

　いやその目の輝かがやきからして、どう見てもこっちがメインディッシュのように思えるのは俺の気のせいか？

「……だいたい、何だってこの時期に水着なんだ？」

　いかに時とき折おりは暑い日もあるとはいえもう十月である。確かにこの時期セールは行われているが、来年のモノを買うにしてもそれをわざわざ今日買う理由が分からない。

「あ、いいところに気付いたね、おに～さん。でも今は秘ひ密みつかな♪　理由はきっと近いうちに分かるよ」

「？」

「だから楽しみにしててね♪」

　美夏は何やら含ふくみのある笑えみを浮うかべた。

「ね、それよりこれどうかな？　わたしに似に合あいそう？」

　いまだに首を傾かしげる俺をヨソに、もうその話はこれで終わりとばかりに何やらカラフルな水着を手に訊きいてくる。……しかたない。しばらくは美み夏かのペースに付き合うしかないか。

「……いいんじゃないのか？」

　とはいえ俺には水着の良よし悪あしなんて分からん。なので半なかば適てき当とうに答えると、

「ん～、なんかいまいちやる気が感じられないな～。やっぱお姉ちゃんのじゃないと気合が入らない？」

「な、ちが──」

　濡ぬれ衣ぎぬを着せられた。

「またまた～、隠かくさなくてもい～のに。普ふ段だん見てれば分かるかもしれないけど、お姉ちゃん、スタイルいいからね～。去年なんかは白のビキニを着てたんだけど、これがまたよく似に合あっててさ～」

「……」

　思わず想そう像ぞうしてしまう。

　白いビキニを着た春はる香か。潤うるんだ瞳ひとみに少し照てれたような表情でこっちをじっと見つめて「きょ、今日の占うらないでラッキーカラーはホワイトとあったのでこれを選んでみたのですが、ど、どうでしょうか……？」なんて言いながらもじもじと胸むねの前で手を組んで…………って、何を考えてんだ、俺は！

「あはは、ほんとおに～さんって分わかり易やすいね～」

　美夏がけらけらと笑う。

「べ、別に俺は……」

「そんなに隠さなくてもい～のに。おに～さんだって男の子なんだから♪」

「だ、だから……」

「あ、そうだ。とりあえずコレ試し着ちやくしてみよっと。すみませ～ん」

　俺の抗こう弁べんを完かん璧ぺきにムシして、美夏は店員さんに声をかけると、そのままフィッティングルームへと消えていってしまった。

「違ちがうってのに……」

　完全に誤ご解かいされたままだった。

「……」

　いやまあ。

　そりゃあ見れるもんなら春香の水着姿すがた（白ビキニ）は見てみたいとは思うがさ。







「お待たせ、おに～さん」

　十分ほどして、美夏はフィッティングルームから出て来た。

「ね、ね、どうかな、これ」

　美み夏かが着ているのは、さっき手に取っていた赤いビキニだった。くるりと一回転してポーズを取りながら、俺に感想を求めてくる。

「似に合あってると思う？　ぷりてぃ～？」

「……」

「おに～さん？」

「ん、ああ」

　明るい色使いのそのビキニは、確かに美夏によく似合っていた。というかそもそも水着姿すがたの美夏自体が新しん鮮せんで、なかなか胸むねにクるものがある。端たん的てきに言えば……かなりかわいかった。

「……」

　とはいえそれをそのままストレートに言うのも何となく気き恥はずかしい。それに主しゆ観かんを超えた客きやつ観かん面めんでその水着が果はたして本当にそこまで似合っているのか、そういった（女モノの水着の）センスがトノサマバッタのように疎うとい俺には正直いまいち自信が持てないんだよな。

「あー、いいと思うぞ」

　なので無ぶ難なんというかお茶濁にごし的にそう答えたところ、

「ん～」

　美夏は何やら思し案あん顔がおになった。

「どうした？」

「そっか、これじゃまだダメか……」

「？」

「……何でもな～い。だったら──」

　そんなことをつぶやきながら再ふたたびフィッティングルームへ戻もどって、

「ね、こっちは、こっちは？」

　今度は水色のワンピース姿になって出て来た。腰こしに手を当てて片目をつむりながら訊きいてくる。「どう、おかしくない？」

「問題ないんじゃないか？」

「む～」

　だが美夏は、何が気に入らないのか微び妙みように眉まゆをひそめてまたフィッティングルームへ、

「ね、これすっごくかわいいくない？　自分でもけっこういいかな～って思うんだけど」

　そしてカラフルなワンピース姿で三み度たびポーズを取る。

「ああ、そうだな。かわいいと──」

　とそこで、美夏がジト目でこっちを見てることに気付いた。

「…………おに～さん、ほんとにやる気がないね」

　ものすごく不ふ満まんそうな声。

「そう言われてもな……」

　別にやる気がないわけではなく、単によく分からんだけなんだが……

「う～、なんか腹立つ。そだ、こうなったら……」

　美み夏かは何やら息いき巻まいて再ふたたびフィッティングルームへと消えていった。

「あ、おい……」

　どうやらまだ選ぶつもりらしい。

　しかし水着ねえ……

　何だってそんなもん一つにあそこまでこだわるんだか俺にはよく分からん。水着なんて最さい低てい限げんのデザインセンスをクリアしていてサイズが合えばそれでいいと思うんだが。春はる香かもやっぱりそうなんだろうか。とすれば例の白ビキニとやらもそこまでこだわり抜ぬかれた末に選ばれた逸いつ品ぴんでありその選せん択たくには春香の情熱と魂たましいが込められているのかも……なんて少々、残ざん暑しよで脳のうをヤラれた三バカレベルのことを考えていると。

「──裕ゆう人とさん」

「!?」

　ふいに後ろから声をかけられた。

　聞こえてきたのは澄すんだソプラノボイス。

　振ふり返かえるとそこには──

「どうでしょう、これ……似に合あっていますか？」

　白いビキニを着た…………春香が立っていた。

「は、春香……？」

　心臓がどくりとおかしな動きを見せる。

　い、いや何で春香がここに？　あまりにも水着と春香のことばかりを考えすぎてたため、脳のうが幻げん覚かくでも見せてるのか？

「裕人さんのために選んだんです。……似合ってない、ですか？」

「え、あ……」

　呆ぼう然ぜんとする俺に。

「……ぷっ」

「？」

「あ、あはは」

　春香が、普ふ段だんは絶ぜつ対たいにしないような大声で笑い出した。

「あはははは。すごい顔～。おもしろ～い、おに～さん」

「え……」

「まだ分かんないの？　わたしだよ、わ・た・し♪」

　イタズラっぽく笑いながら、春香（？）は緩ゆるいウェーブがかかったその長くキレイな髪かみを両手で摑つかんで頭の横に持っていく。すると春香（？）はよく見み慣なれたツインテール娘へと変化を遂とげた。な……

「み、美み夏か、なのか……？」

　目の前の春はる香か→美夏がにまっと笑いながらうなずく。

「そだよ。なかなか上う手まかったでしょ？　声は昔から似にてるって言われてるし、顔はファンデーションでちょちょいって。ちなみに胸むねはパッドを入れて、身長はサンダルでゴマかしたの。……ちょ～っと不ふ本ほん意いだけど」

「……」

　完全に言こと葉ばを失う。

　そりゃあ姉妹だから似てるとは思ってたが、まさかここまでとは……

「ね、おに～さん、どきどきした？」

　美夏が小こ悪あく魔まな顔で見上げてくる。

「ほんとにお姉ちゃんだと思ったでしょ？　顔とか真っ赤だったよ～。や～ん、えっち」

「……ノーコメント」

「む、素直じゃないな～。ほれほれ、これでどう？　──裕ゆう人とさん」

　再ふたたび髪を下ろし、偽にせ春香となった美夏が迫せまってくる。

「似に合あってないでしょうか……私、この水着は裕人さんのためだけに選んだんですよ。ほら、せくし～ですか、うふ～ん♪」

「……春香はそんなこと言わん」

　というかどこのセクハラ音楽教師だ。

「ほら、いいからとっとと水着を買って、プレゼントを選びに行くぞ」

　偽だと分かっていても外がい見けん上じようはまったくもって春香であるため、ずっと見てると何だかヘンな気分になってくる。微び妙みように火ほ照てった顔を隠かくしつつそう言うと、

「え～、でもまだ水着が決まってないよ～」

　口をとがらせる美夏。

「最初のでいいだろ。あの赤いビキニのやつ。全体的な雰ふん囲い気きといい明るい色のイメージといい、一番似合ってたと思うぞ」

「え、ちゃんと見ててくれたの？」

　美夏が驚おどろいた顔をした。

「まあ、それなりにはな」

　じろじろ見るのもアレなので直ちよく視しはしてないが、いちおう最さい低てい限げんのチェックはしていたつもりだ。

「そなんだ……」

　美夏は俺の顔を見ながら何やら感かん慨がい深ぶかげにつぶやき、

「うん、分かった。それじゃおに～さんのお薦すすめのやつにするね。買ってくるからちょっと待ってて」

「ああ」

　そしてフィッテングルームの方へと走っていくのかと思いきや──

「あ、そだ」

　途と中ちゆうで一度くるりと振ふり返かえって、こっちを見た。

「ん？　どうした？」

「──ありがと、おに～さん」

「え」

「ちゃんと見ててくれて嬉うれしかったよ。えへへ」

　ちょっとはにかんだ顔でそんなことを言うと、そのまま一直線にたたたっとフィッテングルームへと駆かけていった。

「……」

　うーむ。

　意外にかわいらしいとこもあるんだな。
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　で、美み夏かが言うところの前菜オードブルを終え、いよいよ主菜メインデイツシユである春はる香かのプレゼント探さがしを行うこととなった。

「これからどこへ行くんだ？」

「え、さあ？」

　アキハバラ集合を提てい案あんした張ちよう本ほん人にんは、あっさりと首を横に振った。

「さあって……」

「だってわたしアキハバラに来るの初めてだもん。調べてたのはあの水着を買ったビルの場所だけだし……。おに～さんは前に来たことあるんでしょ？　だったらわたしよりは分かるんじゃないかって、頼たよりにしてたんだけどな～」

「それはそうだが……」

　確かにこの街まちには何回か来たことはあるが、そのほぼ全てが信のぶ長ながの付つき添そいである。他には春香との買い物が一回。ゆえに俺自身はこの街についてほとんど知らんと言ってもいい。

「ね、おに～さん、アレは持ってこなかったの？」

「アレ？」

「うん、ほら前におに～さんがもらったお姉ちゃんの『お買い物のしおり』。持ってきてって言ったよね？」

「ああ、アレか……」

　そういえばそんなものも頼たのまれてたな。

　カバンから一冊の冊さつ子しを取り出す。Ｂ５サイズのそのカラフルな冊子（春はる香かのお手製）は、いちおうアキハバラ全体の地理を網もう羅らしている代しろ物ものである。

「どれどれ、見せてみて」

　ただこれが実じつ際さいに役に立つのかというとまたひどく微び妙みようであって──

「……」

　最初にあるアキハバラの全体マップが載のっているページを開いた瞬しゆん間かん、美み夏かは石せき像ぞうのように沈ちん黙もくした。

「…………腹ふく痛つうを起こしたうなぎがいるね」

「…………ああ、いるな」

「…………それもたくさん。何コレ、うなぎ祭り？　しかもその隣となりには真っ赤な目で虎こ視し眈たん々たんとうなぎを狙ねらう化けネコみたいなのがいるんだけど」

「…………俺に訊きかんでくれ」

「……」

「……」

　美夏は無む言ごんで『お買い物のしおり』を俺へと返し、

「さ、行こっか。やっぱりショッピングは自分たちの足ですることに意い義ぎがあるんだよね」

　何かを悟さとったような顔でそう言った。

　どうやら何も見なかったことにするらしい。……賢けん明めいな判はん断だんだな。

「ま、とにかく適てき当とうに回ってみようよ。おに～さんも道とか少しは分かるでしょ？」

「ああ、まあな」

　本当に少しだが。

　そんなわけで、とりあえずは前に春香と回ったコースを思い出しながら辿たどってみることにした。

「確かこっちの方に色々と店があったと思うんだが……」

　何とか記憶を掘ほり起おこし、相変わらず雑然とした分かりにくい街まちを美夏と二人で右に曲まがり左に曲がること二十分。

「着いた……」

　ようやく辿たどり着ついたのは、あの日春香が猛もう烈れつなターゲッティング・アンド・ダッシュをかけたホビーショップだった。

「わ～、なにここ、お人形屋さん？」

　店に入るなり、美み夏かが興きよう味みシンシンな目でディスプレイを覗のぞき込こむ。

「でもそれにしてはやけにカラフルだね。髪かみの色とか目の色とか。なんかかわい～♪」

「あー、まあ」

　美夏が指差してるのはおそらく『ドジっ娘こアキちゃん』と『ダメっ娘メグちゃん』だろう。あの印いん象しよう的てきな蒼そう髪はつと緑りよく髪はつには見み覚おぼえがある。……って、何で俺、そんなことが分かるんだろうな。なんか複雑な気分だ……

「そっか～、お姉ちゃんってこうゆうのが好きなんだ～」

　初めて遊園地にやって来た子供みたいに楽しそうにきょろきょろと店内を見回す。

「ん～、どのお人形さんがいいのかな？　お姉ちゃんが喜びそうなのってどれだろ」

　どうやらプレゼント候こう補ほにフィギュアがロックオンされたらしい。

「そういえば、春はる香かはそれを欲しがってたような……」

　ディスプレイの真ん中に飾かざられている、ヴァイオリンを持った赤せき髪はつの少女のフィギュア。あの時は店頭のディスプレイに置かれていたため、春香はスジ肉の煮に込こみ（美お味いしい）を前にした仔こ犬いぬみたいにガラスの前に十五分ほど張はり付ついていたな。

「え、そなの？」

「ああ」

「へ～、じゃあこれ、いいかもしれないね──って、ん？」

　美夏の言こと葉ばは、だがフィギュアの脇わきにある値ね段だんのプレートに視し線せんがさしかかったところでぴたりと止まった。

「えっと、ひ～、ふ～、み～、よ～……あれ？　なんかゼロが多いような……」

　目をごしごしと擦こすってもう一度プレートを見ながら数える。

「…………おに～さん、わたし、視し力りよく落ちたのかなあ。二万五千円（税込）って書いてあるように見えるんだけど……」

「……正せい常じようだと思うぞ」

「……」

「……」

　沈ちん黙もく。

「……次の店、行こっか」

「……そうだな」

　二人してそこはかとなく疲つかれた面おも持もちで店の入り口へと向かおうとして。

「──あ、ちょっと待って」

「ん？　どうした」

「ね、そっちのやつ、どう思う？」

　美み夏かが指差していたのは、ヴァイオリン赤せき髪はつフィギュアの横にある蒼そう髪はつの少女のフィギュア。スカートの裾すそを両手でちょこんと摘つまんだポーズをしている。名前は忘わすれたが、確かあれは春はる香かお気に入りのポーズだったはずだ。

「ほら、なんかああゆうちょっとヘンなかっこって、お姉ちゃん好きそうじゃない？　それに値ね段だんもそこそこに手ごろだし」

　美夏がそう言う。さすがに姉妹だけあって、春香の趣しゆ味みをよく分かってるな。

「ね、どうかな？」

「ああ、悪くないんじゃ──」

　俺が答えかけたその時だった。

「こんにちはー」

「！」

　何やら聞きき慣なれた声が、店の入り口の方から耳に（強制的に）飛び込んできた。このムダによく通る声、まさか……

　イヤな予感とともに入り口を見ると、

「すみませんー。例のブツ入ってますかー」

　そこにはぱっと見だけは女の子と見み紛まがうような美少年の姿すがた。

「予よ約やくしてた朝あさ倉くらですけどー、特典ピンズ付きの『ノクターン女学院ラクロス部　春は琉る奈な様八分の一フィギュア』、今日発売ですよねー」

　……信のぶ長ながだった。

　両手にがさがさと紙かみ袋ぶくろを持って、いつも通りの悩なやみなんて何一つなさそうな笑え顔がおでスタスタと店内に入ってくる。

　俺は美夏の手を摑つかんで、脱だつ兎との勢いきおいで素す早ばやく商品棚だなの陰かげに隠かくれた。

「おに～さん？」

「しっ、静かに」

　美夏の口を手でふさぐ。「……声を出さないでくれ」

「えっ……」

　すると何を勘かん違ちがいしたのか、

「だ、ダメだよ、おに～さん。いくらわたしがかわいいからってこんなところで……。ほ、ほら、物事には何でも順じゆん序じよってものがあって……」

　顔を真っ赤にしてそんなことを言い出した。

「……激はげしく違う」

　相変わらず耳みみ年どし増まというか、マセたお嬢様（次女）である。

「──とにかく、ここを出るぞ」

　この場を、というか美夏といっしょにいるところを信長に発見されようもんなら、間ま違ちがいなくめんどくさいことになるに決まってる。美み夏かについて色々訊きかれた挙あげ句くにフィギュアについてのワケノワカラン考こう察さつをえんえんと三時間くらい語かたられたりとか……。加えてやつの情報散さん布ぷ力りよくからすると、それこそヘタをすれば春はる香かにまで飛び火する可か能のう性せいもないとは言い切れん。

「で、でも、あのお人形さんは？」

「とりあえず後回しにしてくれ」

　今はアレに構かまってるヒマはない。

「え～、だけど……」

「いいから」

「あっ──」

　もうのんびりと話してる時間はない。

「え、あ、ちょ、ちょっと引ひっ張ぱらないでよ、おに～さん」

　まだ何か言いたげな顔の美夏の手を握にぎると、俺はそのまま逃にげるように店を出た。







「お、おに～さん、どこまで行くつもりなの？」

　店から出て二百メートルくらい走ったところで美夏が立ち止まった。

「何だかさっぱり分かんないけど、とにかくストップしようよ。い、いきなりそんな走れないってば……」

　肩かたで息いきをしながら、その場に座すわり込こむ。

「そ、それにその、びっくりするじゃん。急に物もの陰かげに引っ張り込まれたり、て、手なんて引っ張られたりしたら……」

「あ、悪い」

　慌あわてて握っていた手を離はなす。強く握りすぎていたのか、美夏の手にはうっすらと赤い跡あとがついてしまっていた。……これはまた何か言われそうだな。「いや～ん、おに～さんに傷きずモノにされちゃった。ちゃんと責任取ってね、えへ♪」とか。

　だが。

「ま、まったく。れでぃ～の扱あつかいには気を付けなきゃダメだよ」

　返ってきたのはそんなある意味普ふ通つうの台詞せりふだった。いや突っ込みどころはあるにはあるんだが、美夏にしてはやけに大人しいというか穏おん健けんな内容である。……うーむ、そんなに痛いたかったんだろうか。そこまで強く握ったつもりはなかったんだが。

　少しばかり思おもい悩なやんでいると、美夏は気を取り直したかのように小さく「こ、こほん」と咳せき払ばらいをした。

「あ～、ま、反はん省せいしてるみたいだからそれはもういいよ。で、これからどうするつもりなの、おに～さん。さっきのお店に戻もどってお人形さんを買う？」

「いやそれは……」

　今戻ったら信のぶ長ながと鉢はち合あわせになる危き険けん性せいが高い。そうなったらなけなしの体力を振ふり絞しぼってこんなにダッシュで逃にげてきた意味がなくなっちまう。

　なので、

「──そうだ、せっかくだから他の店も見てみないか？」

　そう提てい案あんした。

「他のお店？」

「ああ。もしかしたらアレよりもいいものがあるかもしれないだろ」

　それにあのフィギュアに即そつ決けつするのも少しばかり気が早い気がしていたのも事実ではある。どうせアキハバラまで来たんなら、色々見てから決めた方がいいに決まってるしな。

「ん～……」

　美み夏かは何やら考え込んでいたが、

「そだね。たくさん見て回った方がいいものに出会える可か能のう性せいも高いか。〝ヘタな鉄てつ砲ぽう数かず撃うてば銃じゆう刀とう法ほう違い反はんで懲ちよう役えき二年〟ってやつだね。うん、そうしよ」

　やがてにっこりと笑え顔がおで大きくうなずいた。

「……」

　……いや。

　逮たい捕ほされてどうする。







　　　　４




「う～ん、おっきいお店だね～」

　目の前にある七階建てのビルを見上げて、美夏がは～っと驚おどろきの声を上げた。

「ここもお姉ちゃんと来たところなの？」

「ああ」

「へ～、そうなんだ」

　感心したように相づちを打ち、美夏がもう一度顔を上げる。

　その視し線せんの先にあるのは『アニメイト秋あき葉は原ばら店てん』と書かれた大きなカンバン。

　ホビーショップを出た俺たちが、次にやって来たのはこの店だった。

　アキハバラの駅前からほど近い距きよ離りにあるこのグッズ系の専門店は、前回春はる香かが特とつ攻こうをかけた店の一つであり同時に俺が荷に物もつとともに路上で放ほう置ちプレイを食らった思い出（？）の場所の一つでもある。

　隣となりにはやはり同じような専門店（こっちは本のようだが）である『とらのあな秋葉原店』とやらがあり、入り口のガラスには元がん祖そ秋あき葉は原ばら名物「虎とら焼やき」と書かれたポスターが貼はられている。

「うん、何となくお姉ちゃんの好きそうな感じだよね。さっきのお人形のお店といい、お姉ちゃんの好みが少し分かってきた気もするな～」

　うんうんとうなずいて、興きよう味み深ぶかそうな顔でとことこと『アニメイト秋葉原店』の中へと入っていく美み夏か。

「ほら、おに～さんも早く」

　大きな声で呼よばれ、少し遅おくれて俺も店内へと足を踏ふみ入いれる。

　日曜ということもあり店はそれなりに込み合っていた。

　一階は雑誌売り場になっているようだったが、ざっと見ただけでも二十人以上の客の姿すがたが見て取れた。男女の比ひ率りつはだいたい七対三くらいか。しかも中には外国人の姿もあった。これはやっぱりあれか、昨さつ今こんの海外でのマンガブームとかが関係してるのかね。

　などと比ひ較かく的てきどうでもいいことを考えながら、とりあえず店を奥おくへと進む。縦たてに長い長方形のフロアはだいたい三十畳じようくらいの広さで、一番奥には階段とエレベーターがあった。

「ん～、なんか階によって売ってるものが違ちがうみたいだね。地下一階から七階まであるみたいだけど、どこを見てみる？」

　エレベーター横に掲けい示じされていたフロア案内を見て美夏が訊きいてきた。

「まあ、とりあえず上から回ってみればいいんじゃないか？」

　一フロア自体はそこまで広くないため、全部回ってもそれほど時間はかかるまい。

「あ、そだね。おに～さん、あったまいい♪」

　俺の提てい案あんに美夏がぱちぱちと手を叩たたいた。

「んじゃ行ってみよう。まずは一番上からだね」

　というわけで、エレベーターに乗り込んで上へと向かう。

　最上階であるところの七階は、ＤＶＤ売り場となっていた。

　アニメやゲームなどのタイトルが中心となってジャンルごとにそれぞれ棚たなにきっちりと分けられているようだ。

「う～ん、この『ノクターン女学院ラクロス部』ってのはどうかな～？　お姉ちゃんの好きそうな系けい統とうな気がするんだけど……」

「ああ。でも好きそうってことは、春はる香かが持ってる可か能のう性せいが高いわけだよな？」

「あ、そっか」

　棚を端はしから見て回りながら、二人で思し案あんする。

　こういったモノを専門に取とり扱あつかっているこの店はさすがに品しな揃ぞろえがよく、さっきから春香が喜びそうなタイトルもいくつかは発見してはいたが、問題は春香が所しよ有ゆうしているＤＶＤを俺たちが把は握あくしていないという点にあった。

「この『はにかみトライアングルＴＶアニメ版』なんてのは絶ぜつ対たいに持ってるだろうし……」

「こっちのはどうかな？　『マジカル☆でぃな～劇場版』だって」

「うーむ……」

　際きわどいセンだ。

「ん～、難むずかし～ね」

「難しいな……」

　しばらく、二人であーだこーだと悩なやんでいたが、なかなか「これは！」というものは見つからなかった。

　そんな微び妙みような停てい滞たい状じよう態たいの中。

「あ、おに～さん、アレはどうかな？」

　美み夏かが何かを発見したようだった。

「ん？」

「ほら、アレ。あそこにある『夜よ更ふかし悪あく魔まピロウちゃん』ってやつ。なんか良さそうって、磨みがき抜ぬかれたわたしの女のカンが告つげてる気がする」

　微妙に突っ込みどころのあるそんな台詞せりふとともに、とことこと歩いていくと、美夏は棚たなの一番上にあるケースがやたらとカラフルなＤＶＤに手を伸ばし──

「ん、ん～……」

「……」

　手を伸ばし──

「あ、あとちょっと……」

　がんばってはいるものの、そのちんまい背せ丈たけ（一四七センチ。本人申しん告こくは一五一センチ）ゆえに、届とどかずに苦く戦せんしていた。

「む～……ん～……っ」

　ヒナ鳥がエサをもらおうと一いつ生しよう懸けん命めいに親鳥に向かって首を伸ばしているみたいなその仕し草ぐさは見ていて微ほほ笑えましくもあったが、残念ながら彼ひ我がの差は明らかで努力で縮ちぢまるような距きよ離りではない。

「ん～……とと、おっとっとっと……」

　加えてムリをして背伸びをしているため、前に後ろにふらふらと実に危あぶなっかしい足取りである。今にもコケそうだ。

　見かねた俺は、

「──ほら」

「えっ……」

　今にもコケそうな美夏の肩かたを支ささえて、後ろから取ってやった。

「これだろ？　『夜よ更ふかし悪あく魔まピロウちゃん』」

「あ、う、うん」

　きょとんとした顔で美み夏かがうなずく。オーストラリアの草原でパンダでも見たって表情だ。

「……どうした？」

「……」

「……美夏？」

「おに～さんって案あん外がい……」

　ぼ～っと俺の顔を見たまま、美夏は小さな声でぼそりとつぶやいた。

「？」

「──!?　ん、ん～ん、何でもないっ」

　焦あせったように首をぶんぶんと振ふって、

「そ、そうだ。こっちにあるのもなかなかい～んじゃないかな？　あ、これなんて──」

　くりんと背を向けて反対側の棚たなにあったＤＶＤを取ろうとして……しかし美夏の動きがそのまま壊こわれたロボットのように停てい止しした。

「美夏？」

　次いでその顔からぷしゅ～っと勢いきおいよく湯ゆ気げが吹き出る。な、何だ？　クラッシュした？

「美夏、どうした──」

　慌あわてて駆かけ寄よりその手に取りかけていたＤＶＤに目を落とし──

「……あ」

　そしてすぐにその理由が判はん明めいした。

　なんか、やたらと肌はだ色いろが多いアニメＤＶＤだった。

　全体的に描かかれている着ちやく衣いの量が少ないというかほとんど皆かい無むに等しいというかＳＴＯＰという手のマークの上に18の文字が書かれているというか……とにかくそういうモノである。

「あ、あわわわわわ、お、おに～さ～ん……」

　美夏は完全に機き能のう停止状じよう態たいに陥おちいっていた。うーむ、普ふ段だんはあんなに耳みみ年どし増まなかしまし娘なのに、春はる香かと同じくこういったモノには意外なほど免めん疫えきがないんだな。

「……と、とにかくどこかで一休みしよう」

　完全に固かたまってる美夏の手を引き、とりあえず急いでその場から離はなれることにした。

　で、結けつ局きよく。

「あ、アレがソレで、コレがああなってて、あわ、あわわ……」

　食たべ頃ごろのユデダコ（美お味いしそう）みたいになった美夏が復ふつ活かつするまで、それから少しばかりの時間を要ようしたのだった。







「──あ～、こほん。え～と、途と中ちゆうちょっとばっかりアクシデントがありましたが……それはとりあえず忘わすれて忘れて！　さ、探たん索さく続ぞつ行こうしよ！」

　美み夏か（復ふつ活かつ後ご）が心しん機き一いつ転てんとばかりにそう元気に宣せん言げんしたものの。

　結けつ局きよくＤＶＤ売り場ではプレゼントが見つかることはなく。

　六階ＣＤ売り場、五階・四階のホビー売り場でもやはり同様の結けつ果かに終わり。

　現在、俺たちは三階まで下くだってきていた。

「ん～、ここは本が売ってるのか～」

　美夏が辺あたりを見回して言う。

　三階は、主にマンガなどの新刊を中心とした書しよ籍せきコーナーとなっていた。

「なんかいい本あるかな？　何だっけ、お姉ちゃんの好きなマンガ雑誌……え～と『インセクト・スマイル』？」

「……『イノセント・スマイル』だ」

　〝虫っぽい微ほほ笑えみ〟は確かく実じつに違ちがう。

「あ、そうそう、それ。あるかな～？」

　ぱたぱたと楽しそうな足取りで美夏はフロア内へと駆かけていった。やれやれ、復活したばかりだってのに元気だな。苦く笑しようしながら、その後を追おって俺も本ほん棚だなの方へと歩いていく。

　その時だった。

「ふんふんふーん、ドジっ娘こアキちゃーん。今日も砂さ糖とうと塩を間ま違ちがえちゃったー♪」

　再ふたたび、聞きき慣なれた声が耳に飛び込んできた。

　先ほどと同じムダによく通りまくる声。

　声の元を辿たどると……そこにはまたもや幼おさな馴な染じみ（♂）の姿すがたがあった。やはり両手に紙かみ袋ぶくろ（さっきより増えてる）を持って、実に能のう天てん気きな笑え顔がおでフロアに入ってくる。

「──っ」

　何でいるんだ!?

　慌あわてて身体を本棚の陰かげに隠かくす。

　幸さいわい俺たちのいる本棚の周しゆう辺へんはフロアの入り口部分からは死し角かくになっているため、信のぶ長ながのやつに気付かれた様よう子すはなかった。

「ふんふんふーん、ダメっ娘メグちゃーん。失敗してもエンジェルスマイルー♪」

　ワケノワカラン鼻歌とともに、信長は俺たちから二つ離はなれた本棚の前へと歩いていくと、

「うーん、新刊あるかなー」

　メッタに見られないほど真しん剣けんな表情で本棚を見み渡わたした。

「あれー、おかしいなー……今日辺りならもう電撃文庫の新刊が早売りしててもいいはずなのにー」

　ぶつぶつとそんなことをつぶやきながら一つ一つ小説の棚たなを物ぶつ色しよくしていく。そして一通り見終わると、今度はフロア奥おくにある店員用の作さ業ぎよう台だい（そう書いてある）に近づいていき、

「あー、あったあったー」

　その上に載のせられていた、まだ梱こん包ぽうされたままの文庫本をがさがさと漁あさり始はじめた。

「…………何をやってるんだ、あいつは」

　明らかに客にあるまじき行こう為いである。図ずう々ずうしいことこの上ないというか、ヘタすれば営業妨ぼう害がいにも近い。

　案あんの定じよう、店員の一人が慌あわててレジから飛び出してきた。

「お客様すみません、そこにあるものはまだ棚たな並ならべ前で……」

　どうやら注意されているようである。当然っちゃ当然だが。

「えー、そうなの？」

「はい、ですから……」

　穏おん便びんにお引き取りを願おうとする店員に、

「あ、そうだー！　それなら僕が並べるの手て伝つだってあげるよー」

　信のぶ長ながのやつはそんなことを言い出した。

「え、で、でも……」

「よーし、決まり。はい、これそっちに並べてねー」

　店員の了りよう承しようも待たずに勝手に並べ始める信長。

「あ、え……」

「今月のイチ押しはこれね。だから平積みで二列に。ビジュアルノベルが出たこの文庫も二列はいるかなー。あとは隣同士になるカバーの女の子のポージングをカブらせないように……」

「あう、あう～」

「ほらほらー、きびきびやろうよー。本部の村むら上かみさんに怒おこられちゃうよー」

「あ、あのお客様、ですからそれは～」

　熟じゆく達たつしたバイト長並なみの手て際ぎわのよさで次々と本を平ひら積づみにしていく信長の勢いきおいに押おされ、店員さんが反論できずにあたふたとしていると、

「何をやってるんだい？」

　とうとうフロアの責せき任にん者しやらしき人物（メガネ着用）までもが出て来た。

「あ、な、成なる瀬せさ～ん。実はこちらのお客様が……」

「うん？」

　信長と店員の間に責任者らしき人物が加わる。

　うーむ、なんかオオゴトになってきたな。まあここはどう見ても信長の方に問題があるし、怒おこられるなり文もん句くを言われるなりしても自じ業ごう自じ得とくだろう。

　だが。

「いや、その人はいいんだ」

　責任者らしき人物は、信長を見るなりそんなことを言った。

「え？　しかし……」

「その人は特別なんだよ。キミだって『皇帝カイザー』の話くらいは聞いたことあるだろう」

　キラーンとメガネを光らせてそう語る。

「カ、皇帝カイザー!?　『皇帝カイザー』ってあの伝でん説せつのお得意様カスタマーですか？　その圧あつ倒とう的てきな買いっぷりから命めい名めいされ、おまけにアニメイトの長い歴史の中でまだ三人しか存そん在ざいしないというゴールドアニメイトカード（純金製）の持ち主の一人だっていう……。え、もしかして、この人が？」

「その通り。だから彼に陳ちん列れつは任まかせようじゃないか。彼の神の手にかかれば棚たなの見み栄ばえも素す晴ばらしく、客足も途と絶だえないだろう」

「いやー、そんな照てれるなー」

　店員の言こと葉ばに信のぶ長ながが頭をかきながら笑う。

「そんな、この人が……」

　まるでＵＭＡとでも遭そう遇ぐうしたかのような驚おどろいた表情だった。……『皇帝カイザー』？　なんか知らんがすげぇ呼よび名なだな。

　ともあれ。

「……美み夏か、そろそろ出よう」

　エスケープするなら、信長のアホが話しこんでる今がチャンスだ。

　隣となりでじ～っと棚を眺ながめていた美夏を促うながす。

「え、何で？　まだよく見てないよ」

「……いいから。声を立てないように、静かにな」

「え、また～」

　美夏が不ふ満まんそうな目で見上げてくる。

「てゆ～かさ、何でそんなに急ぐの？　理由は？」

「あー、それはだな……」

　言こと葉ばを濁にごす。説明すると、むしろ面おも白しろがって自分から信長とコンタクトを取りそうなんだよな、このツインテール娘は。

　そんなことをやってるうちに、

「それではわざわざご足そく労ろういただきありがとうございました。こちらの新刊はお持ちください、朝あさ倉くら様」

「うん、ありがとー。社長の髙たか橋はしさんにもよろしくねー」

「は、伝つたえておきます」

「それじゃねー」

「！」

　話を終えたらしい信長がノンキな顔でこっちに近づいてきた。……まずい、ちんたらしてる場合じゃない。

「と、とにかく行くぞ」

「あっ……」

　まだ何か言いたげな美み夏かをほとんど小こ脇わきに抱かかえるカタチで、本ほん棚だなの裏うらを回りこむことで信のぶ長ながの目を避さけ、階段へと向かって走り出す。言うと怒おこるだろうが、これも美夏が極きわめてミニマムだからこそできるワザである。







「ちょ、おに～さ──」

「黙だまってろ。舌したかむぞ」

　抱かかえられたまま喋しやべろうとする美夏を制し、何とか一階まで辿たどり着つく。

　一階まで辿り着けばあとは店から出るだけである。信長の移い動どう速そく度ど及び範はん囲いを考えると、店を出てある程てい度どの距きよ離りを取るまでは安心できん。

　人と雑誌の間をすり抜ぬけるようにダッシュで走り抜け。

　ガチャポンの並ならんだ出口を過ぎ、とりあえず左に曲がろうとしたところで。

「！」

　そこに人ひと影かげがあることに気付いた。

　紙かみ袋ぶくろを両手で抱えた女の子。

　慌あわてて避よけようとブレーキをかけるも、『赤信号、車は急に止まれない』のと同様に、スピードに乗った人体はそうそう簡かん単たんには運動係けい数すうの支し配はいからは逃のがれられるものではない。

　結けつ果か。

「うわっ！」

「あきゃあっ！」

「きゃっ！」

　俺は美夏を抱かかえたまま、その女の子と見み事ごとに正面から激げき突とつした。地面に落ちそうになった美夏を人間クッションになって（俺が）何とか助けることには成功したものの、女の子は腰こしから倒たおれその拍ひよう子しに持っていた荷に物もつをぶちまけ、俺は地面に思いっきり頭を打つことになった。

「ぐ……」

　一いつ瞬しゆんだが三さん途ずの川が見えたぞ……

「い、いたたた……な、何なのよいったい」

　身体を起こしながら、女の子が顔をしかめる。

「女の子抱えたまま前もよく見ないでいきなりお店から飛び出してくるなんて……信じられないわ」

「あ、ああ、悪い……」

　謝あやまりながら、なんかものすごいデジャヴが頭によぎった。

　……少し前にも同じようなシチュエーションに遭そう遇ぐうしたような覚おぼえがあるな。

　全ぜん速そく力りよくダッシュ、衝しよう突とつ、転てん倒とう、謝しや罪ざい。

　ダッシュをしていた理由は違ちがうとはいえ、それ以外の状じよう況きようはまったくもって同じである。まさかとは思うが──

「…………裕ゆう人と？」

　女の子が俺の名前を呼よぶ。

「椎しい菜な……か？」

　美み夏かの下した敷じきになったままの状じよう態たいで、頭を上げて答える。頭ず上じようにあったのは、やはりあの時ロンドンで出会ったフレンドリー娘、天あま宮みや椎菜の顔だった。
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「あー、やっぱり裕人だ。どうしてこんなとこにいるわけ？」

　椎菜がびっくりしたような顔で言った。

「どうしてってな……」

　それはこっちが聞きたい。

「椎菜こそ……何でここに？」

「あたしは生活用品を買い出しに来てたのよ。冷蔵庫とか洗せん濯たく機きとか。まだ荷に物もつが届とどいてなくて色々と不ふ便べんだから。ほら、アキハバラはそういうモノが豊ほう富ふだし」

「荷物？」

　何の荷物だ？

「ね～、おに～さん、このおね～さん、知ってる人なの？」

　首をひねっていると、俺の上に乗っかったままの美み夏かが興きよう味み深ぶかそうな表情で訊きいてきた。

「な～んか仲良さそうなんだけど、いったいどうゆう関係なの？　……はっ、まさかお姉ちゃんの知らないところで浮うわ気き──」

「──違ちがう」

　即そく座ざに否ひ定ていする。椎しい菜なはそんなんじゃない。

「そうじゃなくて、椎菜はだな──」

　ロンドンで知り合った友達だ……と言いかけた時、椎菜の足越しに信のぶ長ながが階段を下ってくる姿すがたが視し界かいに飛び込んできた。

「──っ!?」

　やつにこんなグダグダなところ（美夏の下した敷じきになった状じよう態たいで椎菜と向かい合っている）を見られたら、それこそ今年いっぱいはやつの買い物等に付き合わされまくるハメになっちまう。

　俺は電でん光こう石せつ火かのごとき素す早ばやさで起き上がり（所しよ要よう時間一秒）、

「きゃんっ！」

　床ゆかに散ちらばった椎菜の荷に物もつを集めると（所要時間ここまで三秒）、

「悪い、ちょっと今、急いでる！」

　それらの荷物を椎菜に押おし付つけ、美夏を拾い上げると、この場から離はなれるべく全ぜん速そく力りよくで走り出した（ここまで合計五秒）。

「な、何？　どうしたのよ、裕ゆう人と！」

　後ろでは椎菜が何やら叫さけんでいたが、振ふり返かえる余よ裕ゆうなんてものはこれっぽっちもなかった。

　できれば椎菜とはもう少し話していたかった気もするが、美夏もいることだし、非ひ常じよう事じ態たいとあってはしかたがない。

　美夏を小こ脇わきに抱かかえたまま、俺は全ぜん速そく力りよくで『アニメイト秋あき葉は原ばら店てん』から離り脱だつしたのだった。
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「で、おに～さん。あのおね～さんとはどうゆう関係なの？」

　離脱先で美夏を降おろすなり、いきなりそう訊かれた。

「クラスメイト？　知り合い？　友達？　幼おさな馴な染じみ？　…………まさかほんとに浮気なんてことはないよね？」

「あ、いや……」

　疑うたがいの眼まな差ざしでじ～っと見つめてくる。

「ま、そのヘンのこともちょっと訊ききたいし、それにさっきから走ってばっかで疲つかれたし……とりあえずどっかで休きゆう憩けいでもしない？」

「あ、ああ……」

　というわけで、職しよく務む質問及びひと休みのために手近な喫きつ茶さ店てんへと向かうことにしたのだが。そこで俺たちを迎えてくれたのは──

「お帰りなさいませー」

「お二人様ですかー？」

「にゃー」

　──ネコミミメイドさんたちだった。

『メイド喫茶　キャロットキュロット』

　いや、この街まちで休きゆう憩けいできそうな場所なんてここしか知らなかったんだよ。決していつかのネコミミメイドさんが脳のう髄ずいのどこかに〝もう一度見たいモノ〟として残っていたわけじゃない。……たぶん。

「わ～、かわいいね」

　何か突っ込まれるかと思いきや、意外にも（？）、美み夏かにはネコミミメイド喫茶は好こう評ひようだった。

「い～な～、こうゆうの見てるとちょっとメイド服って着てみたくなるかも。今度葉は月づきさんか那な波なみさんに貸かしてもらおっかな……」

　なんて言ってるところは、実に春はる香かとの血の繫つながりを感じさせるな。

「おに～さん、見て見て。ほらミミとシッポが生えてるよ～。あ、メニューもかわいい名前のがいっぱいある」

　席に着いてもまだきゃっきゃっとはしゃぐ美夏。なんか椎しい菜なの一件に対する追つい及きゆうなんてすっかりどこかへ行ってしまったようである。まあこっちとしては難むずかしい説明をしなくてすんで助かるが。

「ご注文は何になさいますかー？」

　と、オーダーを受けるためにネコミミメイドさんの一人が席へとやって来た。

「あ、はい。ええと──」

　顔を上げると。「……あれ？」

　そこにいたのは見み覚おぼえのあるネコミミメイドさんだった。

「確かあの時の……」

「はい。お久しぶりですねー」

　やっぱりというか、前に写真を撮とらせてもらったネコミミメイドさんだった。どうやら俺たちのことを覚えていたらしい。……微び妙みような気分だ。

「今日は春香様はいらっしゃらないのですね……」

「ええ、まあ」

「……そうですか──あら？」

　ネコミミメイドさん（なぜか春はる香かの名前を知っている）が美み夏かを見た。「あの、そちらの方、とても春香様とお顔が似にていらっしゃるように思えるのですが、もしかして春香様の……？」

「え、えっと～？」

「あー、はい。春香の妹です」

　戸と惑まどう美夏に代わって答える。すると。

「や、やっぱり！」

　ネコミミメイドさんの目にハートマークが浮うかんだかと思うと、

「かわいー！」

　いきなり美夏をぎゅーっと抱だきしめた。

「え、え？」

「こんなにかわいくって、ちっちゃくて、ツインテールで……ああ、もう持って帰って義妹いもうとにしちゃいたいですー」

　抱きしめながら頰ほおずりをする。

「お、おに～さ～ん……」

　美夏が助けを求めるようにこっちを見た。うーむ、勢いきおいでだれかに押おされる美夏ってのも珍めずらしい光こう景けいなのでもう少し成り行きを見守っていたい気もするが、そういうわけにもいかないんだろうな。半はん泣なきだし。

「あの、そのヘンにしといてもらえますか。びっくりしてるみたいなんで」

　そう声をかけると、ネコミミメイドさんははっとしたような表情になった。

「え？　あ、す、すみません！　私、お客様になんてことを……」

　美夏からぱっと手を離はなし、ネコミミメイドさんが頭を下げる。

「失礼しました。あまりにもかわいかったもので、つい……」

「う～……」

　離してもらっても、美夏はまだ警けい戒かいしたネコみたいな目でネコミミメイドさんを見ていた。

「本当に申もうし訳わけありません……あ、そうだ、あの、お詫わびと言ってはなんですが、お好きなデザートを一品頼たのんでください。おごっちゃいますよ」

「えっ、ほんと？」

　途と端たんに美夏の表情が花火のようにぱっと輝かがやいた。

「はい」

「やった。わ～、どれがい～かな～。この『カボチャのタルト馬車』もいいし、『静かな湖こ畔はんのミルフィーユ』も捨てがたいし、あ、この『七人の小人のアップルパイ』もいいな～」

　うきうきとメニューに目を走らせる。現金だ……

「よし、決めた。それじゃこの『魅み惑わくの園そののパッションフルーツパフェ』をお願いしま～す」

　美み夏かが弾はずんだ声で言った。さりげなくメニューの中で一番高いデザートを選んでるところはたくましいというかちゃっかりしてるというか。

「かしこまりました。ええと、あなたは……」

　ネコミミメイドさんがこっちを向く。

「あ、んじゃ俺はアイスコーヒーでも」

「『ドス黒い妖よう精せいの贈おくり物もの』ですね？　こちらもかしこまりました」

「……」

　なんか微び妙みようなネーミングだな。

「それでは少々お待ちくださいませ」

　にっこりと笑って、ネコシッポをふりふりネコミミメイドさんは去っていった。

「あのメイドさん、お姉ちゃんとおに～さんのこと知ってるんだね」

「ああ、まあ」

　前に来た時に、春はる香かが必ひつ殺さつのエンジェルスマイルを炸さく裂れつさせたり写真撮さつ影えいを頼たのんだりしたため、相そう当とうに印いん象しように残ってたんだろう。何で春香の名前まで知ってるのかってことについては果はてしない謎なぞだが。

「ふ～ん。さっきのおね～さんといい、おに～さんにはずいぶん美人さんの知り合いが多いんだね～」

　何やら含ふくみのある言い方だった。

「いや、別に多くはないぞ」

　というか女子の知り合い自体そんなにいるわけでもない。

「え～、ほんとに～？　あやし～な～」

　じ～っと美夏が俺の目を見てくる。確かく実じつに疑うたがってる視し線せんだが、そんなことはまったくもってないことは悲しいことに俺自身が一番よく知っている。

「お待たせしました。『魅み惑わくの園そののパッションフルーツパフェ』と『ドス黒い妖精の贈り物』ですー」

　と、そこでネコミミメイドさんが、フルーツがこれでもかってくらいに山やま盛もりになったパフェとアイスコーヒーを持って現れた。

「わ～、おいしそ～♪」

　コップから溢あふれんばかりのフルーツを見て美夏が黄色い声を上げる。

「さくらんぼを一つサービスしときましたよー」

「ほんと？　ありがと、おね～さん」

　美夏の笑え顔がおにネコミミメイドさんが顔を綻ほころばせる。そして、こちらの様よう子すをうかがようにしてこう言った。

「──あの、よろしければ一つお願いがあるんですがよろしいでしょうか？」

「お願い、ですか？」

　何だ？

「はい。ぜひ記念撮さつ影えいをお願いしたくって」

　デジカメを片手に、にっこりとネコミミメイドさんが言った。

「『白銀の星屑ニユイ・エトワーレ』である春はる香か様の妹様プテイ・スールにお会いできたんですもの。写真の一枚も撮とっておかないと、七代後こう悔かいしちゃいますよー」

「……」

　そういうもんなのか？　よく分からんな……

「あー、どうする？」

　美み夏かに訊きくと。

「ん、わたしはおっけ～だよ。おごってもらっちゃったし」

　あっさりとそんな答えが返ってきた。まあ、本人がいいと言うんなら問題はないだろう。

「ありがとうございますー。それじゃ後でちょっとだけ奥おくまで来ていただけますか？　店内は撮影禁止ですので」

　そう言って、ネコミミメイドさんが手て招まねきをする。客がメイドさんを撮とるだけでなく、メイドさんが客を撮る場合でもその規き則そくは適てき用ようされるもんなのかね。

　そんなことを考えながら、俺はネコミミメイドさんと美夏の後を追おった。




　かくしてこの日。

　美夏とネコミミメイドさんそして俺の三人が仲良く笑っているという（俺はやっぱり引ひき攣つってたかもしれんが）、非ひ常じようにコメントがし辛づらいというか事情を知らないやつが見たらほとんどワケが分からん写真（二枚目）が出来上がったのだった。







　　　　６




　それからも色々な店を回ったが、プレゼントに適てきしたモノは見つからなかった。

　いやモノとしては候こう補ほとなりそうなのはいくつかはあったんだが、どれも値ね段だんが高かったり、取り寄せ中だったり、美夏が個人的に気に入らなかったりで、最終的に決定するまでには至いたらなかった。

　しかも行く先々の店には、なぜか全て信のぶ長なががいやがった。

　グッズショップに行けば何やらカードの箱買いをしてるわ、アニメショップに行けばＤＶＤを視し聴ちようしてるわ、ゲームショップに行けば新作ゲームの予よ約やくをしてるわで、まるで俺たちの行き先をことごとく先回りor追つい跡せきでもしてるかのようだった。……本当にしてるんじゃないだろうな？　やつなら十二分にあり得うるから怖こわい。

　おかげでその度たびに、美み夏かには何とかもっともらしい理由をつけて誤ご魔ま化かして、その場からこっそりと全ぜん速そく力りよく撤てつ退たいすることを強しいられるハメになった。

　店を見ては逃にげ、逃げては店を見る。

　そんなことを何回か繰くり返かえしたものの。

「う～ん、これでもう八軒けん目めか～」

　相変わらず、春はる香かのプレゼントは見つからないままだった。

「もっと簡かん単たんに見つかると思ったんだけどな～。思った以上にないもんなんだね。甘かったかな～」

　ふ～、と息いきを吐つき、道みち脇わきに置いてあったベンチに美夏が腰こしを下ろす。

　ネコミミメイド喫きつ茶さを出てから、すでに二時間ほどが経けい過かしていた。

「ね、こうなったら、やっぱり最初に見つけたあのお人形さんがいいんじゃない？」

　少しずつ太陽が西に傾かたむき始はじめた空を見ながら、美夏が言った。

「お姉ちゃんの好みには合ってるし、値ね段だんも一人じゃムリだけどわたしとおに～さんの二人のを合わせれば買える範はん囲いでしょ？」

「そうだな……」

　確かにそれがいいかもしれん。色々と見たが、何だかんだで最初のアレが一番プレゼントに適てきしている気がする。これはいわゆる容よう疑ぎ者しやは事件現場に戻もどるってやつか？（かなり違ちがう）

「それじゃアレにするか」

　俺の言こと葉ばに美夏も大きくうなずき、

「うん！　んじゃもっかいあそこに行こ！」

　勢いきおいよくベンチから立ち上がり、ホビーショップのある通りへと足を向けようとして、

「──えっ？」

　たまたま地面に落ちていたタブ・クリアの空き缶（今どきなぜにこんなもんが……）に足を引ひっ掛かけた。

　美夏の小さな身体が大きくぐらつく。

「わわわっ！」

「──っと」

　そのままバランスを崩くずして後ろに倒たおれる前に、美夏の身体を受け止めることに成功した。すっぽりと腕うでの中に美夏のちんまい身体が収おさまり、柔やわらかい感かん触しよくと甘い香かおりとが同時に伝つたわってくる。

「あ、ありがと、おに～さん」

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　身体を支ささえたまま無ぶ事じを確認する。

　しかしまさか空き缶を踏ふみつけてコケかけるとは、性格的にはまるで似にてない姉し妹まいだが、姉の持つドジ遺い伝でん子しは少しばかり（十九対一くらいの割合で）妹の方にも分け与えられているらしかった。

「う、うん、だいじょぶ。危あぶなかったけど、おに～さんのおかげで何とか」

　腕うでの中でそう答える美み夏か。だが。

「……本当に大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「え？」

「なんか、顔が赤いぞ？」

　ちょうど西日が当たっているため分かりにくいが、美夏の頰ほおは不自然に赤く染そまっているように見える。今日はやたらと走ったりしたからな。熱ねつ中ちゆう症しようととかじゃないだろうな？

「そ、そんなことないよ？　気のせいじゃない？」

「でもな……」

　どう見ても普ふ通つうな感じじゃないんだが。

「し、強しいてゆうなら」

「？」

「そろそろ離はなしてくれると……嬉うれしいかなって」

「あ──」

　そこで初めて気付いた。

　現在の俺は転ころびかけた美夏の身体を後ろから支えている状じよう態たいであり、身体を後ろから支えているってことは見方によっては後ろから抱だきしめているようにも見えるのであって…………いや、これは傍はたから見られたらかなり誤ご解かいされかねん姿すがたじゃないのか？

「わ、悪い」

　瞬しゆん間かん的てきに手を離すと、美夏は慌あわてたように首を振ふった。

「あ、別にイヤだってわけじゃないんだよ？　ただちょっと苦しかったから……」

「そ、そうか？」

「……うん」

　こっくりとうなずく。

「……」

「……」

　そのまま僅わずかな沈ちん黙もく。

　よく分からんが、それまでとは微び妙みように違ちがう浮うき立たったような空気が辺あたりに流れる。

「…………おに～さんってさ」

　やがて美夏がぽつりと言った。

「ん？」

「おに～さんって、なんか不ふ思し議ぎだよね。いっしょにいると落ち着くってゆうか、他の男の子とは違ちがうってゆうか……」

「そうなのか？」

　自分じゃよく分からんが……

「うん。どこがどうとは言えないんだけど。今だってクラスの男子におんなじようなことされてたら、きっとそのまま全力で向こうのお店までゴミのように投げ飛ばしちゃってたと思う。お人形屋さんで腕うでを摑つかまれた時とかグッズ屋さんでＤＶＤを取ってもらった時とかもそうだし……。てゆうかそもそも、他の男の子だったらこんな風に二人でどっかに行こうなんて思わないもん」

「……」

　途と中ちゆうに少しばかり問題発言があったような気もするがとりあえずは流しておこう。

「……何だろ～ね。うまく言えないんだけど、おに～さんは特別なんだ。いっしょにいても疲つかれないし、自然でいられる。……ちょっとどきどきしたりもするし。うん、最初に会った時からそんな感じだった」

　穏おだやかな表情で目をつむる美み夏か。

「だから……不ふ思し議ぎなんだ」

　そのどこか落ち着いた雰ふん囲い気きは、何となくピアノを前にして静かにたたずんでいる時の春はる香かを連れん想そうさせて、少しだけ俺の心臓に異い常じよう挙きよ動どうを発生させた。外面はそっくりなものの内面は正反対なこの姉妹だが、やっぱり根本的なところでは似にてるんだな……と改めて思う。

「──とにかく、ひとつだけ言えることは」

　ゆっくりと目を開き、美夏は俺の顔を見ると、

「わたしも、おに～さんのことが大好きってことかな。お姉ちゃんとおんなじで♪」

　そう言って、イタズラっぽくえへっと笑った。

　その顔は、ヒマワリのように明るいいつもの美夏のものに戻もどっていた。

　うーむ。

　結けつ局きよく美夏が何を言いたかったんだかさっぱり分からんのだが、これは褒ほめられていると取っていいんだろうか？

　美夏と向き合ったまま首をひねっていると、

「あれー、そこにいるのって」

「!?」

　突とつ然ぜん背はい後ごから聞こえてきた声に、俺と美夏は半ば同時に跳とび上あがった。

　二人で弾はじかれたかのように身体を離はなし、距きよ離りを取る。

「あ、やっぱ裕ゆう人とだー。こんなとこで何やってんのー？　買物？　巡じゆん回かい？　そっかそっかー、裕ゆう人ともとうとう自発的に僕らの聖域サンクチユアリまで来てくれるようになったんだー。この前の夏コミといい、順調に進歩してくれてるみたいで嬉うれしいよー」

　早口かつ大声で一気にまくしたてるその声の主は、当然ながら信のぶ長ながのアホである。

「……」

　……しまった。

　どうやら美み夏かとのやり取りに集中しすぎて、周まわりに対する注意が決定的に欠かけてしまっていたようだ。

　とりあえず、これまで必ひつ死しに逃にげてきた苦労が全てムダになった瞬しゆん間かんだった。

「で、で、何買ったのー？　僕はねー、『ドジっ娘こアキちゃん限げん定ていストラップ』と、『ノクターン女学院ラクロス部　春は琉る奈な様八分の一フィギュア』と、『電撃文庫』の新刊とねー……」

　そんな俺の嘆なげきも露つゆ知らず、出現するなり一方的に喋しやべり出だす信長。相変わらず人の都つ合ごうなんざ何ひとつ気にしちゃいないそのマイペースっぷりは、見方によっては潔いさぎよくすらある。

「──んー？」

　と、そこでようやく信長の目が俺の隣となりにいる美夏へと向けられた。「あれ、そこにいるのって『白銀の星屑ニユイ・エトワーレ』の妹さんだよねー？　乃の木ぎ坂ざか美夏、十四歳、四月五日生まれ、趣しゆ味みはヴァイオリンとスカッシュとイノシシの餌え付づけ、私立双ふた葉ば学院中学の二年生で、前回の定期試験の学年順位は総合二位、非公式で行われたミスコンでは二位以下を大きく引ひき離はなして堂どう々どうの一位、また──」

「ちょ、ちょっとおに～さん、何でこの人、そんなことまで知ってるの？　ま、まさかストーカーとか？」

「あ、や、それは……」

　ある意味ストーカーよりも恐おそろしいやつなんだが。違ちがうのはこいつ自身が別に美夏に特別な興きよう味みを持ってないって点である。

「うーん、何で裕人と乃木坂さんの妹さんがいっしょにここにいるのかなー？　姉妹に同時にフラグを立てるのあんまりお勧すすめできないよー？　そういう時って、だいたい対決イベントにいっちゃうもんだからー。人生はメッセージスキップもリセットしてタイトルからやり直すこともできないんだしー」

　説せつ明めいに窮きゆうする俺の横で、相変わらず信長はワケノワカランことを一人で喋り続けていた。お前のことをフォローしてやってるんだってのに……

　と、その時。

『着信です、ご主人様♡　着信です、ご主人様♡』

　首にぶら下げていた信長の携けい帯たい（蒼そう髪はつ少女のストラップ付き）から、かわいらしいそんな声が響ひびいた。

『着信です、ご主人様♡　着信です、ご主人様♡』

「あ、これ僕のお気に入りの着声でね。アニメ版のドジっ娘こアキちゃんの声せい優ゆうさんが喋しやべってるやつで──」

「いいから早く出ろ」

　声が鳴なり響ひびく中、説明を始めようとしやがったアホにそう突っ込む。説明を途と中ちゆうで邪じや魔まされて、信のぶ長ながは少し不ふ満まんそうな顔で電話に出た。

「わかったよー。──はい、もしもしー」

『ちょっとバカ兄貴！　今どこにいるのっ！』

　耳をつんざくような大声が受話口から漏もれてこっちにまで聞こえてきた。

『私のパソコン、また勝手にいじったでしょ？　背はい景けいがヘンなのになってるしいじるとヘンな声が出て来るし……。ただウイルスを何とかしてくれって言っただけなのに！』

　このパワフルな声……信長の妹か？

「えー、だってついでだったからさー。別に大した手て間まじゃなかったから気にしなくていいのにー」

『だれも感かん謝しやしてないっ！　そんなことよりいいからさっさと帰ってきて直せって言ってるの！　このアンポンタン！』

　どこまでもマイペースな信長と、それにどんどんと突っ込んでくる信長妹。

　越えつ冬とうを前にしたアリとキリギリスのようにすばらしくかみ合わない会話が、電話を挟はさんで繰くり広ひろげられていた。

「……なんか取り込んでるみたいだから、今のうちに行くか」

「……そだね」

　いつまで経たっても終わりそうにない不ふ毛もうな兄妹きようだいゲンカに付き合ってはいられない。それにまあ、信長から逃にげる絶ぜつ好こうの機き会かいでもあるしな。

「あー、信長、俺たちは行くから」

　いちおう声はかけるものの、

「だからー、何が不ふ満まんなのさ。あの壁かべ紙がみはなかなかのレアアイテムでー……」

『何もかもよ！』

　やり取りに夢む中ちゆうで、まったく聞こえていないようである。

　なおも電話越しに言い合いを続ける信長を放ほう置ちして、俺たちはその場を立ち去ったのだった。







　で、最初に行ったホビーショップ。

「え～とですね、包ほう装そうはそんな感じで。ええ、はい。あ、でもやっぱこっちピンクのやつの方がかわいいかな～……」

　結けつ局きよくプレゼントには例のフィギュア（個性的なポーズ）を買うことが決まり、今は美み夏かが何やら包ほう装そうに色々と注文をつけていた。

「う～ん、こっちのブルーのも捨てがたいし……あ、そだ、リボンとかも選べたりはします？　メッセージカードもあるなら付けたいし──」

「……」

　どうやらかなり長引きそうな様よう子すだった。

　とりあえず包装がどうとかリボンがどうとかは、俺にはまったくもって関かん知ちできないファンシーな分野だったため、それについてはもう美み夏かに全て丸投げすることにした。

　その間、ただ待っているのもヒマなので、適てき当とうに店内を見て回る。

　さして広くはないホビーショップの店内。

　棚たなごとに分けられて、フィギュアやらプラモデルやら様々なグッズのようなモノやらが所狭せましと並ならんでいる。ふぅん、色々あるもんだな。

「──ん？」

　その中で、ふと目に留とまったモノがあった。

　グッズの棚の一番端はしに置かれていた、ピアノを模かたどった小さな物体。

「……何だ、これ？」

　ピアノ型の文ぶん鎮ちんかなんかか？　疑問に思いながらピアノのフタにあたる部分を開いてみると、その中からゆっくりと音楽が流れ始めた。

「オルゴール……か」

　はかなげでスローテンポでなかなかにいい曲である。何の曲だかは知らんが、春はる香かのイメージにぴったりと合っていた。

「いいな、これ……」

　何かピンとくるモノがあった。

　一目ぼれというかインプリンティングというか、とにかく俺の心の琴きん線せん（太さ一センチ）に訴うつたえかけてくる何かが在あるのは確かである。

　見ると値ね段だんもお手ごろだった。美夏が買ったフィギュアの代金を半分支し払はらったとしても、財さい布ふの中身が今月いっぱいはヘリウムガスのごとく軽くなることを覚かく悟ごすれば何とか買えるレベルだ。

「……よし」

　決めた。

　やっぱり共同のプレゼントだけじゃ寂さびしいだろ。フィギュアの他に俺個人からのプレゼントがあってもいいはずだ、うむ。

「すみません」

　俺はオルゴールを手に取ると、そのまま美夏が交こう渉しようしている店員とは別の店員に声をかけたのだった。







　さて、無ぶ事じにプレゼント（共同＆個人用）も買い終わり、

「じゃ、ばいば～い、おに～さん。今日はありがとね、楽しかったよ♪」

「ああ、またな」

　乃の木ぎ坂ざか邸ていの近くまで送った後に美み夏かと別れ、これで長かった一日にもようやくエンドマークが付くかと思いきや……

「…………金が、足りん」

　最も寄より駅で帰りのキップを買おうとしたところで、財さい布ふの中に百十五円しか入ってないことが判はん明めいした。

「確か百六十円あったはずなんだが……」

　だが何度漁あさってみても、財布の中にあるのは百円玉と十円玉と五円玉が一枚ずつ。

　どうも、さっきホビーショップで調べた時に五十円玉と五円玉とを見み間ま違ちがえていたようだった。

「……」

　やっちまった。

　ひゅるるるるーと、まだ少し早い木こ枯がらしが俺の背はい後ごを吹き抜けていった。

　からんからんと、目の前をタブ・クリアの空き缶が転ころがっていった。




　かくして。

　美夏とのお買い物inアキハバラは、最後に自宅までの強制歩行帰き還かん（電車にして約三駅分）というオマケ付きで終了したのだった。
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　その日も、実に普ふ通つうの一日だった。

　十月二十日、木曜日。

　登校するなり朝から信のぶ長ながや三バカに『セーラー服とブレザーの実用的機き能のう性せいの差さ異い』について意見を求められ、ようやく学校に来るようになった田た鍋なべ繁しげ夫お（三十八歳、独身継けい続ぞく中ちゆう）の果はてしなく精せい気きのない授業を受けて、昼休みには『星屑守護親衛隊インペリアルガード』に殺さつ人じん鬼きのような目で睨にらまれつつも春はる香かといっしょに昼メシを食って、午後にはなぜか突然自習になった由ゆ香か里りさんの授業で再ふたたび三バカに『セーラー服とブレザーの雨で濡ぬれた時の透とう過か性せいの差異』について意見を求められるという、ごく普通の一日。……いや、普通というと少しばかり語ご弊へいがあるかもしれんが、とにかく俺にとってはいつもと変わらない学園での一日だった。

　ただ一つだけ普ふ段だんとは違ちがっていたのは。

「──ん、ちゃんとあるな」

　カバンの中に入っているライトグリーンの包み紙の存そん在ざいだった。

　およそ二週間前にアキハバラで入手した春香へのプレゼント。それが今日はカバンの奥おく底そこの隠かくしスペース（持ち物検けん査さ対たい策さく）にしっかりと収おさまっている。

　なんでそんなもんをわざわざ学校にまで持ってきているのかというと、その理由は昨日の夜にかかってきた美み夏かからの電話にあった。

『明日、お姉ちゃんの誕生日パーティーをやるよ～。放課後になったら学校まで迎えに行くから、おに～さんも来てね♪　あ、いちお言っとくとお姉ちゃんには秘ひ密みつだよ。サプライズパーティーだから』

　それだけ言って電話は切れた。

　どうやら、前に話してた春香の誕生日パーティーをやるらしい。

　詳くわしい場所やら時間やらはまったくもって不明だったが、まあ迎えに来るとのことだし、おそらくは乃の木ぎ坂ざか邸ていでやるんだろう。今週は春香が掃そう除じ当番（図書室）で帰りが少し遅おそくなることから、時間は夕方くらいからか？

　いずれにせよ予定的に問題はない。ルコのやつは今日は朝早くから出かけていて、台所のホワイトボードには『今日は夕食はいらん』との書き置きがあった。どこに行ったのかは知らんが、やつの世せ話わをする必ひつ要ようがないということは、本日の俺の夕方から夜にかけての予定がほぼフリーだということを意味する。

「さて、と……」

　とりあえずは美夏がやって来るのを校門辺あたりで待つことにしよう。そう思い、掃除の始まりかけた教室で荷に物もつをまとめていると──

　ドガン！

　いきなり教室前方の入り口が巨大なハンマーによって吹き飛ばされていた。

「なっ……」

　続いて。

　チュインチュインチュインチュイン！

　教室後方の入り口から生えてきたのは木もく目め模も様ようのチェーンソー。物ぶつ騒そうなことこの上ない音とともに、キレイにドアが切り取られていく。

「……」

　そして前後の入り口（だった場所）から同時に現れたのは──

「みなさん、今日も一日勉強に運動にお疲つかれさまでした～」

「…………お疲れさまでした」

　今や見み慣なれたどこぞのにっこりメイドさんと無口メイド長さんだった。片方は動物園のパンダのごとくにこやかに周まわりに愛あい想そを振ふりまきながら、片方は美術館の彫ちよう像ぞうのごとく静かに目を伏ふせて、教室へと入ってくる。

「……」

　一いつ瞬しゆん、何も見なかったことにしてその場からこっそり逃にげ出だしたくなった。というか何でわざわざ破は壊かいする必ひつ要ようがあるんだ……？
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　放課後でかつ掃そう除じ中ちゆうであることも手て伝つだって教室の中に人の数はそう多くはなかったが、それでもこのあらゆる意味で目立つメイドさんズは、その残り少ない生徒の視し線せんを根こそぎ集めるのには充じゆう分ぶんなほどインパクト大だった。

「おい、メイドさんだぞ……」

「何でメイドさんがうちのクラスに来るの？」

「二人ともすげぇキレイだな……」

　たちまち教室内が喧けん騒そうに包つつまれる。

　そりゃ放課後の教室に突とつ然ぜんメイドさんが二人も出現すれば騒さわぎにもなるだろう。しかも二人とも（見た目は）かなりの美人ときてる。これで騒ぎにならない方がむしろおかしい。

「あらあら～、みなさん、そんなに騒がないでください～。あんまり目立つと怒おこられちゃいます～」

「どうぞお静かにお願いします」

　騒ぎの大元たちがそんなことを言ってもまったく説せつ得とく力りよくがない。てか、もう手て遅おくれだ。

　赤い布をばら撒まかれた闘とう牛ぎゆう場じようのようにますますエキサイトする教室。

　もう本当にこの騒ぎに紛まぎれて逃にげちまおうかと思ったその時。

「あら～？」

　にっこりメイドさんの方と、ばっちり目が合った。

「あ、いました～。裕ゆう人と様、こちらです～、那な波なみさんがお迎えにまいりましたよ～」

「……葉は月づきです」

　こっちの姿すがたを目に留とめるや否いなや、ぶんぶんと両手を振ふり回まわしてアピールしてくるにっこりメイドさんと表情を変えずにぼそりとつぶやく無口メイド長さん。教室に残っていた連中の視線が、虫メガネで集められた太陽光線のように一いつ斉せいに俺に集中する。

「またか！　また綾あや瀬せなのか！」

「メイドさんに『様』付けで呼よばれてるって、何様のつもりだぁ？」

「だいたいあのメイドさん、本物なのかしら？」

「もしかして本物じゃないパパと同どう義ぎ？　ていうかそういうプレイ？　うわ、やだー……」

「……」

　その視線の八割方が冷たく蔑さげすんだものだったことについては……俺の人じん徳とくのせいじゃないと思いたい（希望）。

「……二人とも、とりあえずこっちに」

「あらら～？」

「……」

　クラスメイトたちの下等生物を見るような視線から逃げるように（実じつ際さい逃げるんだが）、メイドさん二人を廊ろう下かの隅すみに連つれ出だして尋たずねる。

「……美み夏かが迎えに来るんじゃなかったんですか？」

　メイドさんたちが来るなんて話はこれっぽっちも聞いてない。

「はい～。本来は美夏様がいらっしゃる予定だったのですが……」

「美夏様はパーティーの準じゆん備び等で色々とお忙いそがしいので、代わりに私たちがお迎えにきたのです」

　二人してそう説明してくれる。

　……はあ、なるほどね。しかし相変わらずやり方（教室のドア粉ふん砕さい＆切せつ開かい）が個性的というか何というか。まあいつかのロンドンの時（強制連行）に比べればまだ少しはマシだが。

「ではでは～、裕ゆう人と様もいらしたことですし、そろそろ行きましょうか～」

　那な波なみさんがにっこりとそう言った。

「え、春はる香かはどうするんですか？」

　誕生日パーティーの迎えなんだから、主役の春香もいっしょに行くべきなんじゃないのか？

　すると。

「……春香様は、後ほど別の者がお迎えにまいります。あくまでもサプライズパーティーですので、私たちとは別行動をした方がよろしいのではと」

　葉は月づきさんがそう答えた。

　確かに、それはそうかもしれんな。

「では事情も分かっていただいたところで、沙さ羅らちゃんを呼よびますね～」

「沙羅ちゃん？」

　初めて聞く名前だ。

「沙羅ちゃんは、運転手さんですよ～。パーティー会場へと私たちを送そう迎げいしてくれるんです～」

「てことは、どっかに車でも待たい機きさせてあるんですか？」

　またロールスロイスでも用意してあるのかと思いきや。

「いえ、今回はお時間があまりありませんので、これで行きます～」

　乃の木ぎ坂ざか家けの非ひ常じよう識しきなまでの財ざい力りよくは、そんな俺のちっぽけな想そう像ぞうなんかを遥はるかに超ちよう越えつしていたみたいだった。

　那波さんがぱちりと指を鳴ならすのと同時に、窓の外を巨大な黒い影かげが横切った。

「な……」

　ブオン！

　突とつ風ぷう──ソニックブームがビリビリと廊ろう下かの窓を揺ゆらす。

　呆ぼう然ぜんとする俺の前で、ソレはゆっくりと空中を旋せん回かいすると、校庭のど真ん中に垂すい直ちよく着陸をし始めた。部活をやっている連中が何が起きたんだって目でその光こう景けいを眺ながめている。いや、大だい丈じよう夫ぶなのか、これ？

「そんな心しん配ぱいそうなお顔をなさらなくてもだいじょうぶですよ～。ちゃんと許きよ可かは取ってありますから～」

「……」

　那な波なみさんはそう実に軽く言うものの、何をどう考えてもそんなライトかつピースな事じ態たいじゃない気がするんだが。

　だってな。

　俺たちの目の前でジエット音を轟とどろかせながらホバリングしてるのは、どう見ても戦闘機（それもミサイル付き）だぞ？　許きよ可かとかそれ以前にもっと突っ込むべきところがあるだろ？　だいたいこんなハデに登場したら春はる香かにもバレるんじゃないのか？

　そんな俺の心の叫さけびも虚むなしく、戦せん闘とう機き（ミサイル付き）は大きく砂すな埃ぼこりを巻まき上あげると、そのまま校庭のど真ん中に轟ごう音おんとともに着陸した。







　操そう縦じゆう席せきのハッチが開き、中から顔を出したのはこれまたやっぱりメイドさんだった。

「さ、どうぞ乗ってください、皆様」

「……ごくろうさまです、沙さ羅らさん」

「いえいえ」

　葉は月づきさんに声をかけられ、メイドさんが嬉うれしそうに顔を綻ほころばせた。どうやら沙羅さんっていうのがこの戦闘機メイドさんの名前らしい。にしてもメイドさんと戦闘機って……セーラー服と機き関かん銃じゆうくらいにすげぇ組み合わせだ。

「あの人が六ろく条じよう沙羅ちゃんです～。メイド隊の序じよ列れつ第七位で、菖蒲あやめちゃんっていうお姉さんと樹じゆ里りちゃんっていう妹さんといっしょに、主に乗り物の運転全般を担当してくださっています～。ちなみに以前のロンドンの時に車を運転してくれていたのも沙羅ちゃんだったんですよ～？」

　訊きいてもいないのに那波さんがそんな詳しよう細さいな説明をしてくれた。でも六条なのに序列七位なんだな。まあそれを言ったら那波さんも七なな城しろなのに三位だが。

　そんな実にどうでもいい感想を抱いだきながら、戦闘機（ミサイル付き）に乗り込む。

　戦闘機（ミサイル付き）の中は一部改造が施ほどこされていて、後部座ざ席せき（？）にあたる部分にはあの時ファーストクラスにあったような豪ごう華かなリクライニングシートが備すえ付つけられていた。そこだけ見ると、とてもここが戦闘機（ミサイル付き）の中とは思えん。

「冷蔵庫も完かん備びしてますから、何か飲みたいものがあったら遠えん慮りよなく飲んでくださいね。あ、とはいいましても、発進してしまったらそんな余よ裕ゆうはないかもしれませんね」

　戦闘機メイドさん──沙羅さんが計器類のチェックをしながらあははと笑う。無口すぎることもフレンドリーすぎることもない、色々と個性的な乃の木ぎ坂ざか家けのメイドさんたちの中にあって、戦闘機の操そう縦じゆう士しってとこを除のぞけば割と普ふ通つうっぽいメイドさんだ。

「状じよう況きようはどうなっていますか？」

　葉は月づきさんが沙さ羅らさんに話しかける。

「あ、はい。玄げん冬とう様と秋あき穂ほ様はもうすでに朝から向かわれました。美み夏か様も樹じゆ里りの操そう縦じゆうで一時間ほど前にお発たちになっています」

「春はる香か様については？」

「そちらも大だい丈じよう夫ぶです。春香様は現在図書室で清せい掃そう中ちゆうとのことですが、後で菖蒲あやめ姉さんがお迎えにあがることになっています」

「……そうですか。では後は私たちが向かうだけですね。分かりました」

　何やらよく分からん話をしている葉月さんと沙羅さんの声を聞きながら、俺はリクライニングシートに腰こしを下ろした。おお、ふかふかだ。こんな辺へん鄙ぴなところに付いてるシートにもかかわらずウチで一番上等のソファよりも座すわり心ごこ地ちが遥はるかにいいってのは、世の中どこか間ま違ちがってるとしか思えないね。

　などと資本主義社会の矛む盾じゆんに少しばかり思いを馳はせていると。

「…………ん？」

　何やら、リクライニングに付ふ属ぞくしているやたらごついシートベルトとマスクのようなモノを見つけた。

「……」

　何だ、この拘こう束そく具ぐとガスマスクみたいなのは？

「……これ、何ですか？」

　イヤな予感とともに尋たずねると。

「それは身体を固こ定ていするベルトと酸さん素そマスクですね～。この〝冬将軍〟は超ちよう音おん速そくで飛ひ行こうしますので、慣なれない方はそれらをちゃんと装そう備びしておかないと、意い識しきを失ったりムチウチになってしまったりと、色々と不ふ具ぐ合あいが出てしまうのですよ～」

「……」

「……ちなみに〝冬将軍〟とは、この機体の名めい称しようです」

　那な波なみさんが笑え顔がおで何だか恐おそろしいことをさらりと言い、それに葉月さんが真顔で実にどうでもいい補ほ足そくをしてくれた。……てか俺の鼓こ膜まくが正せい常じようなら、今意識喪そう失しつとかムチムチだとかやたらと物ぶつ騒そうな単語が聞こえたんだが。

「とりあえず、裕ゆう人と様はそれらを装そう着ちやくすることをお勧すすめしますが～」

「……どうしてもイヤだと言われるのなら無む理り強じいはできません。しかしその場合はこちらの書類にサインをしていただけると」

「……」

　葉月さんが差し出した紙には、『交通事故、傷しよう害がい及び死亡保ほ険けん契けい約やく書しよ』と書かれていた。

「……装着させてもらいます」

　果はたして戦せん闘とう機きに搭とう乗じよう中ちゆうにケガをした場合は交通事故にあたるのかどうなのかなどと心の中で突っ込みながら、ベルトと酸さん素そマスクを装そう着ちやくした。

「それではそろそろ出発いたします。皆様、準じゆん備びはよろしいですか？」

　沙さ羅らさんが操そう縦じゆう席せきから振ふり返かえって確かく認にんをしてくる。

「はい、よろしいですよ～」

「……私も平気です。裕ゆう人と様は？」

「オッケーです」

「では、出発いたします。皆様、よいお旅を。五、四、三──」

　そしてカウントダウンが始まったところで、

「……裕人様。上じよう体たいは寝ねかせておいた方がよろしいかと思いますが」

　隣となりの葉は月づきさんがぼそりとそんなことを言った。

「へ、何でですか？」

「それは──」

　葉月さんが何かを言いかけた次の瞬しゆん間かん。

「二、一……テイクオフ！」

「ぐ、ぐおっ!?」

　ジェットエンジンの轟ごう音おんとともにすさまじいばかりのＧが全身に嵐あらしのごとく襲おそい掛かかり。

　僅わずか三秒で、俺は浜に打ち上げられた深しん海かい魚ぎよのごとく意い識しきを失った。
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「う～ん、裕人様、だらしないですね～。男の子はもっとたくましい方がいいですよ？」

「……もしかして、乗り物酔よいをされやすいのですか？」

　三時間ほどの戦闘機による飛行を終えて（その間六回ほど意識を取とり戻もどしては失うを繰くり返かえした）、着陸するなりメイドさん二人にかけられた言こと葉ばがそれだった。

「ん、んなこと言われても……」

　ぐわんぐわんとふらつく頭で何とか答える。

　あんな地じ獄ごくのような環かん境きよう下かで真顔どころか笑え顔がおでいられるこの二人を基き準じゆんに考えること自体がそもそも果はてしなく間ま違ちがっている気がする。

　ちなみにこの二人のメイドさんたちは、最初から最後まであのすさまじいばかりのＧの中で平然と談だん笑しようをしていた。……いや、もうこの人たちの超ちよう越えつっぷりについては深く考えちゃいけないんだろう、きっと。

　とりあえず、過ぎたことは忘わすれることにした。

「……で、ここはどこなんですか？」

　むしろ今大事なのはそこだ。あんな超ちよう音おん速そくの戦せん闘とう機きに三時間も乗せられて、いったいどこに連つれてこられたのか激はげしく気になる。

　戦闘機の窓から見える周しゆう囲いの景け色しきは、目を見み張はるようなものだった。

　どこまでも広がるエメラルドグリーンの海。雲ひとつない青い空。辺あたりに当たり前のごとく生えまくっているヤシの木に、真っ白な砂浜。……少なくとも、日本じゃないことだけは確かそうだな。

　すると那な波なみさんはにっこりと笑ってこう言った。

「ええとですね～、ここはハッピースプリング島です～」

「ハッピースプリング島？」

　何だそのいかにも頭の中が年中春の人が付けたような名前の島は。

「はい～。赤道付近にある常とこ夏なつの島の一つですよ～。詳くわしい場所は企き業ぎよう秘ひ密みつなのでお教えできませんが～」

「赤道……」

　って地ち球きゆう儀ぎの真ん中にあるあの赤いラインだよな？　僅わずか数時間の飛行で一気にそんなバカンスなところまで来たってのか？　信じられないというか夢のようだというか、いまいち実感が湧わかん……

　そんな俺の心を知ってか知らずか、那波さんは再ふたたびにっこりと笑った。

「さてさて～、色々とご質問はあるかもしれませんが、まずは降おりてしまいましょう。沙さ羅らちゃんも、〝冬将軍〟の整せい備びをしないといけないですし～」

「……分かりました」

　那波さんの言こと葉ばに従したがい戦闘機から砂浜へと飛び降りる。俺たちが降りると、戦闘機はそのままトンボのようにどこかへと飛んでいってしまった。

　砂浜には俺とメイドさん（×二）だけが残される。

　近くのヤシの木が海風に吹かれてゆらゆらと揺ゆれ、その背はい後ごに広がるマングローブ林では聞いたことのない鳥の鳴なき声ごえがクエークエーと響ひびいていた。

「暑いな……」

　まるで太陽がいくつもあるかのようにぎらぎらと日差しが頭ず上じようから降ふり注そそぐ。ただそこに立ってるだけで全身から滝たきのように汗あせが噴ふき出だしてくる。

「天然のサウナみたいだ……」

　捻ひねりも何もない感想をつぶやいていると。

「この辺りは平均気温が三十度を超えていますからね～。そのお召めし物ものじゃ暑いのもムリはないかもしれないです～」

「……せめてブレザーだけでもお脱ぬぎになることを推すい奨しようしますが」

　そう言うメイドさん二人の顔は実に涼すずしげだったりする。どう考えてもそのエプロンドレスは俺の冬服よりも厚い生き地じでできているように見えるんだが。

　訊きいてみたところ。

「……メイドたるもの、いかなる過か酷こくな環かん境きようの下もとでも常つねに平へい静せいを保たもてるように訓くん練れんを受けていますから」

「基本ですね～」

「……」

　いや、そんな歴れき戦せんの傭よう兵へいみたいな訓練を受けてるのは世界広しといえど乃の木ぎ坂ざか家けのメイドさんだけだろ……などと心の中で激はげしく突っ込んでいた俺に、

「あ、おに～さ～ん～」

　後方から、聞きき慣なれた明るい声が響ひびいてきた。

「やっほ～、いらっしゃい、おに～さん」

「美み夏か……」

　振ふり返かえってみると、少し離はなれた丘のような場所から水着姿すがたの美夏がぱたぱたと手を振っていた。もちろん二週間前にアキハバラで買った、あの食たべ頃ごろのイチゴみたいに真っ赤なビキニである。

　美夏はそのままたたたっとこちらに駆かけ下おりてくると。

「思ったより早かったね～。空の旅はどうだった？　ジェットコースターみたいで気持ちよかったでしょ？」

「……」

　残ざん念ねんながらあれを気持ちいいと言えるほどの豪ごう胆たんな神しん経けいは持ち合わせてない。

　俺の顔色からそんな内心を読み取ったのか、

「あはは、まあ慣れないとちょ～っときついかもね、アレは」

　楽しそうに笑う美夏。……ちょっとどころじゃないと思うがな。

「にしてもすごいところだな、ここは」

「ん、そかな？」

「ああ」

　一面に広がる真っ白な砂浜。泳いでる魚やサンゴ礁しようがはっきりと見えるほど透とう明めい度どの高い海。雲ひとつない空はほとんど吸い込まれそうなくらいの高さである。とても日本から三時間そこそこの場所とは思えない。

「まともに来たら旅りよ費ひとかすごいんだろうな……」

　そんな庶しよ民みん的てきな感想を何なに気げなくつぶやいたところ、

「ん、タダだよ」

「へ？」

　そんなプライスレスな返事が戻もどってきた。

「だってこの島、お父さんがお姉ちゃんの誕生日パーティーのためにわざわざ買ったんだもん。お姉ちゃんはまだ知らないけど」

「……は？　誕生日パーティーのために？」

「そ。ついでにこの島の周しゆう囲い半径五十キロもセットで」

　やれやれと肩かたをすくめる美み夏か。

「う～ん、相変わらずお父さんらしいってゆうか親バカってゆうか。ハッピースプリングってゆうのもお姉ちゃんの幸せに願いを込めたお父さんのネ～ミング。安あん易いとかいう以前にオヤジギャグだよね～」

　春はる香か父ちち、なかなかのネーミングセンスの持ち主だった。……てか、とりあえずさっき心の中で言ったネーミングについての俺の意見は取り消しておこう。

「あ、そうそう、パーティーはあっちにあるお屋や敷しきで開かれるから」

　美夏が指差した先には……何やらドイツの山やま奥おくにでも建たってそうな巨大な城しろがあった。周囲の風ふう景けいに見み事ごとなまでに合っていない。いや何だってこんな南国チックなところにあんなヨーロピアンなもんを建てたんだ？

「あれもお父さんの趣しゆ味み。名前はヴァルハラ城。古こ城じようとかが大好きな人だから、勢いきおいでつい建てちゃったらしいよ？　周まわりの景色から浮ういてるって、お母さんには不ふ評ひようみたいだけど」

「……」

　そんな〝一般家庭の父親がボーナスが出たことに気を大きくして前から欲しかったゴルフクラブをつい買っちゃいました〟みたいな理由であんな古城を建てられるところがまた恐おそろしい。おそらくあの城の建けん設せつ費ひ用ようだけで、俺なんかは一生ラクに生活していけるんだろうな……

　そこはかとなく切ない気分で遠くに見える城を眺ながめていると。

「ま、とにかくおに～さんも早く着替えてきなよ。あっちにレストハウスがあるから。そんなカッコじゃ暑いでしょ？　水着、おに～さんのも用意しておいたからさ」

「そうだな……」

　確かにこの環かん境きよう下かで冬服を着てるなんてのは狂きよう気きの沙さ汰た以外の何でもない。

「でしたらご案内いたします～」

「あ、すみません」

「ではではどうぞこちらへ～」

　那な波なみさんに連つれられて、レストハウスへと向かう。

「そういえば……」

「はい？」

　一つ疑問に思ったことがあった。

「那波さんたちは着替えないんですか？」

　たとえ暑さには耐たえられたとしても、砂浜でメイド服ってのは色々と不ふ便べんがあるんだろう。動きづらそうだし濡ぬれそうだし。

　すると。

「メイドは、メイド服を着ていてこそメイドなのですよ～。なのでお仕事中は常つねにメイド服を着ているものなのです。ほとんど身体の一部みたいなものですね～。だから脱ぬぐわけにはいきません。それに──」

「それに？」

　那な波なみさんはにっこりと笑ってこう言ったのだった。

「このメイド服は、防ぼう水すい仕し様ようですから。海でも安心です～」







　用意されていた水着（なぜかサイズも丈たけもぴったり）に着替えて、那波さんとともにレストハウスから戻もどってくると。

「……ん？」

　なんか、砂浜に人ひと影かげが見えた。

　美み夏かと葉は月づきさん以外の二つの人影。……だれだ？

　近づいてみたところ。

「あ、裕ゆうくんが来た～」

「ふむ、遅おそかったな」

「…………」

　なぜかそこにはビーチベンチに横たわってのんびりとくつろぐセクハラ音楽教師とバカ姉（二人とも当然水着着用）の姿すがたがあった。

「………………いや、何で？」

　ここにこの二人がいやがるんだ？　一人は朝から行方ゆくえ不明、一人は午後から欠けつ勤きんだったってのに……

　真冬にヤブ蚊かの群むれを見つけたようなげんなりとした気分で尋たずねると、やつらはさらりとこう答えた。

「何でって、春はる香かちゃんの誕生日パーティーやるんでしょ？　妹ちゃんに招しよう待たいされたから来たんだけど～」

「乃の木ぎ坂ざかさんの誕生日だからな。必ひつ要ようとあらば人の二、三人を斬きってでも駆かけつけるに決まっているだろう」

　美夏、この二人も呼よんでたのか……

　木こ陰かげでヤシの実のジュースをちゅるちゅると飲んでいた美夏を見ると。

「ん～、せっかくだし、知ってる人が多い方が楽しいと思って。みんなでお姉ちゃんを祝ってほしいしね♪」

　明るい声でそう答えた。

　いや……確かに『枯かれ木きも山の賑にぎわい』ってコトワザがあることは否ひ定ていせんが、『過ぎたるは及ばざるがごとし』っていうもんもあるんだぞ？　しかもやつらに関しては確かく実じつに後こう者しやこそがふさわしいだろうことは火を見るよりも明らかである。

「それにしても美お味いしいわね～、これ」

「うむ。さすがは本場のバカルディだ」

　ご機き嫌げんにそんなことをのたまう二人の傍かたわらには、中身がなみなみと詰つまった巨大なタルと柄ひ杓しやくがあった。中に入っている液体が何であるのかは……もはや語かたるまでもあるまい。

「どうルコ、どっちが早く飲みきれるか勝負しない？」

「ふむ……そういえば前回は引き分けのまま勝負がついていなかったな。よかろう、望むところだ」

「んじゃ位い置ちについて。よ～い……どん！　ごきゅ……ごきゅ……」

「ごっ……ごっ……ごっ……」

　タルに直接口を──というか顔をつけて飲み始めるアホども。傍はたから見るとまるで水中で息いきを止める訓くん練れんでもやっているかのように見えるが、実質はただのクレイジーな飲いん酒しゆである。

「……」

　……もういいからお前らは帰れ。

「う、う～ん、相変わらず豪ごう快かいなおね～さんたちだね～」

　酒しゆ吞てん童どう子じもかくやという壮そう絶ぜつかつ見み苦ぐるしい飲酒風ふう景けいを眺ながめながら、メッタなことには動じない美み夏かが微び妙みように引きつったような笑いを浮うかべていた。

「……美夏、もうアレは放ほうっておくぞ」

「そ、そだね」

　とりあえず放ほう置ちということで意見の一いつ致ちを見た。

「──それより、春はる香かはもう来てるのか？」

　あんなアル中どもよりもそっちの方が遥はるかに（シャレではない）気にかかる。今日のパーティーの主しゆ賓ひんである春香が来ないことには、何をするにせよコトは始まらない。

「あ、ん～ん、まだ。でも、もうすぐこっちに到とう着ちやくすると思うよ。お姉ちゃん、今日は掃そう除じ当番だったでしょ？　だからおに～さんとは時間差で菖蒲あやめさんが〝始し皇こう帝てい〟で迎えに行ってるはずだから」

「そうか……」

　そういえば、戦せん闘とう機きの中で葉は月づきさんたちがそんなことを話してたな。

「ん～、なになに、もうお姉ちゃんが恋しいの？」

　美夏がにんまりと笑った。

「だいじょぶだよ。こないだわたしたちで選んだプレゼントを渡わたせば、お姉ちゃんもいちころだって。てゆ～かお姉ちゃんだったら感かん激げきして泣いちゃうかも。あ、ちなみにいちころって何の略りやくなんだろうね？　一いち撃げきでころり？」

　そんなの知らん。

「う～ん、何でしょう。一時のコロッケタイムの略ですかね～」

「…………一いち網もう打だ尽じんでコロポックル？」

　メイドさんたちは、相変わらずそれぞれの個性に溢あふれたワケの分からないことを言っていた。

　で、しばらくはそんな感じに美み夏かたちと話をしていたわけだが、

「──さてとっと。わたしたちはそろそろ行かないと」

　ちゅ～っとジュースを飲み干し、美夏が言った。

「行く？」

　ってどこにだ？

「うん、パーティー会場のお城しろに。これから色々忙いそがしいんだ。何せお姉ちゃんの誕生日パーティーだけあって、世界各国から色んな人たちが集まってくるからさ～。お姉ちゃんの代わりにいちおう出迎えとかしなきゃなんないんだよ」

「え、パーティーって、そんなハデなやつなのか？」

　てっきり内うち輪わだけでやるささやかなものかと思ってたんだが……

　美夏がうなずく。

「そだよ。ほら、今もお城の方に降おりてくるヘリコプターが見えるでしょ？　あれもそうだと思う。そのうちカナブンみたいにぶんぶん飛んでくるんじゃないかな」

　しかし冷れい静せいに考えてみればあの乃の木ぎ坂ざか家けの長女である春はる香かの誕生日なんだよな。その超ちようブルジョワな立場やら会場であるあの城の巨大さやらを考えれば、それもうなずける話だ。

「ま、そうゆうわけなの。だから悪いけど、おに～さんは少しだけ時間潰つぶしてて、ね？」

　片目をつむって顔の前で両手を合わせる美夏。

「一人だとさみしいかもしれなけど、でももうすぐお姉ちゃんが来るからだいじょぶだよね？　それに退たい屈くつだったら近くに現地の人たちの村とかがあるから、行ってみるのも面おも白しろいかもよ。なんかあっても乃木坂の名前を出せば無問題。んじゃ、し～ゆ～れいた～」

「……失礼します」

「楽しんでいてくださいね～」

　そう言うと、葉は月づきさんと那な波なみさんを引ひき連つれて美夏は行ってしまった。

「あ──」

　ぽつんと、砂浜に一人取り残される。

「こんなところに一人にされても困こまるんだが……」

　いやまあ厳げん密みつには顔見知りの酔よっ払ぱらいが二人いるにはいるが、やつらはすでにタル酒とともにどこか別の世界に旅立っている様よう子すなので物の数に入らない。というか入れたくない。

　せめてあの戦せん闘とう機きメイドさんとかがいれば話し相手くらいにはなってくれただろうに……などと思うものの、まあ実じつ際さい問題としてだれもいないのだからしかたがない話である。

「……散歩でもしてるか」

　とりあえず春はる香かが来るまで、その辺を適てき当とうにぶらついてみることにした。







　　　　２




　ハッピースプリング島は、予よ想そうよりも案外広かった。

　遠くまで続く砂浜、視し界かいの果はてまで広がる林。だいたい東京ドーム十個分くらいだろうか。いや東京ドームの正せい確かくな大きさなど知ってるわけじゃないが、何となくフィーリングで。

　特に目もく的てき地ちもないため、たまたま目に入ったでかいヤシの木を目め指ざして進んでみることにする。

　砂浜に沿そって歩いていると、途と中ちゆうで現地の人の村……というか小さな集落のようなものが見えた。美み夏か曰いわく、春香父はこの辺あたりの島々を全て買い取り乃の木ぎ坂ざか家けの所しよ有ゆうとしたものの、元々住んでいた人たち（少数らしいが）にはそのまま無む償しようで生活をしてもらっているという。それどころか資し金きん援えん助じよもしてるとか。おかげで現地の人たちは乃木坂家の関係者に極きわめて好こう意い的てきだとのことだった。

　その言こと葉ばを裏うら付づけるかのように、浜辺で時折すれ違ちがう人たちは皆、明るい笑え顔がおと労ねぎらいの言葉（たぶん）を向けてくれた。中にはこの辺の名物なのか、海ヘビ（でかい）の丸焼きをくれる人なんかもいたり。もちろん丁てい重ちようにお断ことわりしたが。

　で、乃木坂家のプライベートビーチ（？）から歩くこと十五分くらい。

「──ん？」

　他の場所よりも少し広けた感じのする砂浜。

　そこで、何やら地面を這はいつくばっている人間を発見した。

　浅黒い肌はだ、真っ白な髪かみ、彫ほりの深い顔立ち。ハデなアロハシャツにサングラス姿すがたの爺じいさん。現地の人だろうか。何かを探さがしているような素そ振ぶりで、砂の上に手を這わせている。何だ、何をやってるんだ？

　不ふ思し議ぎに思ったので近づいてみても、作さ業ぎように集中してるのか爺さんはこちらを見向きもしない。うーむ、本当に何をやってるんだろう。

「あー、どうかしたんですか──」

　何となく気になったので声をかけようとして、そういやここは日本じゃないんだってことを思い出した。詳しよう細さい不ふ詳しようの赤道直下のハッピースプリング島。とすると何語で喋しやべればいいんだ？

「わ、わっと・どぅー・ゆー・どぅー？」

　悩なやんだ末、結けつ局きよく自分は日本語の他には世界共通語である英語しか知らんことに気付き、しかしその英語ですらまともに喋しやべれるわけではなく、結けつ果かとして自分でも何言ってんだか分からん質問が口をついて出るに至いたった。

「……」

　で、当然自分が言ってて何だか分からん言こと葉ばが相手に通じるわけもない。爺じいさんは怪け訝げんそうな顔で俺を見上げると、

「Can you speak English?」

「う、え？」

　突とつ然ぜん返ってきた流りゆう暢ちような英語に、思わずフリーズした。あー、要ようするに『英語を喋れるのか？』って訊きかれてるんだよな。……喋れん。

「あ、あい・きゃんのっと・すぴーく・いんぐりっしゅ」

「Where are you from?」

　あー、今度は『どこから来たのか？』だよな……？

「あ、あい・あむ・じゃぱん？」

　……で、いいのか？（自信なし）　なんか確かく実じつに間ま違ちがってる気がするが。

　すると爺さんは少し驚おどろいたような顔でこっちを見上げ、

「……む？　なんじゃお主、日本人か？」

　そう言った。見み事ごとな日本語だった。

「ヘタな英語じゃったからもしやとは思ったが……珍めずらしいの、乃の木ぎ坂ざか家け以外の日本人がここらに来るとは」

「日本語、喋れるんですか？」

「当たり前じゃ」

　何を言っとるんだって顔でうなずく爺さん。うーむ、英語も喋れるようだし、見かけによらずインテリな現地人なんだな。

「で、何か用か？　見ての通り、ワシは忙いそがしいんじゃが」

「あ、いえ、特には。ただ何か探さがし物ものをしてるみたいだったんで……」

　爺さんがじろりと俺の顔を見た。

「ほう、それで手て伝つだってくれようとわざわざ使つかい慣なれん英語なんぞで声をかけてくれたというわけか。ふむ……」

　少しの間、何かを考えるような素そ振ぶりを見せて、

「……実は、釣つり針ばりを落としてしまっての」

　やがて爺さんはゆっくりと口を開いた。

「特とく殊しゆな釣り針なのじゃ。ワシの手作りで、レインボウスネイクを捕つかまえるためには必ひつ要ようなのじゃが……」

「レインボウスネイク？」

　聞きき慣なれない名前だ。魚？

「うむ。この辺あたりでしか獲とれない珍めずらしい魚じゃ。光の角度によっては身体が七色に光ることから地元ではそう呼よばれておる」

「へえ……」

　そんな魚がいるのか。さすがは赤道直下ハッピースプリング島。

「手て伝つだってくれるというなら、悪いがそれを探さがしてくれぬかな？　今日中にレインボウスネイクを捕つかまえたくての。先ほどの漁の帰りに落としてしまったから、この辺りに落ちているハズなのじゃが……」

「分かりました」

「すまぬな」

　爺じいさんと同じようにかがみ込んで、砂浜を手て探さぐりで調べ始める。

　とはいえ爺さんが『この辺り』と指し示した範はん囲いは、それなりに広かった。

　半径約二十メートルくらいの円。

　その中にはマングローブの林やら小さな岩場やらも含ふくまれているため、思ったよりもずっと大たい変へんな作さ業ぎようである。

　砂をかき分け中身を探っていると、

「ん、何だ、これ？」

　指先に小さなカニがひっ付いていた。片方だけやたらとハサミが大きく、何となくバランスが悪い。

「それはシオマネキの一種じゃよ」

　爺さんが後ろから覗のぞき込こんできた。

「ハサミの動きがまるで潮しおを招まねいているかのように見えることから、そう名付けられたと言われておる。実じつ際さいはその大きなハサミで砂を掘ほり取とって、中にある栄養を食べているんじゃがな」

「へえ……」

　詳くわしいな。

「まあ特に害はない。ハサまれると少し痛いたいくらいじゃ。この辺りにはあまりおらんが、砂浜から波なみ打うち際ぎわにかけての生き物ならむしろエイなどの方が危き険けんかもしれぬな。日本でもアカエイの被ひ害がいが出てるじゃろう？」

　いや「じゃろう？」って言われても、そんな水すい棲せい生物事情など分からんのだが。

　それからも爺さんから浜辺や磯いその生物についてのウンチクを聞きながら、釣つり針ばり探しを続けること十五分。

「お……？」

　ようやくソレらしきモノを見つけた。

「……ひょっとして、コレですか？」

　波なみ打うち際ぎわの流りゆう木ぼくの陰かげに隠かくれるようにして砂に埋うまっていたのは、直径二十センチはある巨大な鉄の針。釣つり針ばりってかほとんど鉤かぎ爪づめとかそういうレベルの代しろ物ものであるが、とりあえず針という点でだけは探さがし物ものと共通する。

「おお、それじゃ、それ」

　だが爺じいさんはその巨大針を見るなり大きくうなずいた。

「これの針先には特とく殊しゆな返しが施ほどこしてあっての。この仕し掛かけでないとレインボウスネイクはうまく釣れん」

　どうやら本当にこれが探してた釣り針らしい。だけど普ふ通つう、針の大きさというものは狙ねらっている魚の大きさに比例するもんだよな？　そしてその針がこの大きさってことは──

　爺さんの顔を見ると、

「レインボウスネイクか？　ふむ、体長はだいたい十メートルほどじゃな」

　あっさりとそう答えた。

　……そんなとんでもないもんを獲とる気なのか、この爺さんは。

「なに、身体こそ大きいが、イタチザメやホオジロザメに比べればかわいいもんじゃ。何より肉食ではないしの」

「……」

　そりゃあ、そんな海の殺し屋たちから見ればそうかもしれんがさ……

「しかし、何にせよお主のおかげで助かった。何か礼をさせてもらわねばな」

　サングラスをはずし、爺さんが頭を下げる。

「あー、別にいいですよ」

　こっちとしてはヒマだったから手て伝つだっただけだし、それに色々と面おも白しろい話が聞けてなかなかに有ゆう意い義ぎな時間だった。そんなお礼だ何だ言われるようなほどのことじゃない。

「ふむ、しかしの──」

　爺さんが何かを言いかけたその時だった。

　チャーララーラーチャーララーラー♪

　水着のポケットから、常とこ夏なつの海にこれ以上ないってくらいに似につかわしくない〝きよしこの夜〟が鳴なり響ひびいた。何だ？　ポケットを探さぐってみると──

「……携けい帯たい？」

　そこには、やたらとごつい小型の携帯電話があった。

「何でこんなもんが……」

　当然ながら身に覚おぼえはまったくない。というかこの水着自体がそもそも借り物である。訝いぶかしく思いながらもとりあえず出てみると。

「……裕ゆう人と様ですか？」

　聞こえてきたのは無口メイドさんの声だった。

「散歩をお楽しみの中、申し訳ございません。今、大だい丈じよう夫ぶでしょうか？」

「あ、ええ……」

　それは別にいいんだが……

「？　何か？」

「……いえ、あの、この携けい帯たいは葉は月づきさんが？」

「はい」

　俺の質問に、メイドさんは即そく座ざに肯こう定ていで答えた。「万が一にでもマングローブの林で迷まい子ごになった挙あげ句くにアナコンダのディナーになられたり、砂浜で熱ねつ中ちゆう症しようになって倒たおれたまま天てん日ぴの干ひ物ものになってしまわれたり、うっかりガケから足を滑すべらせてそのまま海の藻も屑くずになってしまわれることがないよう、失礼とは思いましたがＧＰＳで裕人様の位い置ちを逐ちく一いち確かく認にんさせてもらいました」

「……」

　……すげぇピンポイントかつイヤな心しん配ぱい内ない容ようだな。まあ、いいんだがさ。

「──で、俺に何か？」

　何か用があるからこそ電話をしてきたんだろう。尋たずねてみると。

「……実は先ほど春はる香か様がこちらにお着きになりました」

「え、春香が？」

「はい。そして裕人様が散歩をなさっている旨むねをお伝つたえしたところ、春香様もそらちへ向かわれてしまいました。なので早々に合流していただけると助かるのですが……」

「ああ、そういうことですか」

　確かにこんな日本から遠く離はなれた島で春香を一人にさせておくのは若じやつ干かん心配ではあるな。

「分かりました。探さがしてみます」

「すみませんが、よろしくお願いします。では──」

　そう言って葉月さんは電話を切った。

「なんじゃ、連つれがいたのか？」

　爺じいさんが訊きいてくる。

「あー、はい。それであの、呼よばれてるみたいなんで俺はこれで……」

　そう告つげると、爺さんはにやりと笑った。

「ふっ、そういうことなら早く言わんか。ワシとて男女の〝らんで[image: う゛]ー〟をジャマするほど野や暮ぼではないぞ？」

「そ、そんなんじゃ」

　ランデヴーって……

「ほれ、いいから早く行かんか。婦ふ女じよ子しを待たせるなど、男として失しつ格かくじゃぞ」

　背せ中なかをぐいぐいと押おしてくる爺じいさん。

「分かりました。それじゃ俺はこれで」

「うむ、しっかりやるんじゃぞ」

　何がしっかりなんだかはさっぱりだったが、楽しそうに笑う爺さんに別れを告つげて、俺は春はる香かを探さがし始はじめた。
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　砂浜をプライベートビーチ方向に少し戻もどったところで、辺あたりをきょろきょろと見回す春香を発見した。

「春香！」

「え？」

「こっちだ、こっち」

「あ、裕ゆう人とさん」

　呼よびかけると、春香は飼かい主ぬしを見つけた仔こ犬いぬみたいに嬉うれしそうな顔になり、とてとてとこちらへ駆かけ寄よって来ようとして──

「春香、足下！」

「え──きゃっ！」

　打ち上げられていた海草に足を取られ盛せい大だいに宙を四回転半し（新記録）。

　そのまま、思いっきり顔から砂浜にハデに突っ込んだ。

　辺あたりにもわもわと砂すな煙けむりが舞まう。

「だ、大だい丈じよう夫ぶか……？」

「は、はひ……」

　ハッピースプリング島にやって来ても、春香のドジっぷりは健けん在ざいだった。

　助け起こすと、春香は照てれた顔でえへへ、と笑いながら俺の顔を見た。

「す、すみません、相変わらずそそっかしくて……」

　ちなみにコケた拍ひよう子しに肩かたにかけていた上着は落ちていて。

　現在の春香は……白いビキニ姿すがただった。

　もともと雪みたいに真っ白な肌はだをさらにライトアップするかのように添そえられた上品な白い布地。小こ洒落じやれたデザインのそれは、軽くアップにした髪かみに実によく似に合あっている。

「……」

　……かわいい。

　なんつーかすげぇ月つき並なみかつ頭の悪い表現でアレだが……海をバックにしてにこにこと微ほほ笑えむ春はる香かは、まるで陸おかに上がった人にん魚ぎよ姫ひめみたいだった。可か憐れんでキレイでどこか儚はかなげで、そして何よりかわいい。ああ、春香のこの姿すがたが見られただけでもこんなところ（赤道直下）まで来た甲か斐いがあったな……と、心の底そこから満足していると、

「あ、あの、私、何かおかしいでしょうか？　そんなにじっと見られると……」

　思わずエサを目の前にしたカメレオンのごとく凝ぎよう視ししてしまっていたのか、春香が恥はずかしそうに顔を逸そらした。

「あ、いや、そういうわけじゃない。その、似に合あってるなと思って……」

「え……」

「似合ってるぞ、その水着」

「あ──」

　素す直なおな感想を口にすると、春香は顔を真っ赤にして、

「あ、ありがとうございます」

　ぎこちなくぺこりと頭を下げた。

「じ、実は、今日の占いでラッキーカラーはホワイトとあったのでこれを選んでみたんです。ヘンじゃないか不安だったので、そう言ってもらえるととっても嬉うれしいです……」

「……」

　なんかどっかで聞いたような台詞せりふだな。

「あ、あの、裕ゆう人とさんの水着もとってもよくお似合いですよ。そ、その、かっこいい……です」

「そ、そうか？　さんきゅ」

　まあ俺の水着はウエストのところに大きく『海人ウミンチユ』とプリントされた、お世せ辞じにもかっこいいなんて言こと葉ばとはほど遠い位い置ちにある代しろ物もののようにも思えたが、この際さいそれは気にしないことにしとこう。

「……」

「……」

　微び妙みような沈ちん黙もく。

　なんかいつかの弁当の時みたいな落ち着かない空気が辺あたりに流れる。

「あ、そ、それにしても、美み夏かにも困こまったものですよね。那な波なみさんが福引で当てたせっかくの日帰り海水浴夕食付きなのに、裕人さんをほったらかしでどこかへ行ってしまうなんて……」

　話を逸そらすように、春香が言った。

「日帰り海水浴夕食付き？」

　まるで伊い豆ず旅行とかに似に合あいそうな実に庶しよ民みん的てきなフレーズだった。

「え、そうですよね？　美夏からはそう聞いていたのですが……」

「あ、あー、そうだな」

　どうやらまだパーティーのことは知らされていないらしい。おそらく直前まで隠かくしておくつもりなんだろう。なので俺は慌あわてて話題を変えた。

「そういえばルコたちはどうしてた？　確かレストハウス近くの砂浜にいたと思うんだが……」

「え？　あ、はい。いらっしゃいました。何やらタルに顔を浸つけて勝負がどうとか言っていました。……潜せん水すい勝負でもしていたのでしょうか？」

「……」

　……まだやってたのか、やつら。

「すごく真しん剣けんなご様よう子すでしたので、ジャマになってはいけないと思って声をかけずに来たのですが……」

「……賢けん明めいな判はん断だんだ」

　あのアル中どもには、『話しかけない・近づかない・相手にしない』の三ない運動が一番効こう果か的てきである。要ようするに放ほう置ちってやつだ。

「んじゃまあ、とりあえず戻もどるか」

　無ぶ事じに春はる香かとも合流できたし、いったん戻った方がいいだろう。

　春香を促うながし、二人並ならんで歩き出す。

　輝かがやく太陽、青い空、それと同じくらい青い海。真っ白な砂浜、海風にゆらゆらと揺ゆれるヤシの木、ところどころに生えている赤いハイビスカス。

　来る時もキレイだと思った辺あたりの風ふう景けいが、春香といっしょだとなおさらにキレイに見えるから不ふ思し議ぎだな。

　などと考えていると、

「ここ、いいところですよね」

　隣となりで春香もそんなことをつぶやいた。

「景け色しきも空気もとてもキレイで、雰ふん囲い気きが落ち着いていて……何だか時間がゆっくりと流れているような感じがします」

「そうだな」

　確かにこの上なく落ち着いたスローライフ・リゾートな気分である。数時間前まで狭せまい教室でせこせこと授業を受けてたのがまるでウソみたいだ。

「あ、アレ見てください！　裕ゆう人とさん」

　と、ふいに春香が声を上げた。

「？」

「あっちです、ほら、あれ」

「おお」

　春香が指差した方を見てみると、そこではイルカが群むれをなして水面を飛とび跳はねていた。

　輝くようなエメラルドグリーンの水の上を、並ならんで滑すべるようにして泳いでいくイルカの群れ。まるで映画のワンシーンでも見てるみたいだ。

「すげぇ……」

　少しばかり感動した。

　野性のイルカを生で見るのは、これが初めてだった。

「知ってますか？　イルカさんって人間の顔が分かるって話なんですよ」

「そうなのか？」

「ええ、ステキですよね」

　そんなことを話していると、やがてイルカの群むれは沖へと泳ぎ去っていってしまった。

「行っちゃいました……」

「ああ。だな」

　波なみ間まへと消えていくイルカたちの背せを見送りながら、何だか自分が優やさしい気持ちになっていることに気付いた。今なら、どこぞのアホ幼おさな馴な染じみ（♂）に「今からアキバで明日発売のＰＣゲームの早売りがあるからいっしょに行こうよー」などと夜中の十二時に叩たたき起おこされてそんな寝ねぼけたことを言われても（実話）、笑ってイタズラ電話撃げき退たい用ようブザーのスイッチを押おしてやれそうである。春香とイルカと南の海というこの上ないヒーリングファクター及び脳のう内ないアルファー波はの発生源に囲かこまれて、心がティーブレイクしているのかもしれんな。

　そんな満ち足りた気分で二人並ならんでレストハウス前に戻もどってみると、

「……ふ～、なかなかやるわね、ルコ。僅わずか十分で半分も飲のみ干ほすなんて」

「お前もな、由ゆ香か里り。息いき継つぎなしで三分も飲み続けるなんて、そこらの素人しろうとにはなかなかできるものじゃない。さすがは私の宿と敵もだ。ひっく」

　タルに顔を突っ込みながら、そんなどうしようもなく末まつ期き的てきな会話を繰くり広ひろげるアホ二人の世紀末な姿すがたが目に入った。

「……」

　台だい無なしだった。

　ヒーリングもアルファー波も何もあったもんじゃない。

「あははは～、なんか太陽が三つに見えるわ～」

「むう、何を寝ねぼけたことを言っている。もう酔よったか？　太陽は五つあるものと相そう場ばは決まっているだろう」

「……」

　おまけにタルが一個から三個に増ふえてやがるし。……本当にダメだな、こいつらは。

「…………さて」

　もう何も見なかったことにして春はる香かの方を向いた。

「せっかくだから少し海にでも入るか。気持ち良さそうだし」

「は、はあ。あの、由香里先生とルコさんは……」

「あー、あの二人はいいんだ。肺はい活かつ量りようの訓くん練れん中ちゆうだから」

　実に適てき当とうにそう答えると、春はる香かは大きくうなずいた。

「あ、やっぱり訓練だったんですね。こんな時にまで自己鍛たん錬れんを欠かかさないなんて……すごいです。──ええ、それならお邪じや魔ましちゃダメですよね」

　俺の言ったことを何一つ疑ってない素す直なおな瞳ひとみ。うーむ、本当に純じゆん粋すいなんだな。あの世せ俗ぞくに汚よごれきった年長者二人を前にするとなおさらそれが引き立つ気がする。

「よし、行こう」

「はいっ」
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　ハッピースプリング島の海は、その名の通り穏おだやかで温あたたかかった。

　湖こ面めんのように凪ないでいて、日向ひなた水みずのようにぬくぬくとした心地ここちよい海。

　そんな中を、レストハウスに置いてあったゴムボートやビーチボール、オーソドックスな丸ウキワなんかとともに泳ぎ入っていく。

「わあ、あったかいです」

　ヒザ上ほどの深さの水をすくいながら、春香が無む邪じや気きに笑う。

「まるで温水プールみたい……。あ、小さなお魚さんが泳いでます。裕ゆう人とさんも来てみてください」

「ああ」

　ぴちゃぴちゃと水みず飛沫しぶきを上げる春香の隣となりへ歩いていく。

「とってもかわいいです。何てお魚さんなんでしょう？　あ、キレイな貝かい殻がらもあります。海うみ鳴なり、聞こえるかな……」

　貝殻を拾って耳に当てる春香。いやそりゃ海のど真ん中でやれば聞こえるとは思うがな……

　ともあれ、幸せそうにはしゃぐ春香は本当に楽しそうな顔をしていた。

　学校で普ふ段だん見ているのとも、アキハバラや東京ビッグサイトで見たのともまた違ちがう、子供みたいな屈くつ託たくのない笑え顔がおである。それこそイノセント・スマイルとでも言おうか。こういうあどけない表情の春香もいいもんだな……

　などと考えていると。

「裕人さん」

「ん？」

「えい」

「うおっ」

　いきなり水を顔にかけられた（直ちよく撃げき）。

「えへへ、ぼ～っとしてるとダメですよ」

　イタズラをした仔こ犬いぬみたいな目で笑う。

「この」

「きゃっ」

　やり返そうとすると、逃にげながら春はる香かがさらに勢いきおいよく水をかけてきた。

「ふふ、先せん手て必ひつ勝しようです」

「……待て」

「えへへ、待ちません」
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　お互いに何も難むずかしいことを考えず、アライグマの水浴びみたいにひたすら水をかけ合う。

　子供に戻もどったかのような無心な時間。

　まるで夏がもう一回来たみたいだった。

　そういえば今年の夏休みは、何だかんだであんまり夏らしいことはしてなかったしな。ここで一気に夏の思い出（というには時期が微び妙みようだが）を作っておくのも悪くはあるまい。

　砂浜の方からは、

「ふ～、そろそろタル酒にも飽あきてきたわね～」

「そうだな。……ふむ、少し休きゆう憩けいして西瓜すいか割わりでもやるか？」

「う～ん、スイカも棒ぼうもない気がするんだけど、いいわね～」

「なに、西瓜すいかはそこの椰や子しの実で代用すればいいし、棒がなくとも私にはこの愛あい刀とう『瑠る璃り髑髏どくろ』がある。問題はない」

「な～るほど。うん、じゃ、やりましょやりましょ」

　などと、どこまでもアルコールに脳のうを侵おかされた会話が聞こえてきたが、そっちはもう別の世界の出で来き事ごとだと思うことにしよう。

「この」

「あはは」

　結けつ局きよく、水のかけ合いはそのまま十分ほど続き。

　終わる頃ころには二人とも髪かみの毛の先までびしょ濡ぬれになっていたが、そんなのは全然気にならないほど俺たちの気持ちは浮うき立たっていた。

「ね、裕ゆう人とさん、よろしければもう少し沖の方まで行ってみませんか？」

　それが手て伝つだってか、春はる香かが珍めずらしくそんなアクティブなことを言った。

「この辺あたりの海は遠とう浅あさだと聞きましたので、危あぶなくはないはずです。きっと向こうは気持ちいいと思いますし」

「ああ、いいんじゃないか」

　そう答える。せっかくの春香からの提てい案あんだし、イヤだと言う理由はない。

「よし、んじゃこれで行くか」

　ウキワといっしょに引ひっ張ぱってきたゴムボートの上に飛び乗り、

「ほら」

　春香に手を差し伸べると、

「え──あ、は、はいっ」

　少しだけ戸と惑まどった様よう子すを見せながらも、素す直なおにぎゅっと握にぎり返かえしてきてくれた。さすがに今回は「わん」とは言わなかった。

　春香が座すわるのを確かく認にんして、俺は付ふ属ぞくのオール（プラスチック製）でゴムボートを漕こぎ始めた。乗っているのは二人だが、春香の重さはあってなきがごとしのようなもんなので、まったくもってきつくはない。

　キラキラと光る波の上を、オレンジ色のボートで進んでいく。

「よし、っと」

　砂浜から五十メートルくらい離はなれたところでゴムボートを泊とめた。このヘンで充じゆう分ぶんだろう。

「お疲つかれさまでした」

　春香がにっこりと労ねぎらいの言こと葉ばをかけてくれる。

「けっこう遠くまで来ちゃいましたね」

「ああ」

「いい風です……」

　そよそよと吹く南風に、春はる香かが気持ち良さそうに目を細めた。

　確かにいい風だった。

　海風である以上少なからず潮しおを含ふくんでいるはずなのに、それをまったく感じさせないというか、べったりとしていないサラサラとした風である。

　そんな感じで、二人してそよぐ風に身を任まかせること数分。

　と、ふいにどこからかエンジン音のようなものが聞こえてきた。

「……何だ？」

　身体を起こして目を向けると、巨大なクルーザーが波なみ飛沫しぶきを上げながらハッピースプリング島へと──正確にはヴァルハラ城へと近づいてくるのが見えた。

「わあ、裕ゆう人とさん、あれを──」

　歓かん声せいを上げた春香が立ち上がった瞬しゆん間かん、もともとあんまり安定性の良くないゴムボートがぐらりと揺ゆれた。

「きゃっ」

　同時に春香の小さな身体も傾かたむく。

「春香！」

　バランスを崩くずした春香が海に落ちそうになるのを、すんでのところで後ろから支ささえる。だが強く引ひっ張ぱりすぎたのか、そのまま勢いきおいあまって二人してボートの上に折り重なるようにして倒たおれこんだ。

「あ……」

「お……」

　南の海の真ん中でもつれ合い絡からみ合あう二人。

　僅わずか三十センチの至し近きん距きよ離りに春香の顔があり、伸ばした手の先には春香の身体があった。普ふ段だんの洋服越しのものとは違ちがう、リアルな春香の身体の感かん触しよくが手の平から伝つたわってくる。う、すげぇ柔やわらかい……

「……」

「……」

　密みつ接せつした状じよう態たいで見つめ合うこと約十秒。

「──あ、す、すみません。私、また……」

「い、いや……」

　我に返ったように恥はずかしげにうつむく春香を見て、思わず俺も明後日の方向へと目を逸そらしてしまう。

　だがそれがよくなかった。

　巨大なクルーザーが近くを通るということは当然波が発生するわけであり、そして波というものは距きよ離りに比ひ例れいして時間差でやって来るものなのである。

　つまり。

　ザッパーン！

　と、今さらながらに押し寄せてきた大きな波の直ちよく撃げきを受けて。

「うわっ！」

「きゃあっ！」

　発生源である巨大なクルーザーから見ればほとんど木この葉はのようなゴムボートは見み事ごとに転てん覆ぷくし、俺と春はる香かは勢いきおいよく宙に投げ出されそのまま頭から海に落らつ下かした。今度は春香を助ける余よ裕ゆうもなかった。

「げ、げほっげほっ……」

　咳せきこみながら水面から顔を出す。

　幸さいわいというか何というか、海の深さは大したことはなかった。

「は、春香」

　何とかギリギリで届とどく水みず底ぞこにつま先を付きながら、ぷかぷかと波に流されかけていた春香をこちらへと引き寄せる。

「春香、大だい丈じよう夫ぶか？」

「う、う～ん……」

　少し水を飲んだのか、春香はくるくると目を回していた。気を失ってはいるようだが、溺おぼれたってほどのものではないようだ。

「……ふぅ」

　ひとまずは安心する。だがそこまで深しん刻こくではないとはいえ、気を失っているには違ちがいない。ここ（海上。それも沖）で何とかなるような簡かん単たんな状じよう態たいでもなさそうだ。

「とにかく戻もどるか……」

　俺は春香をゴムボートの上に乗せると、浜へと向かって泳ぎ始めた。







「あら、どしたの、裕ゆうくん」

　春香とともに何とか砂浜まで戻ってくると、ぽわんとした目をしたアル中Ａ（音楽教師）が、真まっ二ぷたつに割れたヤシの実片手に迎えてくれた。うっ、酒くせぇ……

「何やら乃の木ぎ坂ざかさんの様よう子すがおかしいようだが……まさかお前、酒に目薬でも混こん入にゆうして昏こん睡すいさせたんじゃなかろうな？」

　腰こしに日本刀を装そう備びしたアル中Ｂ（社長秘ひ書しよ）が、その目の奥おくにヤバイ光をちらつかせてこっちを睨にらんでくる。

「……違ちがうわ」

　というか発はつ想そうが十年前のオヤジである。

「む、では何だというのだ？」

「だからだな……」

　ため息いきを吐つきながら、アル中二人にコトの顚てん末まつ（ゴムボートで沖に出たところ波のあおりを受けて転てん覆ぷくしその拍ひよう子しに春はる香かが気を失った）を説明すると。

「なるほど。裕ゆうく～ん、こうなったらここはもう人工呼こ吸きゆうよ！」

「は？」

　またワケノワカランことを言い出した。

「春香ちゃんを救すくうにはもうそれしかないわ！　ほら、ひと思いにぶちゅ～っと」

「いや、別に春香は呼吸停てい止ししたりしてないんですが……」

　ただちょっと気を失ってるだけで、普ふ通つうに規き則そく正しく息をしている。安あん静せいにさせておけば何もしなくてもおそらくすぐに目を覚さますだろう。

「そんなの関係ないわよ！」

　由ゆ香か里りさんがびっと俺の顔を指差した。

「溺おぼれた女の子に男の子がびっくりどきどきの人工呼吸をするってのは海水浴の定番なんだから！　あ、もちろんマウス・トゥ・マウスよ。そして目め覚ざめた女の子は事情を知るとちょっと恥はじらって、『い、今のは不ふ可か抗こう力りよくだからね！　カウントされないんだからっ！』って言うの。で、男の子と女の子はお互たがいを見つめ合い、そのまま二人の世界へと……ああ、青春よね～」

　どこか違ちがう次じ元げんを見ているようなイっちゃった目で言う。

「……」

　……ダメだ。

　普ふ段だんからただでさえどうしようもないアホさ加か減げんが、アルコールの力を借りてさらにタチ悪くヴァージョンアップしてやがる。

　ルコのやつも、

「うむ、もはやそれしかあるまい。お前も男ならここでびしっと根こん性じようを見せてみろ。それができぬというのなら斬きられてしまえ」

　そんなめちゃくちゃ不ふ条じよう理りなことを言いながら、その手に持った日本刀を突きつけてくる。

「さあ、裕くん、熱あついヴェーゼを！」

「人工呼吸か刀の錆さびか、速すみやかに選ぶがいい」

　それぞれが勝手極きわまりないことを迫せまってくるダメ大人二人。

　さて、ここはどうすべきか？

　いや理り屈くつ的てきにはいくらでも反論のしようはあるんだが、あいにくトチ狂くるった酔よっ払ぱらい相手にまともな理屈は通じない。

　うーむ。

　頭を悩なやませ考えること二秒。

　──そうだな。

　こうなったらここは適てき当とうに人工呼こ吸きゆうをしたフリで乗り切っちまおう。どうせバナナとトウモロコシの区別も付かないくらいに酔よっ払ぱらってるこの二人である。細かいところまで気付きやしまい。

「……分かりましたよ」

「おお、ようやくやる気になったか。それでこそ私の弟だ」

「裕ゆうくん、ひゅ～ひゅ～」

　盛もり上あがる酔っ払いども。

　その無責任な声せい援えんを受けながら、白雪姫のように眠ねむる春はる香かの隣に腰をおろし、

　顔を近づけようとしたところで、

「…………う、ん」

「！」

　春香の目がゆっくりと開かれた。

　ばっちりと目が合う。

「……あ、れ……裕人、さん？」

「あ、ああ」

「……」

「……」

　そのままの状じよう態たいで五秒。

　先に生せい体たい反はん応のうを示したのは春香の方だった。

「あ、ああああの、裕人さん、何を……？」

「い、いやこれは……」

　ぷしゅ～っと顔から蒸じよう気きを噴ふき出だして固かたまる春香に、

「これは人工呼吸よ～」

　由ゆ香か里りさんが言う。

「じ、人工呼吸？」

「ああ、そうだ」

　驚おどろく春香に、今度はルコが答える。

「なのですまぬがもう少し我が慢まんしていてくれ、乃の木ぎ坂ざかさん。これは乃木坂さんが意い識しきを取とり戻もどすために必ひつ要ような行こう為いなのだ」

「あ、そ、そうだったんですか。わ、私が意識を取り戻すために必要なのですね？　で、でしたら、はい──」

　覚かく悟ごを決めたように目をつむる春香。明らかにおかしいルコの言げん動どうにも、混こん乱らんしまくっていて気付いていないみたいだ。

「さあ、再さい開かいだ」

　ちゃきっとルコが日本刀の切っ先をこっちに向ける。

　──まずい。

　春はる香かが目を覚さましちまった以上、計画は白はく紙しに戻もどさなきゃなるまい。というか春香の意い識しきがなければともかく、こんな恥はじらうように真っ赤な顔をして目をつむるシンデレラみたいな春香を前にして……うまくフリで誤ご魔ま化かせるかはかなり怪あやしいんだよ（俺の理り性せい的てきに）。

　だがそれは──まずい。

　そりゃ俺だって春香と、その、キス──もといマウス・トゥ・マウス──をしたくないかと訊きかれれば、当然否ひ定ていする余よ地ちはシマウマの身体のシロクロじゃない部分のごとく、限かぎりなくないに等しいに決まってる。これでも健けん全ぜんな十七歳男子高校生だし、春香はめちゃくちゃかわいいし、あー、あれだ、ご、ごほん……

「……」

　だがそういう気持ちがあることは否定できんとはいえ……この場でのソレを肯こう定ていできるかというと、それはまた断だんじてノーである。こんな酔よっ払ぱらい二人に囲かこまれたよく分からん状じよう況きようでそういうことをすることは、確かく実じつに間ま違ちがってる気がするし、春香にも極きわめて失礼だろう。

「……」

　だとすればこの場は何とかうまく逃のがれなきゃならんわけだが……問題はその方法がまったくもって浮うかばんという点にある。シラフの時だって手を焼いてるってのに、このクレイジーにでき上がった酔っ払いどもを退しりぞける手しゆ段だんなど、今の俺にあろうはずもない。

「……」

　あー！

　もうどうすりゃいいんだ!?

　現実（プラス欲望）と理性との狭はざ間までエセ哲てつ学がく者しやのように激はげしくもがき苦しんでいる俺に、

「…………おに～さん、なにやってんの？」

「え──」

　ふいに声がかけられた。
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　振ふり返かえると、そこにはちょこんと小首をかしげるツインテール娘の姿すがた。

　両脇わきには葉は月づきさんと那な波なみさんもいる。

　どうやらいつの間にか戻ってきていたらしい。

　──助かった。

　これでワケノワカラン人工呼こ吸きゆうモドキを強きよう要ようされないで済すむ……と安心したのも束つかの間ま、

「……」

　そこで、一つの極きわめて大きな問題に気付いた。

　それは現在の俺たちの客きやつ観かん的てき状じよう況きよう。

　真夏の砂浜。

　真っ赤な顔で観かん念ねんしたように目をつむって地面に横たわる春はる香か。

　その上に覆おおいかぶさる俺。

　十代の少年少女たちのひと夏の過か激げきなアバンチュール──なんていうテロップ（目元にモザイク付き）がこの上なく似に合あいそうなシチュエーション（客きやつ観かん）だった。

　ざざーん、と。

　波の打ち寄せる音が辺あたりに響ひびいた。

　ぎゃーぎゃー、と。

　ウミネコの鳴なく声が聞こえてきた。

「あー、こ、これはだな」

「これは？」

「そ、そうだ、これはルコたちが──」

「おね～さんたち？」

「そ、そう。酔よっ払ぱらったルコと由ゆ香か里りさんにムリヤリ……」

「でもおね～さんたち、寝ねてるよ？」

「え……」

　後ろを見る。

「……う～ん、おねいさんが教えてあげるわよん……むにゃむにゃ……」

「…………斬きるぞ……すー、すー……」

　ついさっきまで心しん底そこ楽しそうな笑えみを浮うかべてマウス・トゥ・マウスを推すい奨しようしていたアル中Ａ及び日本刀を突きつけてデッド・オア・キスを迫せまっていたアル中Ｂは、共に砂浜に埋うもれるようにして、熟じゆく睡すいしていた。

「……」

「……」

　……うわ、なんて役に立たねぇ。

　酔よっ払ぱらいコンビのあまりのダメっぷりに心の底からため息いきを吐ついていると。

「ま、おに～さんとお姉ちゃんのことだから、何でこんなことになってるのかはだいたい想そう像ぞうがつくけどさ。二人でちょっと沖に出てみたところ波に襲おそわれてボートが転てん覆ぷくしてお姉ちゃんが軽く気き絶ぜつしちゃって、何とか助けて砂浜に戻もどってきたらおね～さんたちにムリヤリ人工呼こ吸きゆうを勧すすめられた……ってとこ？」

「あ、ああ」

　すげぇ洞どう察さつ力りよくだった。

　何ひとつ抜ぬかすことなくここ三十分の俺たちの行動を網もう羅らしている。まるでその場にいて俺たちの会話を聞いてたみたいだな…………って、まさか!?

　イヤな予感がして顔を上げると、

「あり、バレちゃった？」

　にんまりと笑った美み夏かがぺろっと舌したを出し、

「実はおに～さんに渡わたしたその携けい帯たい、音おん声せい感かん知ち機き能のうが付いてたんだ～。だから最初から全部状じよう況きようは分かってたんだけど、おに～さんの反はん応のうが面おも白しろかったから、つい……えへっ♪」

　そんなことを言いやがった。

　……やられた。

　完全に、完かん膚ぷなきまでにやられた。

　つーか、こんなＧＰＳ付きの携帯（完全防水）を知らぬ間に持たされた時点で、そっちの可か能のう性せいまで考えるべきだったのだ。

「ま～ま～。溺おぼれるお姉ちゃんを助けるおに～さん、かっこよかったよ？　お姉ちゃんも、いいとこでジャマしてごめんね♪」

「あ、え……」

　砂浜にころんと横たわったまま、春はる香かがか～っと真っ赤になる。

「でも、もう時間だったからさ。──さ、行こ、おに～さん、お姉ちゃん」

　そう言って、美夏は俺と春香に手を差し出した。

「行く？」

　って、どこにだ？

　訊きき返かえした俺に、美み夏かはそっと耳打ちをして。

「ヴァルハラ城じようへ。もうすぐお姉ちゃんのパーティーが始まるから」
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　パーティー会場であるヴァルハラ城の大広間には、すでにたくさんの人々が集まっていた。

　ジークフリートの間というらしいその広間には、老ろう若にやく男なん女によ日本人外国人を問わず様々な人たち（セレブ）の姿すがたが見られ、それぞれがあちこちで談だん笑しようをしたり挨あい拶さつをし合ったりしている。

　広間の中央奥おくには他よりも一段だけ高くなった部分──赤絨じゆう毯たんが敷しき詰つめられまるで王様の謁えつ見けん席せきみたいになっている場所があり、そこにはやたらと豪ごう華かなイスが三つほど並ならんでいる。おそらくは春香たちが座すわることになるんだろうな。

　さらに謁見台の後ろの壁かべには巨大なスクリーンのようなモノまであった。何でも広間の後ろの方にいる招しよう待たい客きやくにも謁見席の様よう子すがよく分かるようにとの配はい慮りよらしい。なかなか気が利きいている。

　その謁見席から扇おうぎ状じように広がるようにして、辺あたりにはいくつもの丸テーブルが並べられていた。テーブルの上には美う味まそうな食べ物やら飲み物やらが所狭せましと置かれていて、立りつ食しよく形式で招待客が自由に取れるようになっている。

「すげぇな……」

　いかにも上流社会のパーティーといった風ふ情ぜいだった。

　ロンドンの時も感じたが、明らかに俺は場ば違ちがいである。血けつ統とう書しよ付きの高級犬オンリー（洋服着用）のドッグショーに、どこで生まれたのかも分からない雑種が紛まぎれ込こんじまった感じか。

　微び妙みように劣れつ等とう感かんに苛さいなまれていると、

「え～、そんなことないと思うよ？　そのタキシードも似に合あってるし」

　隣となりでドレス姿すがたの美夏（着替えた）がそう言ってくれた。

「……そ、そうか？」

　水着と同じく、これもレストハウスに用意されていた代しろ物ものである。

「うん。きっとそのかっこ見たらお姉ちゃんも惚ほれ直なおすんじゃない？　このこの～♪」

　イタズラっぽく笑う美夏。

　ちなみに春香は葉は月づきさんと那な波なみさんに付き添われて、着替え及び諸しよ準じゆん備びのために控ひかえ室しつへと行ってしまっていて、ここにはいない。

「ん～、それにしてもまたいっぱい集まったもんだね～」

　広間を見み渡わたして、美み夏かが呆あきれたように言った。

「確かにな。何人くらいいるんだ、これ？」

「たぶん千人くらいいるんじゃないかな？」

　さらりとそう答える。

「なんてったってお姉ちゃんの誕生日パーティーだからね～。いい機き会かいだって、世界中から色んなとこの御おん曹ぞう司しだとかが来てるんだよ」

「いい機会？」

「そ、あわよくばお姉ちゃんに気に入られてそのまま乃木坂うちと良好な関係を築きずきたいって人たち。別にお姉ちゃんの誕生日を祝うために来てるわけじゃない。そんな人たちばっかなんだよね～。まあ全部が全部そうってわけじゃないんだけど、ほとんどは打だ算さん的てきってゆうか下心があるってゆうか。わたしにまで声かけてくる人たちがいるくらいだし」

　何やらあまり愉ゆ快かいでなさそうな口く調ちようである。

「だいたいお姉ちゃんだってあんま賑にぎやかすぎるのは好きじゃないんだから、こんなに大々的にやんなきゃいいのにさ。お父さんが『ほらほら、みんな春はる香かを見てくれ！　キレイだろう？　かわいいだろう？』的な性格だからどんどん人呼よんじゃって……。だから少しでもちゃんと祝ってくれる人がいたらなって思って、おね～さんたちにも来てもらったんだよ」

「……」

　……なるほど。

　それならばわざわざ美夏があの二人を呼んだのも理り解かいできる。確かに人じん格かく的てきにはあんな二人であるが、春香の誕生日を本気で喜よろこばしいと思ってるのだけは確かく実じつだろう。

　とはいえそのアル中コンビは、あのまま満まん腹ぷくの牛のごとくひたすら熟じゆく睡すいを続け、今も城じよう内ないに用意された部へ屋やで死んだように眠ねむっている。……いや、ほんとに肝かん心じんな時にまったく役に立たんな。

「あ、でもね、今日はお祖じ父いちゃんも来る予定なんだよ」

　微び妙みように暗くなった空気を振ふり払はらうかのように美夏が言った。

「もうそろそろ着くのかな？　ものすごく神しん出しゆつ鬼き没ぼつな人だからよく分かんないんだけど、パーティーには必かならず出るって言ってたから、来るのは間ま違ちがいないと思うよ」

「……お祖父ちゃん？」

　また何か不ふ吉きつな単語が出てきたんだが。

　それってもしかして、今まで話にだけ出て来たクマ狩りとか狩しゆ猟りようとかが趣しゆ味みの人のことか？

「うん、そ。わたしたちのお祖父ちゃん。後でおに～さんにも紹しよう介かいするね。だいじょぶだいじょぶ、お祖父ちゃんはお父さんと違ちがってすごい気さくで柔やわらか頭あたまな人だから、きっとおに～さんもすぐに仲良くなれると思うよ」

「……」

　……そうなのか？

　信じたいが、何せ春はる香か父ちちが春香父だからな……。アレを見てると、正直そのお祖じ父いちゃんとやらに対しても友好感情よりも恐きよう怖ふと緊きん張ちようの方が先に立つんだが。

　そんなことを話していると。

『──それでは会場にお集まりの皆様、間もなくパーティーを開演したいと思いますので、城じよう内ない中央のジークフリートの間にお集まりください。繰くり返かえします。間もなくパーティーを開演したいと──』

　各所に据すえ付つけられたスピーカーから、葉は月づきさんの声が響ひびいてきた。

　どうやらそろそろ始まるらしい。

「あ、始まるみたいだね。わたしたちももう少し前に行こ」

「ああ」

　うなずき、俺は美み夏かと共に謁えつ見けん席せきの方へと向かった。




　そして春香の誕生日パーティーが始まる──
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「それではこれより、乃の木ぎ坂ざか家け主しゆ催さいのハッピースプリングパーティーを始めさせていただきたいと思います」

　謁えつ見けん台だいの脇わきに、小型のマイクを持った葉は月づきさんが姿すがたを現した。

「皆様、本日はお忙いそがしい中、ハッピースプリング島までお越こしくださいまして真まことにありがとうございます。僭せん越えつながら司会は私、乃木坂家メイド隊筆ひつ頭とうの桜さくら坂ざか葉月が勤つとめさせていただきます。どうぞよろしくお願いいたします」

　深々と頭を下げる葉月さん。

　その横には、小学校の学芸会なんかで使われそうなプログラム表（白い垂たれ幕まくを演えん目もくごとに後ろにめくっていくアレである）がちょこんと置かれている。毛もう筆ひつで『進行表』の文字。……いや、このヨーロピアンな雰ふん囲い気きの大広間にまったくといっていいほど合ってないコレは何だ？　まさか葉月さんのお手製？

「では、プログラムの方に移うつりたいと思います」

　会場の中でもそのミスマッチさに首を傾かしげる者もちらほらいるようだったが、そんなもんをまったく気にせずに淡たん々たんと口こう上じようを読み上げていく葉月さんの姿すがたに、やがてそれはそういうものなのだと悟さとったのだろう。すぐに静かになった。

「まずはプログラム一番、保護者入場です」

　ぱらりとプログラム表をめくり、葉月さんがそう宣せん言げんする。何やらプログラム内容までもが学芸会っぽかったが、もうこの際さいそれは気にしないことにしよう。

「玄げん冬とう様、秋あき穂ほ様、どうぞ」

　葉月さんの呼よびかけとともに、謁見台奥おくから二つの人ひと影かげが現れる。

　一人は長身にごつい身体。きっちりと後ろへと撫なで付つけられた白はく髪はつに顔の傷きず。怪あやしく光る黒の革かわ手て袋ぶくろに威い圧あつ感かんたっぷりのいかつい風ふう貌ぼう。

　見た目はまるでロシアンマフィアのボスみたいなその人物こそ言わずと知れた春はる香か父ちち──乃木坂玄冬氏だった。

　そしてもう一人。

　その隣となりに寄より添そうようにしてにこにこと出て来たのは、着物姿の小こ柄がらな女の人。

　こちらはもちろん無む敵てきの最終兵器こと春香母、秋穂さんである。しかし何度見ても、とても二児の母とは思えんほどの若々しさだな。

　春香父と秋穂さんは、招しよう待たい客きやくに向かって軽く会え釈しやくをした後、謁見台に並ならべられた三つのイスのそれぞれ右と左の両サイドに座すわった。

　二人が席に着くのを確かく認にんして、葉は月づきさんは続けた。

「続きましてプログラム二番。本日の主しゆ賓ひんでもあり乃の木ぎ坂ざか家け長女でもあらせられる、春はる香か様の入場です」

　その声と同時に、パッと広間の照しよう明めいが落とされる。

　続いて謁えつ見けん台だいに照てらされるスポットライト。

　薄うす暗ぐらい闇やみに黄色い円がぽっかりと浮うかび上あがる。

　その中心には……謁見台奥の控ひかえ室しつから出て来たのか、きょとんとした顔で周しゆう囲いをきょろきょろと見回すドレス姿すがたの春香がいた。

「え、えと、あの、これは……？」

　状じよう況きようがつかめずに、迷まい子ごになった仔こ犬いぬみたいにあたふたとする春香。何が何だかさっぱり分からないって顔だ。

　パパパー♪

　ふいに、辺あたりに音楽が鳴なり響ひびいた。

　重じゆう厚こうなオーケストラの演奏。

　謁見台の周囲にもスポットライトが照らされ、そこにはいつの間にかヴァイオリンだのトランペットだのを演奏している、本物のオーケストラがいた。

「……」

　いや、なんつーかすげぇハデな演えん出しゆつだな。演奏されているのが有名なハッピーバースデイ・トゥ・ユー♪　で始まるあの曲だってのが少々アレだが、それでもインパクト大であることには違ちがいない。

「えへへ、あの演出考えたのわたしなんだよ」

　隣となりの美み夏かがそんなことを言った。

「どう、すごいでしょ？　ん～、オーケストラにしようかサーカス団にしようか迷まよったんだけど、やっぱこっちにして良かったな～。ほらほら、お姉ちゃんも喜んでるよ」

　喜ぶ以前に驚おどろきで何が何だか分かってないようにも見えるが。

　……しかしなるほど。これ（春香入場）がこんなにハデなイベントになったのも、このかしましツインテール娘が仕し掛かけ元なら大いにうなずける。本人のお祭り好きな性格がまさに百二十パーセント反映されているというか。

　やがてオーケストラの演奏が終わった。

　再ふたたび照明が点ともされ広間には光が戻もどる。

「あ、あの……」

　いまだ謁見台の真ん中でぽかんとした表情を浮うかべる春香に。

「お誕生日おめでとう、春香」

「え──」

　イスから立ち上がった秋あき穂ほさんがにっこりと微ほほ笑えみかけた。

「……む、おめでとう」

「あ──」

　続いて春はる香か父ちちがぶっきらぼうにそうつぶやき、

「おめでとう！」

「ハッピーバースデー！」

「おめでとうございます！」

　それらに呼こ応おうするかのように招しよう待たい客きやくの中からも次々とそんな声が上がった。

「お姉ちゃ～ん、おめでと～！」

　そしてとどめとばかりに、人五倍でっかい声で隣となりの美み夏かがそう叫さけんだ。おめでと～おめでと～おめでと～…………と決して狭せまくない広間内に大きく声が木こ霊だまする。ちんまい身体に似に合あわずものすごい声量だった。

「ほら、おに～さんも」

「あ、ああ」

　促うながされ、慌あわてて俺も叫んだ。

「春香、ハッピーバースデー！」

「ん～、ダメだよ。もっとお腹に力入れなきゃ」

「ハッピーバースデー！」

　声が届とどいたのか、春香が招待客たちの最前列にいる俺たちを見た。

「あ──」

　そしてそこまで至いたって、ようやくこれが自分の誕生日を祝うために行われているということに気付いたんだろう。驚おどろいた表情で春香が口元に両手を当てた。……気付くのが微び妙みように遅おそすぎる気もするが、まあこれも春香ってことで。

「春香様、ではそちらの席へお座すわりください」

「あ、は、はい」

　葉は月づきさんに促うながされ、春香はそのまま用意されていた席（秋穂さんと春香父との間）にちょこんと座った。

「それでは改あらためまして──春香様、お誕生日おめでとうございます」

　葉月さんが皆を代表するかのようにそう言い、招待客たちからの盛せい大だいな拍はく手しゆがそれに続いた。




　こうして誕生日パーティーは幕まくを開けた。
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「続いてはプログラム三番。プレゼント贈ぞう呈ていへと移うつりたいと思います」

　また一枚垂たれ幕まくがめくられ、パーティーは次のプログラムへと進んでいった。

「春はる香か様へのプレゼントをご用意くださった皆様には整理券を発行いたしますので、番号順に春香様のお席の前へと並ならんでください。プレゼント贈呈者の番号はその都つ度ど電光掲けい示じ板ばんに表示されます」

　などと葉は月づきさんが言うのだが。

「……整理券？」

　って何でそんなもんが？

　すると美み夏かが。

「ほら、さっきも言ったけど、お姉ちゃんの心しん証しようを良くしときたいって人がたくさんいるからさ。プレゼントあげる人もそれだけ多いってわけ。たぶん五、六百人くらいはいるんじゃない？」

「そんなにいるのか……」

　確かにその数なら整理券が必ひつ要ようなレベルだ。

　しかし参加人数約千人にプレゼント贈呈者約六百人か……改あらためて考えみても、とんでもない誕生日パーティーだな。

「ん～、まあとりあえずわたしたちの分の整理券は確かく保ほしてあるから、順番が来るまでゆっくりしてようよ。あ、ちなみに番号は五九二番ね」

「ずいぶん後の方だな……。てか、いつ取ってきたんだ？」

　パーティーが始まってから美夏はずっと隣となりにいた気がするんだが。

「えへへ、葉月さんに頼たのんでおいてあらかじめ、ね。まあこうゆうのは身内の特とつ権けんってことで。順番を後の方にしたのはその方がインパクトがあるからだよ。新しん近きん効こう果かって知ってる？」

「……知らん」

「簡かん単たんに言うと、前に行われたことよりも後に行われたことの方が印いん象しよう的てきに感じるって現げん象しようかな。認にん知ち心しん理り学がくの用語なんだけどね～。これとは全く逆ぎやくの初しよ頭とう効果ってのもあるけど、それは一人の人間についての情報に限かぎられるものだから、こういった多人数が関かかわる場合には後に行動した方が有効ってわけ。残り物には福がある、みたいなもんかな～。分かった？」

「……」

　さっぱり分からなかった。

　てか何だってこのツインテール娘（十四歳、中学二年生）はこんなことを知ってるんだろう。謎なぞだ……

　ともあれプレゼント贈ぞう呈ていはすでに始まっていた。

　広間のあちこちでは葉は月づきさんや那な波なみさんを初めとするメイドさんたちが整理券を配くばり、謁えつ見けん台付近にはプレゼントを渡わたさんとする招しよう待たい客きやくたち（主に男。それもいかにも金持ちのボンボンといった雰ふん囲い気きのやつらばかり）によってずらりと行列ができている。その長さは軽く五十メートルを超こえていた。あの夏コミの時の行列もかくやという大行列である。

「春はる香かお嬢様、お誕生日おめでとうございます。これをどうぞ、ヴィトンの新作ボストンバッグです」

「世界に五十個しかないキング・パールのネックレスです。お納おさめください」

「ロールスロイス・ファントムを。鍵キーには春香様のお名前を彫ほっておきました」

「え、えと、ありがとうございます」

　王様に貢みつぎ物ものをする家か臣しんのように、一人一人謁えつ見けん台だい中央のイスに座すわる春香にプレゼントを手て渡わたしていく。

「最新型のクルーザーを持ってまいりました。春香様は海はお好きですか？」

「この日のために特別に造らせたセスナです。エンジンに改造を施ほどこした特別仕し様ようですよ」

「HaHa. 皆様。そのような粗そ末まつなものをプレゼントにしては春香様に失礼ですよ。どうぞ、僕からは中東の油田の権けん利りです。こちらが権利証、ああオプションとして作さ業ぎよう員いん五百人もお付けいたします」

「あ、そ、そうですか。お心こころ遣づかい、感かん謝しやします」

　……にしても、とても十七歳の高校生に贈おくるとは思えないプレゼント内ない容ようだな。有名ブランド品に高級外車にあまつさえ油田の権利。どれか一つ取ってみても庶しよ民みんの金きん銭せん感かん覚かくからすると気が狂くるうことは間ま違ちがいないゴージャスな代しろ物ものばかりである。

「……」

　それに対して、俺たちの手にあるのはピンクのかわいらしい包ほう装そう紙しに包つつまれた縦横三十センチ程てい度どの箱。中身はもちろん、二週間ほど前にアキハバラで買ったあのフィギュア（個性的なポーズ）である。

　……いや本当にコレをあげていいものなのか？

　ここまでに出て来た超ちよう豪ごう華かなプレゼントに比べて、コレはあまりにも差があるような気がしてならない。フランス料理のフルコースが並ならんでいる食卓に何の変へん哲てつもない惣そう菜ざい料理を出す気分というか……

　などと考えていると。

「ん～、やっぱダメだな～。みんなお姉ちゃんの好みを全然分かってないよ」

　テーブルにあったショートケーキを食べながら美み夏かがやれやれと肩かたをすくめた。

「お姉ちゃんがあんなブランド品とか車とかで喜ぶわけないじゃん。高価だったりハデだったりすればいいってもんじゃないのに。おに～さんもそう思うでしょ？」

「……」

　確かにそれはそうなんだが。

　どう考えても春はる香かはそういったブランド品などは好みそうにない。少しでも春香の素すの性格を知ってるやつなら間ま違ちがいなくそんな選せん択たくはしないだろうが、ここに集まってる招しよう待たい客きやくのほとんどはおそらく外がい見けん──というか〝乃木坂家の長女〟としてでしか春香を見ていないんだろう。ゆえにこの場がブランド物やら高級宝石やらの見本市となっているのである。

　実じつ際さいそういったプレゼント攻こう勢せいに対して、壇だん上じようの春香は曖あい昧まいな笑えみを浮うかべるだけで、喜ぶというよりどちらかといえばどう反はん応のうしていいんだか困こまってる様よう子すであった。……まあしかし、だからといってフィギュア（個性的なポーズ）がプレゼントとして正しい選せん択たくであるかどうかはまた別問題なんだがな。

　そうこうしているうちにも時間は経けい過かし。

「さ～て。んじゃそろそろわたしたちも並ならぼっか？」

　美み夏かがそう言った。

　気付けば電光掲けい示じ板ばんの整理券番号はすでに五五〇番を越こえていた。俺たちの順番までもう間もなくだ。

　ポケットの中にオルゴールの入った包つつみ紙がみがあることを確かく認にんして、美夏とともに行列の最さい後こう尾びに付く。

「ふふ～、お姉ちゃん、きっと喜んでくれるよ、コレ」

　フィギュア（個性的なポーズ）の包み紙を見て、美夏が楽しそうに笑った。

「だといいんだが……」

　美夏はそう言うが、やはりいまいち不安はぬぐえないんだよな。

「だいじょぶだよ～。ほんと、おに～さんは心しん配ぱい性しようだな～。お姉ちゃんの好みと趣しゆ味みはおに～さんもよく分かってるでしょ？　絶ぜつ対たいコレでだいじょぶ。てゆ～かむしろコレじゃなきゃダメだって」

　美夏が自信たっぷりに笑う。うーむ……

　そしてとうとう俺たちの番となった。

　真っ赤な絨じゆう毯たんの上を、美夏と二人並ならんで春香のもとまで進む。

「あ、裕ゆう人とさん、美夏」

　俺たちの姿すがたを見ると、春香は嬉うれしそうに顔を綻ほころばせてくれた。

「やっほ～、誕生日おめでと～、お姉ちゃん♪」

「あー、おめでとう」

「あ、ありがとうございますっ」

　お祝いの言こと葉ばに、一いつ生しよう懸けん命めいな顔でぺこぺこと頭を下げる春香。

　ちなみに今の春はる香かは純じゆん白ぱくのドレス姿すがただった。

　ロンドンの時に着てたのとはまた違ちがったパーティードレス。あの時よりも少し落ち着いた大人っぽい雰ふん囲い気きのデザインである。しかし相変わらず春香は何を着てもかわいいんだよな。弘こう法ぼうは筆ふでを選ばずってやつか（微び妙みように違ちがう）。

「あら裕ゆう人とさん、いらっしゃいな」

　と、春香の左隣どなりの秋あき穂ほさんから声をかけられた。

「遠いところまでわざわざ春香のために来てくれて本当にありがとう。これも愛の力かしら？　うふふ」

「……」

　いつもの通りふんわりとした微ほほ笑えみで、そんな問題発言をしてくれる。

「……ふん。よく来たな」

　その反対側ではむっつり顔の春香父（怖こわい）が、サングラス越ごしに鋭するどく光る目で睨にらみながらも、その丸太のような腕うでを差し出してきた。「今すぐこの場にひざまずいてお手をしろ、このイヌが！」ってわけでもなさそうだから、おそらくは握あく手しゆを求められてるんだろう。

「お、お久しぶりです……」

　挨あい拶さつとともに恐おそる恐おそる握にぎり返かえすと、春香父はにやりと笑った。

「……まあ、ゆっくりと楽しんでいくがいい。歓かん迎げいしよう」

　握られた手に異い様ようなまでに力がこもっていたのはもはやお約やく束そくだった。

「わ～、おに～さん。すっかりお父さんと仲良しだね」

「……」

　……それは確かく実じつに間ま違ちがった見けん解かいだと思うぞ。

　だが周しゆう囲いのやつらも、

「おい、何だあいつ。どうしてあんなに玄げん冬とう氏や秋穂氏と仲がいいんだ？」

「あの『熊殺しベア・キラー』の玄冬氏が自ら握手を求めるなんて信じられん……」

「何かプロジェクトでも売り込む気じゃないだろうな？」

「だれだ？　どこのグループの者だ？　今すぐ調べろ！」

　何を勘かん違ちがいしたのか、会場内がどよどよと沸わき立たつ。……そんなんじゃないってのにな。

「んじゃお姉ちゃん、これわたしとおに～さんからのプレゼントね」

「わあ、ありがとうございます」

　美み夏かがにっこりと笑ってプレゼントを差し出すと、春香がぱあっと顔を綻ほころばせた。

「あの、開けてみてもいいですか？」

「うん、い～よ。ね、おに～さん」

「ああ」

　春香にあげたもんだしな。

「えと、それでは──」

　春はる香かは少しずつ丁てい寧ねいに包つつみ紙がみを開けていき、

「わあ──」

　中から出て来たフィギュア（個性的なポーズ）を見て、ものすごく嬉うれしそうに声を上げた。

「これってあれですよね？　〝ドジっ娘こアキちゃん〟の〝はにトラポーズ〟のふぃぎゅあ」

　ああ、そういえばそんな名めい称しようだったな、そのオリジナリティあふれるポーズ。

「かわいくてキュートでとってもプリティーです……。本当にありがとうございます。大切にしますね！」

　極ごく上じような笑え顔がおで大事そうにフィギュア（個性的なポーズ）を胸むねに抱かかえる。
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　──やれやれ。

　その笑顔に、ひとまず胸を撫なで下おろす。どうやら美み夏かの意見が正しかったというか、俺の心しん配ぱいは取とり越こし苦ぐ労ろうだったみたいだな。

　一いつ方ぽう、それを見た他の招しよう待たい客きやくたちは。

「なんか春香様が喜んでる……」

「あれは何だ？　人形？　どこかの貴き重ちようなアンティークドールなのか？」

「それにしてはやけにカラフルだが……」

「分からん。なぜあんなモノに春香お嬢様が？」

　さっきにもましてどよめいていた。どよめきまくっていた。

　中でも。

「バカな……どうしてあんな男がプレゼントしたあんなモノが──」

　油田の権けん利り証しようをプレゼントした男が、トンビに油あぶら揚あげをさらわれたような呆ぼう然ぜんとした表情でこっちを見ていた。いやまあ、謎なぞに思う気持ちは痛いたいほど分かるんだが。

「それでは美み夏か様、裕ゆう人と様、お待ちの方の順番もありますでの、今はこれくらいで……。また後ほどゆっくりとお話ください」

「あ、はい。──またな、春はる香か」

「じゃね、お姉ちゃん」

　葉は月づきさんに促うながされ、俺たちは謁えつ見けん台だいを下りた。

「ね、お姉ちゃん、すっごく喜んでたでしょ？」

「だな……」

「だから心しん配ぱいいらないって言ったんだよ。ああゆうのがお姉ちゃんのツボなんだから。それにさ～」

「？」

　美夏はにまっと笑って。

「それにね、おに～さんのあげたものだったら、きっと何でもお姉ちゃんは喜んだと思うよ。何てゆうの、らぶ？」

「なっ……」

「それともらぶらぶ？　も～、熱あついな～、えへへ♪」

　そんなことをのたまったのだった。




　ちなみに。

　フィギュアの方にばかり気を取られて、本命のプレゼント（オルゴール）を渡わたすのをすっかり忘わすれていたことに気付いたのは、それからしばらく経たって、最後のプレゼント贈ぞう呈ていが終了した後のことだった。
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　プレゼント贈呈の次は春香父演えん説ぜつ、メイド隊演えん舞ぶと続いた。

　サングラスをかけたままの春香父が目が合った者全てを殲せん滅めつせんとばかりのすさまじい威い圧あつ感かんとともに春香の可か憐れんさについて語かたりまくることにより招しよう待たい客きやくを恐きよう怖ふのドン底ぞこに突き落とし、それを那な波なみさん率ひきいるメイド隊のみなさんが華か麗れいな踊おどりと歌によりほんわかと癒いやす。そんな地じ獄ごくと天国がいっぺんにやって来たかのような心臓に良くないひと時を経へて。

「ここで、パーティーの途と中ちゆうではありますが特別ゲストの方がお見えになっておられますので、皆様にも紹しよう介かいしたいと思います」

　プログラム六番の『特別ゲスト謝しや辞じ』とやらになった。

「……特別ゲスト？」

　思わず首をひねる。

　そもそもがここに集まっているのは、どこぞの社長だのグループ会長だの小国の国王だの、一般から見ればそれだけで充じゆう分ぶんに〝特別〟に値あたいするような人物ばかりだ。その中にあってさらに〝特別ゲスト〟の名で呼よばれる存そん在ざいって……

　だがその疑問もすぐに解決した。

「本日は春はる香か様の祖そ父ふであり、現在は乃の木ぎ坂ざかグループの相そう談だん役やくであられます乃木坂王おう季き様がいらっしゃっています」

　その言こと葉ばに、会場内が今までにない怒ど濤とうのようなざわめきに溢あふれた。

「お、おい、今の話は本当か？」

「乃木坂翁おうはメッタに公式の場には姿すがたを現さないというのが定てい説せつだったが……」

「実じつ務むは玄げん冬とう氏に譲ゆずられたとはいえ、いまだに裏うらでは絶ぜつ大だいな権力を誇ほこる翁だ。そんな翁がこんな辺へん境きようまで……」

「一声かければ、三時間後にはその場でサミットが開かれるほどのお方だというのに……」

　どうやら〝特別ゲスト〟とは春香祖父のことらしい。

　ふむ、確かにそれなら、このセレブなこと極きわまりない招しよう待たい客きやくの中にあって〝特別〟と評ひようされるのにも納なつ得とくがいくな。

「それではご登場願いたいと思います。王季様、どうぞ」

　葉は月づきさんの呼よび声ごえとともに、謁見台の奥おくで巨大な影かげがゆらりと揺ゆれた。

　現れたのは……身長二メートルはあろうかという筋きん骨こつたくましいスキンヘッドの老人。眼がん光こうは夏の稲いな妻ずまのように鋭するどく、切きり揃そろえられた見み事ごとなカイゼル髭ひげは今にも天を衝つかんばかりである。まるでどこぞの古代帝国の帝王だと言われればそのまま信じてしまいそうなヴァイオレンスな姿だった。

　老人はそのヒグマのような身体で、ずしりずしりと床ゆかを踏ふみしめながら謁えつ見けん台だいの中央までやって来ると、

「大たい儀ぎである」

　地じ鳴なりのような声でそう一ひと吼ほえした。

「皆の者、よくぞ我が孫娘である春香の誕生日祝いに来てくれた！　その心こころ遣づかいに、私は今、喜き悦えつの至いたりである！」

　空気がびりびりと震ふるえている。

　天てん井じように備そなえ付つけられた直径三メートルほどの巨大シャンデリアがぐらぐらと揺ゆれている。

　謁えつ見けん席せき近くのテーブルにあったグラスに、ピシリと亀き裂れつがはしった。

「……」

　……いや美み夏か。

　いったいこの人間凶きよう器きみたいな人物のどこをとらえて気さくだとか柔やわらか頭あたまだとか言ったんだ？　春はる香か父ちちより三十八倍（当社比）くらい近寄りがたいんだが。てか口答えでもしようもんなら戦せん斧ぷとかで一いつ刀とう両りよう断だんにされてもちっともおかしくなさそうだ。

「あれ、どしたのおに～さん。なんか顔色悪いよ？」

「そりゃあ……」

　悪くもなる。

　後で紹しよう介かいしてくれるとか何とか言ってたが、あんな人物に俺の存そん在ざいを知られようもんならそれはイコール即そく死を意味するように思えてならない。

「？　──あ、そっか。おに～さんは知らないんだっけ」

「知らないって、何をだ？」

「うん。あのね──」

　美夏が何かを言いかけたその時だった。

「乃の木ぎ坂ざか翁おう！」

　何やら、謁えつ見けん台だいへと駆かけ寄よる中年の男の姿すがたが見えた。

「謝しや辞じを終えるなりこんなところで失礼します。はじめまして、王おう季き様。私、高たか島しまグループ社長の高島正まさ和かずと申します。いきなりこんなことを致しますのも恐きよう縮しゆくですが、どうか名前だけでもお覚おぼえいただけると……」

　おずおずと名めい刺しを差し出す。

　するとそれを見ていた他の招しよう待たい客きやくが。

「抜ぬけ駆がけは許ゆるさんぞ！　乃木坂翁にご挨あい拶さつしたいと思っているのはお前だけじゃない」

「そうだ！　どけっ！」

「貴き様さまらこそジャマだ！」

　わらわらと、我先にと謁見台へと上がっていく。さながらサル山のサルたちが一本しかないバナナを巡めぐって血まなこで争っているといった見み苦ぐるしい風ふ情ぜいだった。

「あ、あの、みなさん、どうぞ落ち着いて……」

　突とつ然ぜん始まった狂きよう騒そうに、春香が不安そうに立ち上がる。

　それを見た春香祖そ父ふの目がすっとすぼまった。

「あ、おに～さん、耳みみ栓せんしといた方がい～よ」

「は？」

「ほら、い～から」

　何だかさっぱり分からなかったが、美み夏かに言われるがままに両手で耳を塞ふさぐ。

　次の瞬しゆん間かん。




「──このうつけ者どもめがぁぁああああ!!」




　広間中に、すぐ近くで巨大カミナリが落ちたかのような衝しよう撃げきが響ひびき渡わたった。

「よりにもよって春はる香かの誕生日に春香を前にしてこのような下げ世せ話わな話を持ち出すその低てい劣れつな神しん経けい……根本から叩たたきなおしてくれるわ！　そこに直れ！」

　発生源は謁えつ見けん台だいからだった。

　全身から陽炎かげろうのようにオーラを立たち昇のぼらせて吼ほえる春香祖そ父ふ。その手にはいつの間にか巨大な斧おのが握にぎられている。……いや、どこから出したんだよ、んなもん。

「ひ、ひいいっ！」

「も、申もうし訳わけありません。そんなつもりでは……」

「お、お助け……」

　ライオンに睨にらまれた野ネズミのように床ゆかに這はいつくばり許ゆるしを請こう男たち。

　だが。

「ならぬ！」

　それを一いつ喝かつのもとに否ひ定ていすると、斧を振ふり回まわしながら、春香祖父は野や獣じゆうのような眼がん光こうで男たちへと近づいていった。

「裁さばきを受けよ！」

　そしてまさに斧が男たちに振り下ろされんとしたところで──

　ガキン！　と。

　鈍にぶい金きん属ぞく音おんが響ひびき渡わたった。

「…………もうそのヘンでお収おさめください」

「……む」

　今にもエグゼキューションしそうな春香祖父を止めたのは、意外にも無口メイド長さんだった。木もく目め模も様ようのチェーンソーで斧を受け止め、真正面から春香祖父の目を見み据すえる。

「……この方たちも充じゆう分ぶんに反はん省せいなされたことでしょう。春香様も驚おどろいていらっしゃいますし、これ以上の行こう為いはせっかくの春香様の誕生日パーティーを台だい無なしにしてしまいます」

「葉は月づき……」

「どうぞ、お収めください」

「…………よかろう」

　振り上げられた春香祖父の右手（斧付き）がそっと下ろされた。

「た、助かった……」

「は、はは……」

「……（声も出ないらしい）」

　九きゆう死しに一いつ生しようを得えたような顔で（実じつ際さいそうなんだろうが）胸むねを撫なで下おろす男たち。

　そんな男たちの方へと振ふり返かえり、葉は月づきさんは言った。

「……あなた方も、行いにはお気を付けください。今のはどう見ても非ひ常じよう識しきな振ふる舞まいです。幸さいわい今回はことなきを得ましたが──次はありませんよ」

　メガネの奥おくの瞳ひとみがきらんと厳きびしく光る。

「は、はい。それはもちろん」

「す、すみませんでした」

「……（やっぱり声が出ないらしい）」

　そのまま逃にげるように、男たちは謁えつ見けん台だいから下りて行った。

「……それでは、これにて特別ゲスト乃の木ぎ坂ざか王おう季き様による謝しや辞じを終わります。ありがとうございました」

　何事もなかったかのようにそう言って、ぺこりと頭を下げる葉月さん。

「……」

　なんかよく分からんが。

　とりあえず、やっぱり葉月さんは色々な意味ですごいってことだけはよく分かった。
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　そんなこんなで、あっという間にパーティー開始から二時間ほどが経けい過かした。

　プログラムは順調に進行しているようで、現在は九番の『自由歓かん談だん』となっていた。

　あちこちで談だん笑しようする招しよう待たい客きやくたち。

　そんな中、俺は一人でぽつんとローストビーフを食っていた。

　春はる香かは招待客との挨あい拶さつで忙いそがしそうだったし、いっしょにいた美み夏かもやはり個別の挨拶回りがあるとかで少し前にどこかへ行ってしまった。葉月さんや那な波なみさんはメイドとしての仕事が忙しいらしく、ぱたぱたと会場のあちこちを飛び回っていて、とてもゆっくりと話をしているヒマなどありそうにない。

　よって他に知り合いなどいない俺は、必ひつ然ぜん的てきに季節の移り変わりをド忘わすれしていた渡わたり鳥どりのごとく一人取り残されることとなったのだった。

「……」

　やることがない。

　退たい屈くつを紛まぎらわせるためにさっきからひたすらにテーブル上の料理に手を出していたが、それもいいかげん飽あきてきた。というかいくら美う味まいからといってしょせん人間の胃い袋ぶくろには限げん界かいがあるって話である。

　他の招しよう待たい客きやくと話そうにも、そのほとんどが外国人であるため意い思し疎そ通つう手しゆ段だん（英語）が致ち命めい的てきに欠かける俺にはどうしようもない。まあ仮に英語が話せたとしても、こんなセレブの極きわみみたいな人たちに何を話せばいいんだかさっぱり分からんわけだが。

「……」

　やることがなかった。

　本当に、とことんなかった。

　仕方ないので、会場の入り口付近にある休きゆう憩けい用ようのイスに座すわってぼんやりと辺あたりを眺ながめていると。

「Hey. そこのメガネのキミ」

　いきなり声をかけられた。

　淀よどみのない流りゆう暢ちような日本語。

　見るとそこには、顔にニヤニヤとした笑えみを貼はり付つけた金きん髪ぱつ碧へき眼がんの男が立っていた。

「今少しいいかな？」

「はあ……」

　いかにもいいとこのボンボンといった雰ふん囲い気きのこの金髪は、先ほどのプレゼント贈ぞう呈ていで油田の権けん利り証しようを贈おくっていた男でもある。周しゆう囲いには取とり巻まきらしきやつらも何人か。……こんなやつが俺に何の用だ？　しかもこいつ前にどっかで……

　首をひねる俺にそいつは、

「僕はシュート。シュート・サザーランドだ。よろしく」

　片手で髪かみをかき上げながら、イヤミったらしい笑え顔がおでそう挨あい拶さつした。

　──ああ、思い出した。

　こいつ、あのロンドンの時にも春はる香かに言いい寄よってた佐さ々さ岡おか似にの軽けい薄はく外国人だ。そのいちいち芝しば居いがかったキザな動きが印いん象しよう的てき（悪い意味で）だったため、よく覚おぼえている。……だがその佐々岡モドキが俺に何の用だ？　何だか非ひ常じようにイヤな予感がするんだが。

「……俺に何か用ですか？」

「なに、大したことじゃないんだけどね」

　佐々岡モドキはふっと冷れい笑しようを浮うかべて、

「手洗いのカマドウマみたいにこそこそと春香様に取り入ってる貧びん乏ぼう人にんの顔でも拝おがんでおこうかと思ってね」

　予感は大当たりだった。

「……それはイイご趣しゆ味みで」

　こいつ、顔だけじゃなくて性格までもが佐々岡に似にてやがるな。こういった顔のやつがこういった性格になるのか、こういった性格のやつがこういった顔付きになるのかは、タマゴが先かニワトリが先かって問題だが、何にせよタチが悪いことには変わりがない。

「ふん、どんな手を使ったのかは知らないけど、玄げん冬とう氏や秋あき穂ほ氏、美み夏かお嬢様ともずいぶん仲がいいみたいじゃないか？　あのおかしなフィギュアで釣つったのかい？　HAHA. さすがはOTAKU王国の日本人らしい姑こ息そくなやり口だな。春はる香か様は優やさしいからあんなモノを渡わたされてもイヤな顔をしないが、実じつ際さいのところあんなモノを贈おくられちゃ迷めい惑わくだってことは会場中の人たちが分かってるだろうね。HEY. みんなもそう思わないか？」

「そうだね、シュート」

「まったくだ、HAHAHA!」

「Fuck'in!」

　取とり巻まきどもが一いつ斉せいに大声で笑う。

「……」

　……はあ。

　何だって俺の周まわりにはこういうのが集まってくるんだろうね。

「用ってのはそんだけですか？　んじゃ俺は行きますんで」

　イスから立ち上がる。

　こういうやつらと話していても何らイイコトはないのは佐々岡で体たい験けん済ずみである。とっととこの場から立ち去っちまうのが吉だろう。

　だが。

「まあ待ちなよ。キミに一つだけ言っておきたいことがあってね」

「……手て短みじかに」

　何を言い出すのかはだいたい見けん当とうがついたが、いちおう先を促うながす。

「……なに、簡かん単たんだよ。キミ、春香様にまとわりつくのはやめろよ。キミみたいなどこのウマの骨ほねとも知れない貧びん乏ぼう人にんは春香様の側そばには不ふ釣つり合あいだ。いつかのようなジャージ姿すがたでカニのようにそのヘンの砂浜でもうろうろしている方が似に合あっているよ」

　そう言って、佐々岡モドキは再ふたたびイヤミったらしく笑った。どうやらこいつも俺のことを覚おぼえていたらしい。

「……アンタの意見は分かりましたよ」

　佐々岡モドキの顔を見る。

「ほう、ではもう春香様には近づかないと？」

「お断ことわりします」

「Sure. 分かればいい……って断る!?」

　どこまでも佐々岡と同じ反はん応のうだな、こいつ。

「アンタの言いたいことは分かりましたが、俺には別にそれに従したがわなきゃいけない義ぎ理りはないんで」

「なっ……」

「んじゃ」

　そのままその場を去ろうとしたのだが、

「ちょ、ちょっと待て！」

「まだ何か？」

　俺が言い返したことがよほど気に食わなかったのか、佐さ々さ岡おかモドキはその顔を真っ赤に染そめ、

「な、何かじゃないよ！　何だ、その態たい度どは！」

　初めて佐々岡とは違ちがう反はん応のうを示した。

　通り過ぎようとした俺の肩かたを摑つかみ、そのまま壁かべに押おし付つけてくる。同時に周まわりを取とり巻まきの金きん髪ぱつどもに囲かこまれた。……く、軟なん弱じやくな外がい見けんに似に合あわず案あん外がい武ぶ闘とう派はなのか？

「僕としてはなるべくコトを荒あら立だてないように紳士的な方法で説せつ得とくしてやってたってのに……。貧乏人風ふ情ぜいが調ちよう子しに乗るなよ！」

　あんな無ぶ礼れい極きわまりない人を見下した態度が紳士的だって言うのかね。あれが紳士的だってんなら、世界人口のおよそ八割は礼れい儀ぎ正しいジェントルマンだということになる。

　ともあれ、なんかマズイ状じよう況きようだな。

　頭に血が昇のぼった佐々岡モドキとその取り巻きたち。

　どうもこのままサヨウナラとはいかない様よう子すである。

　いかに対たい応おうしようか悩なやんでいると──

「ぬ、お主は？」

　ふいに、間に割って入るかのようにそんな声が聞こえた。

　広間の入り口のところには……昼間に出会ったあの現地人の爺じいさんが立っていた。







「よお、少年。こんなところでどうしたんじゃ？」

「どうしたって……」

　それはこっちが聞きたい。

　何だってあの爺さんがここ（ヴァルハラ城じようジークフリートの間）にいるんだ？　しかも何やら巨大な魚のようなモノを片手で引きずっている。シャンデリアの下で七色に輝かがやく美しい魚体。もしやアレが例のレインボウスネイクってやつか？

「ふむ、よく分からんがどうもトラブルのようじゃの。何が原げん因いんじゃ？」

　爺さんがこちらへと歩いてくる。レインボウスネイクの巨体もいっしょになってズルズルと近づいてきた。

「何だ、あんた？」

　佐さ々さ岡おかモドキが爺じいさんを一いち瞥べつした。

「誰だれだか知らないけど、関係ないやつは引っ込んでてもらいたいな。だいたい何であんたみたいな小こ汚ぎたないカッコをしたオイボレがここにいるんだ。ここは乃の木ぎ坂ざか家け所しよ有ゆうの城しろだぞ？　現地人が入ってきていいところじゃない。……ふん、まあ貧びん乏ぼう人にんの知り合いには貧乏人がお似に合あいだが」

　取とり巻まきがHAHAHAと笑う。

「なかなか偉えらそうな口を叩たたくのう。若わか造ぞう、お主はどこの者じゃ？」

「ふん、別にあんたごときに名乗る必ひつ要ようはないんだけど、特別に教えてあげるよ。僕はシュート・サザーランド。サザーランドグループ会長、コネリー・サザーランドの息子だ。あんたもサザーランドグループの名前くらいは聞いたことはあるだろう？　パパに頼たのめばあんたなんて煮にるなり焼くなりどうにでもできるんだよ。分かったらとっとと消えな。今なら見み逃のがしてやるからさ。Understand?」

「ほう……」

　だが爺さんはまったく動じた様よう子すもなく目を細め、

「サザーランドグループか。確かに悪くない企き業ぎようだが……しかし跡あと取とりがこれでは、先行きは暗いのではないか？」

「な、何だと！」

　佐々岡モドキの顔が怒いかりに歪ゆがむ。

「ほれ、すぐそうやって感情的になるようでは、経営者としては致ち命めい的てきじゃぞ」

「…………貧乏人、そこを動くなよ！」

　そのまま爺さんに殴なぐりかかっていかんばかりの勢いきおいだった。

「──くっ」

　マズイ。いかにたくましい爺さんとはいえ、佐々岡モドキ＆その取り巻きども（五人ほど）の相手をするのは辛つらいだろう。だったらケンカにはまったく自信がないとはいえ、まだ俺が相手をした方がマシだ。

「ちょっと待て。アンタが用があるのは俺だろう。そっちの爺さんには──」

　佐々岡モドキと爺さんとの間に割って入ろうとして。

「シュート、何を騒さわいでいる」

　野の太ぶとい声がそれを遮さえぎった。

「パパ！」

「やっと玄げん冬とう氏に挨あい拶さつを終えて来てみれば……何をやっているのだ。乃木坂家の領りよう内ないで余よ計けいな揉もめ事ごとは起こすなとあれほど言ってあっただろう」

　後ろに撫なで付つけたブラウンの髪かみ、ごつい身体、いかついヒゲ、鋭するどい眼がん光こう。ハマキとサングラスが実に似に合あいそうなこの男がどうやら佐々岡モドキの父親らしいが、ぱっと見はまんまニューヨークマフィアのボスである。いや春はる香か父ちちといい、巨大企き業ぎようのトップってのは皆こうなのか？

「揉もめ事ごとなんかじゃないってば。ただちょっとモノを知らない貧びん乏ぼう人にんたちに礼れい儀ぎってものを教えてあげようとしてただけだからさ」

「……貧乏人たち？」

「うん、そう。そこの見るからに貧ひん相そうな二人だよ」

「むう……？」

　男（ニューヨークマフィアのボス）が俺たちの方に目を向ける。

　最初は大した反はん応のうもなかったが、だがその視し線せんが爺じいさんに注そそがれた瞬しゆん間かん、男（ニューヨークマフィアのボス）の顔色が豹ひよう変へんした。

「──な、シュート、まさかお前の言う貧乏人とは……」

「ん？　そうだよ。こいつら、なんかよく分かんない現地人のクセに僕に文もん句く付けてくるから──」

「こ、このバカが！」

「ぶ、ぶべっ！」

　言こと葉ばを最後まで待たずに、男は佐さ々さ岡おかモドキの顔がん面めんを張はり飛とばした。

　ヘタクソな独こ楽まのようにクルクルと回りながら、佐々岡モドキがブザマに床ゆかに転ころがる。

「な、パ、パパ？　何を……」

「き、貴き様さまはサザーランドグループを潰つぶすつもりかっ！　謝あやまれ、今すぐに土ど下げ座ざして謝しや罪ざいするんだ！」

「へ？　あ、謝るって……」

「いいから頭を下げろ！」

「ぐべっ！」

　佐々岡モドキの頭を摑つかんで、ムリヤリに床に平ひれ伏ふさせた。

「申もうし訳わけございません、乃の木ぎ坂ざか翁おう！　このバカ息子がとんだ粗そ相そうを……。だが息子の不ふ始し末まつは親である私の責任……どうぞお許ゆるしを──」

　男も爺さんに向かって深々と頭を下げる。

「……」

　なんか今、乃木坂翁とか言わなかったか？

「ふむ……顔を上げなされ、コネリー・サザーランド殿」

　爺さんがゆっくりと言った。

「まあそこまで畏かしこまりなさるな。しょせんは子供のしたこと、ワシは大して気にしてはおらぬよ」

「で、では」

「だがワシはともかく……他に謝るべき相手がいるのではないかな？」

「他に……ですか？」

「ああ。そこにいる少年──春はる香かの大切な友達に謝あやまってくれんか。元々はどうも彼が絡からまれていたようなのでな」

「え、春香様の……？　は、はい。それはもう──」

　男はくるりとこっちに向き直り、

「少年、うちのバカ息子が迷めい惑わくをかけたみたいで本当にすまなかった……。二度とこんなことをせんようにきつく言っておくから、どうか許ゆるしてほしい。この通りだ。ほら、お前も謝らんか！」

「ほ、ほんと、すみませんでした……」

　もう一度後こう頭とう部ぶをはたかれ、ほとんど泣きそうな顔で佐さ々さ岡おかモドキが頭を床ゆかに着けた。

「あ、いや、分かってくれれば俺は別に構かまわないんだが……」

「そ、そうか。恩おんに着る……」

　男が心しん底そこほっとしたように言った。

「それでは乃の木ぎ坂ざか翁おう、私たちはこれで……。本当に申もうし訳わけございませんでした……。正式な謝しや罪ざいは後のちほど改あらためてさせていただきます」

「別にワシには謝らんでもいいというのに……」

「いえ、そういうわけには……では、失礼します」

　呆あきれ顔がおの爺じいさんに対してもう一度深々と頭を下げると、

「ほら、行くぞ」

「ま、待ってよパパ」

　佐々岡モドキ（及びその取とり巻まき）を連つれて、男は去って行った。

「大だい丈じよう夫ぶだったか、少年？」

　爺さんが手を差し出して訊きいてくる。

「あ、ええ……」

　別に直接的には何をやられたってわけでもないんで、それはいいんだが……

「あの、あなたは……」

　いったいどういうことなんだ？

　佐々岡モドキの父親はこの爺さんのことを乃木坂翁と言った。さらにこの爺さんは春香を呼よび捨すてにした。その二つが意味するところは──

「ふむ、それはの──」

　少し気まずそうに爺さんが口を開きかけて、

「おに～さ～ん！」

　と、呼よびかける声が聞こえてきた。

　振ふり返かえると、美み夏かが葉は月づきさんと那な波なみさんを連れて走ってくるところだった。

「だいじょぶ？　なんかおに～さんが誰だれかに絡からまれてるって話を聞いたんで急いで戻もどってきたんだけど……。──って、あれ？　何でお祖じ父いちゃんがここにいるの？」

　爺じいさんを見て、美み夏かが驚おどろいた顔になる。

「何でとは冷たいのう……春はる香かの誕生日を祝いに来たのではないか。ほれ、これがプレゼントのレインボウスネイクじゃ。どうだ、キレイじゃろう？　この辺あたりの土地の伝でん説せつでの、十七歳の誕生日にレインボウスネイクを贈おくられた者は健康のまま末永く幸せに──」

「そうゆうことじゃなくて、何でお祖父ちゃんがおに～さんといっしょにいるのかってことなんだけど……」

　美夏が俺と爺さんを見比べて小首をかしげる。

「お祖父ちゃん……？」

「ん？　そだよ、わたしたちのお祖父ちゃん。英語で言うとあわぐらんどふぁざ～。お母さんのお父さんでもあるわけだけど」

　当たり前のようにそんなことを言う美夏。

　だが。

「ちょ、ちょっと待て。だったらさっき挨あい拶さつをしてたあの人は……」

　いったいだれなんだって話になってくる。

「あ～、あの人は影かげ武む者しやだよ」

　さらりと美夏はそう答えた。

「平へい蔵ぞうさん──本名は平蔵・セバスチャン・桜さくら坂ざかってゆうの。お祖父ちゃんの親友で、もともとはうちで執しつ事じ長ちようをやってくれてたんだ～。見た目はちょっと怖こわいけど、ほんとはとっても優やさしい人なんだよ」

「……」

　……いや影武者って。

　戦国時代じゃあるまいし、今どきそんなもんが存そん在ざいするのか？　いやまあこの乃の木ぎ坂ざか家けが何でもありっていうのは、春香とのこの半年の付き合いでイヤってほど思い知らされてはいたんだがさ。

「すまぬな、少年。──いや綾あや瀬せ裕ゆう人とくん、じゃな？」

　爺さん──春香祖そ父ふ（真）が申もうし訳わけなさそうに口を開いた。

「隠かくしていたわけではなかったんじゃが、ワシも立場上ほいほいと身分を明かすわけにもいかなくての。色々と、良からぬ目的で近づいてくる輩やからも多いのじゃよ。──それに、そもそもキミがあの裕人くんだと気付いたのは、別わかれ際ぎわだったのでな。ほれ、電話越しに春香のことを話しておったじゃろう。あれで分かったのじゃ」

「……」

　あの葉は月づきさんからの連絡の時か。確かに春香の名前を出したような気もする。

　しかし『あの裕ゆう人とくん』って、いったい俺はどういう風に伝つたえられてるんだろうな。おそらく伝達元がかしましツインテール娘やら無口メイド長さんやらにっこりメイドさんやらだと思われることから、すげぇ気になるんだが。

「まあ、ともあれ──」

　春はる香か祖そ父ふは改あらたまったように咳せき払ばらいをすると、

「改めてはじめまして、裕人くん。話は色々と聞いておる。春香たちがいつもお世せ話わになっとるとのことで、どうもありがとう。ワシは七代目乃の木ぎ坂ざか王おう季きじゃ。──お祖じ父いちゃんと呼よんでくれても構かまわぬぞ？」

「……」

「あるいはグランドパピーかの？　はっはっはっ」

　秋あき穂ほさんや美み夏かを思わせる、どこかイタズラめいた笑えみでそんなことを言ったのだった。




　かくして。

　色々とあった春香の誕生日パーティーは、春香祖父の楽しげな笑い声とともに終わりを告つげた。
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　一時間後。

　さて、場所は変わってヴァルハラ城じようワルキューレの間。

「は～い、それじゃ改めてお姉ちゃんの誕生日を祝ってかんぱ～い♪」

「かんぱーい！」

　美夏の音おん頭どに従したがって、グラスを打ち合わせる音とみんなの声が響ひびき渡わたる。

「あ、ありがとうございます」

　ゆったりとした部へ屋や着ぎに着替えた春香が、胸むねの前にグラス（シャンメリー入り）を持ってぺこりと頭を下げた。

　春の日向ひなたのように和わ気きあいあいとした、どこかアットホームな空気。

　パーティーの後片付けも無ぶ事じに終わり、今は親しい者だけを集めた内うち輪わでのささやかな打ち上げが開かれていた。

　主な参加者は春香、美夏、葉月さん、那な波なみさん、ルコ＆由ゆ香か里りさん（やっと起きた）、春香父、秋穂さん、春香祖父（真）、春香祖父（影かげ武む者しや）、菖蒲あやめさん沙さ羅らさん樹じゆ里りさんの運転メイド三姉妹、そして俺の十四人である。

　ジークフリートの間よりは狭せまい──とはいってもゆうに三十畳じようはあるこの広間で、各おの々おの自由に飲んだり食べたり喋しやべったりと、少し遅おそいディナータイムを楽しんでいた。

「あ～、でも残念ね～。そんな面おも白しろそうな場面に居い合あわせられなかったなんて～」

「まったくだ。その場に私がいればそんな輩やから、一いつ刀とうの下もとに斬きり捨すててやったものを」

　肝かん心じんな時にカバのようにひたすら寝ねこけていた二人が今さらにそんなことを言う。もっともこの二人がいたとしても、事じ態たいがよりいっそうややこしくなっただけで何一ついいことはなかったと思うが。

「ほう、いい刀ですな」

　と、ルコの日本刀（瑠る璃り髑髏どくろ）を見ながら言ってきたのは執しつ事じ服ふく姿すがたの春はる香か祖そ父ふ（影かげ武む者しや）こと平へい蔵ぞう・セバスチャン・桜さくら坂ざかさんだった。

「む、分かるのか？」

「ええ。良い武器というものは、そこに在あるだけで放はなつ空気というものがあるのです。貴女のその刀からはそういったオーラがぞわぞわと出ています。おそらくは名刀、あるいは妖よう刀とうと呼よばれた業わざ物ものでしょうな」

　いや明らかに後こう者しやだろ、名前からして。

「しかしそれだけの刀を扱あつかえるということは、さぞかし腕うでがお立ちになるのでは？　一度お手合わせしてみたいものですな」

「うむ、そうだな。いつでも受けて立とう」

「おお、約やく束そくですぞ」

　何やら二人は意い気き投とう合ごうしていた。うーむ、意外と言えば意外な組み合わせだな。

「それにしてもお姉ちゃんもこれで十七歳か～。お・と・な、だね。ふふ～♪」

　グラスを片手に料理をパクついていた美み夏かが、ふいに意味ありげに笑った。

「え？　あ、は、はい」

　春香がこっくりとうなずく。

「でさでさ、お・と・な、と言えば、おに～さんとの関係はどうなのかな～。もういいかげん手くらいは繫つないだ？　キスは？　もしかしてもうすぐ結婚とか？」

　いつもの耳みみ年どし増まっぷりを発はつ揮きしてにやにやと迫せまってくる。

「そうですよね～。最近、お二人ともいい感じですし～」

「お弁当を二人で食べたりもしてたわよね～。あ～ん、とかしちゃったりして。いや～ん♪」

　さらに那な波なみさんと由ゆ香か里りさんによる援えん護ご射しや撃げき。

「あ、あー、それはだな……」

　とはいえ、んな際きわどいことを言われても俺としては当然答えられるわけもないし、

「あ、あのあのあの、そそそそれは…………」

　春はる香かなんかはすでに収しゆう穫かく期きのアセロラみたいに真っ赤になって行動停てい止し状じよう態たいになっている。

　だが俺たち以上に反はん応のうした人物が一人いた。

「そ、そんなこと許ゆるさんぞ！」

　バン、とテーブルを叩たたいたのは、額ひたいに青あお筋すじを浮うかべた春香父。

「て、手を繫つなぐだの、き、キスだのそんな破は廉れん恥ちなことは、断だんじて私が許さん！　ま、ましてや、けけけ、結婚など……」

「あら、別にいいじゃないですか」

　秋あき穂ほさんが穏おだやかに言う。

「本人たちが好き合っているのなら私たちに止める権利はありませんし……それに私も早く孫の顔が見てみたいわ。うふふ」

「な、秋穂、お前何を……」

「あなただってほら、一人くらい男の子が欲しいって言ってましたよね？　二人がいっしょになれば、裕ゆう人とさんが息子になるんですよ。いいこと尽ずくめとはこのことじゃないですか」

「そ、そういう問題では……」

「う～ん、孫の名前は何がいいかしらね？　男の子だったら──」

「あ、あの、あの、で、ですから……」

「……」

　なんか、知らぬ間に話がどんどんとでかくなってきていた。

　実に楽しげに俺たちの未来予よ想そう図ずを（勝手に）話す美み夏か、那な波なみさん、由ゆ香か里りさん、秋穂さんの最強（最さい凶きよう）カルテット。もはや当事者（俺と春香）なんてそっちのけで、四人でわいわいと盛もり上あがっている。

「はあ……」

　もはやアレには何を言ってもムダだろう。というか余よ計けいな口出しをしようもんなら藪やぶを突つついてヒドラを出すことになりかねない。

　ため息いきを吐つきつつテーブルの反対側を見ると。

「どうした葉は月づき、お前も食べんのか？」

「……いえ、私は」

　そこでは、春香祖そ父ふ（真）と葉月さんとが何やら話をしていた。

　二人の前に置かれているのはこんがりと焼けた七色に光る巨大な魚体。レインボウスネイクの変かわり果はてた姿すがたである。

「せっかく獲とってきたんじゃ。他の皆はもう食べたのにお前だけまだ食べておらんじゃろ？　少しくらいつまんでみてはどうじゃ？」

「ですが、私には仕事がありますので……」

　春香祖父が深く息を吐く。

「……お前もワシにとっては孫みたいなもんじゃ。こんな時くらいメイドだ仕事だと堅かた苦くるしいことを言わずに、いいからのんびりせい。無ぶ礼れい講こうというやつじゃよ」

「しかし……」

　なおも渋しぶる葉は月づきさんに、

「葉月さん、細かい仕事は私たちがやっておきますから、たまにはゆっくりしてくださいな」

「そうですよ。葉月さんは少しがんばりすぎです」

「うん、ここはあたしたちに任まかせて！」

　運転メイド三姉妹が三人揃そろって笑え顔がおでそう言った。

　その勢いきおいにさすがの葉月さんも根こん負まけしたのか、

「……分かりました。いただきます」

　もむもむと仔こヤギみたいに口を動かして、葉月さんはレインボウスネイクを口にした。「美お味いしい……」

「そうじゃろう？」

　それを満足そうに眺ながめる春はる香か祖そ父ふ。

　どうもこの二人には、単なる雇やとい主ぬしとメイドの関係を超こえた特別な何かがあるみたいだな。

　そんなことを考えながら何となく二人を見ていると、

「──む、裕ゆう人と、お主も食べるか？」

　こっちに気付いた春香祖父がそう訊きいてきた。

「あ、いえ俺は……」

「……よろしければ〝あ～ん〟をして差し上げますが」

「……」

「……あ～ん」

　真顔で箸はしを差し出してくる葉月さん。いやなんかのイヤガラセですか……

「ふむ……春香や美み夏かだけでなく、葉月とも仲がいいのか。──モテモテじゃな？」

　春香祖父は春香祖父で、すげぇ楽しそうな顔でそうにやりと笑う。

　……秋あき穂ほさんやら美夏やらの大元の遺い伝でん子しがどこにあるのかが少しだけ分かったような気がした。

「ほら～、裕ゆうくん、そんな隅すみっこで話してないでこっちに来ていっしょに飲みましょうよ～」

　と、最強（最さい凶きよう）カルテットの一いつ角かくに呼よばれた。

「裕くんと春香ちゃんの話をしてるんだから、やっぱ主役がいないといまいち盛もり上あがらないのよね～。あ、葉月ちゃんと春香ちゃんのお祖じ父いちゃんもどう～？」

　いや充じゆう分ぶん盛り上がってただろ……

「そだね～。お祖父ちゃんのおに～さんに対する評ひよう価かも聞きたいしな～。それにお姉ちゃんもおに～さんがいないと寂さびしいって♪」

「わ、私は、その……」

「お父様、どうぞこちらへ」

「葉は月づきさんもいらしてください～」

　手て招まねきする四人の手が地じ獄ごくへと誘いざなう悪あく魔まの手に見えたのは、きっと俺の目の錯さつ覚かくじゃないんだろう。

「じゃ、おに～さん。い・ろ・い・ろ聞かせてもらうからね♪」

「……」

　そしてそれから打ち上げが終わるまでの間ずっと。

　最強（最さい凶きよう）カルテットプラス春はる香か祖そ父ふ・葉月さんに、俺と春香があれやこれやとからかわれまくったのは言うまでもない。
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　ザザー、と穏おだやかな波音が響ひびいていた。

　辺あたりには暗くら闇やみの幕まくが落ち、月と星の光とヴァルハラ城じようから漏もれる灯あかり以外に周しゆう囲いを照てらすものはない。

「ふう……」

　賑にぎやかだった打ち上げは、三十分ほど前に終了したばかりであった。

　最強（最凶）カルテットによる、俺と春香との結婚で始まった無む責せき任にん極きわまりない未来予よ想そう図ずは、マイホームを建たてて三人の子供（男一人、女二人）を授さずかり広い庭でラブラドールレトリーバーを二匹飼かうことになった時点でようやく終わってくれた。というか調ちよう子しに乗ってまたノーフューチャーな勢いきおいで飲んで飲んで飲みまくったルコと由ゆ香か里りさんが酔よって暴ぼう走そうしてそのまま潰つぶれたことに加え、こちらもまた悪酔いした春香父が「けけ、結婚など私が許ゆるさんぞー！」と泣いてわめいて暴あばれたことによって強制的にお開きになったという方が正しいんだが。

　でまあ、葉月さんを始めとしたメイドさんたちが後片付けをしている間に。

　疲つかれ切きった精神の気分転てん換かんのために、俺は一人砂浜に散歩へ来ているのだった。

　常とこ夏なつの島の夜の海。

　日本の観光地などのある意味発情期な夜の海とは違ちがい、辺あたりには人の姿すがたはまったくなく、ただ静かに波が打ち寄せているだけである。

　そんなどこか幻げん想そう的てきというか神しん秘ぴ的てきな光景を見てると、何だか昼間にあったことが全部夢みたいに思えてくるな。

「結けつ局きよく渡わたせなかったか……」

　ポケットから包つつみ紙がみを取り出す。

　誕生日パーティーで渡わたし損そこね、打ち上げでもあんな雰ふん囲い気きの中でこれを春はる香かに渡すことは、それこそ飢うえたツキノワグマの群むれの前に活いきのいい紅べにジャケを放ほう流りゆうするようなもん（入れ食い）だったためやはり渡せず、結けつ果かとしていまだに俺の手に残っているプレゼントのオルゴールである。

　さてどうしたもんか。

　また明日にでも春香が一人の時にこっそりと渡すって手もあるが、それはできれば避さけたい。

　やっぱりこういうものは今日のうちに渡しておきたかった。こだわるわけじゃないし単なる自己満足かもしれんが、プレゼントは誕生日のその日に渡すからこそ価か値ちがあるって面もあるとは思う。適てき材ざい適てき所しよ？　鬼おにに金かな棒ぼう？　いやかなり違ちがうか。だけどまあ何であれ、コンセプトは同じようなもんだ。

　とすれば、今から春香をここに呼よび出だしてこっそりと渡すか？

　しかしさんざん俺と春香の未来予よ想そう図ずの話で（俺と春香以外が）盛もり上あがった後に、そういう意味ありげな行動（呼び出し）を取るのも考えものである。それはもうあのにこやかな悪あく魔またちに新たな話題を提てい供きようするだけだ。

　うーむ。

　難むずかしいもんだな……

　そんなことを考えていると、

「裕ゆう人とさ～ん」

　ふいに声がした。

　振ふり向むく。

　そこにはヴァルハラ城じようの方からこちらに向かってとてとてと走ってくる春香の姿すがたがあった。

「春香……」

「こんなところにいたんですか。少し探さがしちゃいました」

　はあはあ、と息いきを切らしながら言った。

「どうしたんだ？」

「あ、はい。バルコニーから海を眺ながめていたら裕人さんが外に出て行くのが見えたので、お散歩ならごいっしょしたいなと思って……」

「ああ……」

　そういうことなら大だい歓かん迎げいである。というか、これは願ってもないチャンスだ。

「んじゃ、そのヘンに座すわるか」

「あ、はい」

　砂浜にある、ちょうどいい大きさの流りゆう木ぼくの上に春香と並ならんで腰こしを下ろす。

「夜の海って静かですね……」

　シャワーでも浴あびたのか、春香の髪かみからはフローラル系の柔やわらかな香かおりが漂ただよってくる。本人の性格をそのまま反はん映えいしたかのようなその香りはとても心地ここちがよく、隣となりにいるとそれだけでそこはかとなく安らかな気分に……って、今はそんなのんびりとしたことを考えてる時じゃないな。

「春はる香か」

「はい？」

「──ん、これ」

　何となく照てれくさかったので、海の方を見たままオルゴールの入った包つつみ紙がみを差し出す。

「えと……？」

　渡わたされたモノと俺の顔を見比べて、春香が不ふ思し議ぎそうな顔をした。

「あー、何というか、俺からのプレゼント。パーティーの時に渡したフィギュアは美み夏かと共同で買ったやつだけど、これはいちおう俺一人からってことで」

「え？」

　いまいち状じよう況きようがつかめてないのか、春香は何かを考えるように五秒ほど停てい止しして、

「そ、そんな!?　い、いいんですか？」

　やっと分かったのか、こっちがびっくりするくらいの反はん応のうで驚おどろきを表現した。

「ああ」

　いやまあそこまで驚かれるほどのことじゃないと思うんだが。

「あ、ありがとうございます。とっても嬉うれしいです……」

　本当に喜よろこびいっぱいな面おも持もちで、春香はプレゼントを受け取った。

「あの、開けてみてもいいですか？」

「もちろん」

　俺がうなずくと、春香は宝物を扱あつかうような丁てい寧ねいな手付きで包ほう装そう紙しを開いていった。そして中から出て来たモノを見て、目をホットケーキみたいにまん丸にした。

「これ──ピアノですか？」

「ああ、オルゴールになってるらしいぞ」

「あ、フタの部分が開くんですね」

　えいっと春香がオルゴールのフタを開けると、風に乗って柔やわらかな音が流れ出した。

　ゆったりとしてテンポのメロディアスな音楽。

「あ──」

　それを聴きいた春香が、驚いたように小さく声を上げた。

「？　どうした」

「エンディングテーマです……」

「え？」

「『はにかみトライアングル１ｓｔ劇場版～秘ひ密みつの魔ま法ほうは内角合わせて一八〇度～』のエンディングテーマなんです、この曲……」

　嬉うれしそうに言う。

　そんな代しろ物ものだったのか、これ。ただ単にキレイな曲だと思ったから選んだんだが、まあ考えてみればこれを買ったのはあのフィギュア（個性的なポーズ）が売られていたホビーショップだしな。そういう偶ぐう然ぜんもあってもおかしくないのかもしれん。ヒョウタンから駒こまってやつか。

「この曲、私、大好きなんです。キレイで穏おだやかで優やさしくて……ピアノでもよく弾ひいているんですよ」

　そして春はる香かは、オルゴールの音ね色いろに合わせて曲をハミングをし始めた。

　月の光を照しよう明めいに、波の音を伴ばん奏そうにして、優しげなメロディーが辺あたりに小さく響ひびき渡わたる。

　鈴すずを転ころがしたかのような澄すみ切きった歌声。

　目をつむり、ゆるくウェーブのかかった髪かみを風に揺ゆらしながら、春香はただ静かに歌っていた。

「……」

　キレイだ……

　その姿すがたはまるで地上に舞まい降おりた月からの女神みたいで、俺が思わずアホのように見み惚とれてしまったことは言うまでもない。いや本当にキレイだな……

　やがて曲は終わり、

「私……今、とっても幸せです」

　春香がぽつりとつぶやいた。

「え？」

「みんなが私の誕生日をお祝いしてくれて、ステキなプレゼントを頂いただいて……こんなにいいことばかりでいいのかってくらいに、今の私は幸せです」

　満ち足りた表情で夜空を見上げる。そして次に俺の顔を見た。

「……これも全部、裕ゆう人とさんのおかげです」

「俺の？」

　いや今回の誕生日パーティーに関しては、俺はほとんど役に立ってない気がするんだが……

「はい」

　だが春香はこっくりとうなずく。

「裕人さんがいなければ、こんな風に和なごやかに楽しく誕生日を迎えられることはなかったと思います。ルコさんとも由ゆ香か里り先生とも仲良くなることもなかったですし、きっとお父様たちともこんなに打うち解とけてお話をすることもなかった──。だから、裕人さんのおかげなんです」

　にっこりと笑って、そんなことを言ってくれた。

　うーむ、その言こと葉ばはむしろそのままこっちから春香に返したいくらいだな。春香と出会ってから約半年、まあ大たい変へんなことも多々あったが、それ以上に楽しいことがたくさんあった。プラマイ補ほ正せいは間ま違ちがいなくプラスと言っていい。

「それに──」

「ん？」

「そ、それにですね──」

　春はる香かは一度そこで言こと葉ばを切ると、

「ゆ、裕ゆう人とさんといっしょにいると、何だか安心できるんです……」

　こてり、と肩かたに僅わずかな重みがかかる。

　見ると……柔やわらかな香かおりがする春香の髪かみが、すぐ目の前にあった。

「は、春香!?」

　一いつ瞬しゆん、状じよう況きようが理り解かいできずに思わず大声を出してしまった。

　春香がはっとした表情になる。

「あ、ご、ごめんなさいっ。私、調ちよう子しに乗っちゃって！　お祝いのシャンメリーを少し飲みすぎちゃったのかな……」

「い、いや……」

　むしろもっと乗りまくってくださいって感じである。

「ほ、ほんとにすみませんっ」

　真っ赤な顔で慌あわてて頭を離はなした春香に。

「あー、そのままで構かまわんから」

「え、で、でも」

「いいから」

「…………はい、です」

　遠えん慮りよがちに、でも確かな意い思しを感じさせる動きで再さい度ど頭を乗っけてくる春香。

「……」

「……」

　そのまま、二人とも黙だまり込こむ。

「……」

「……」

　空には己おのれの存そん在ざいを自じ己こ主しゆ張ちようをするかのようにキラキラと輝かがやく星々。

　辺あたりに響ひびくのは、寄よせては返す波のゆるやかなリズムと、風でサラサラと揺ゆれるヤシの木の影かげ。

　あり得えないくらいのロマンチックなシチュエーションだった。

　いやロマンチックだとかは自分で言うのはめちゃくちゃ恥はずかしいんだが、俺の貧ひん弱じやくなボキャブラリーじゃこの場の雰ふん囲い気きを表現する言こと葉ばが他には見つからん。

　……うーむ。

　ここは肩かたに手くらい回すべきなんだろうか。

　客きやつ観かん的てきに考えると、それくらいしてもいいシチュエーションな気もする。個人的にもやりたいとも思うし、男としてもやるべきなんじゃないかとも思う。

　よ、よし。ここは思い切って──

　と、そこであることに思い至いたった。

　──そういや、こういう時には必かならず……

　いつもなら大たい抵ていこのヘンで、あの無口メイド長さんやらにっこりメイドさん、かしましツインテール娘あたりが背はい後ごから突とつ然ぜん現れる頃ころである。

　ダチョウのように素す早ばやく首を動かして周しゆう囲いの様よう子すを窺うかがうが、辺あたりに人の姿すがたはない。さすがに毎回毎回同じようなパターンでジャマが入るわけじゃないってことか？

　何にせよ、ここは見晴らしのいい砂浜である。何者かが接せつ近きんしてこようもんならいくら何でもすぐに分かるだろう。

　──ってことは。

　ちらりと横を見る。

　今度こそ、途と中ちゆうで妨ぼう害がい（？）が入ることはないってことか？

　すぐ隣には俺の肩に頭を預あずけてお昼寝中の仔こ犬いぬみたいに安らかな顔をする春はる香かの姿すがた。

　ごくりとツバを飲み込む。
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　ならばここはもう思い切って勝負に出るべきだろう。

　俺は覚かく悟ごを決めて、緊きん張ちようで震ふるえる手を春はる香かの肩かたにそっと回すと──

「え、裕ゆう人とさん？」

　春香の身体がびくりと震えた。

「あ、あああの……？」

「あ、あー、いや」

　予よ想そう外がいの過か剰じような反はん応のうに、思わず手を離はなす。やばい、少しばかりいい雰ふん囲い気きだったからって調ちよう子しに乗りすぎたか？

「わ、悪い。イヤだったか？　そのこれはだな……」

　しどろもどろになりながらも言いい訳わけをしようとして。




「……イヤじゃ、ないです」




「え？」

「そ、その、今はいきなりのことで少しびっくりしただけで……全然、イヤなんてことはありません」

「春香……」

「だ、だから……その、ど、どんどんとやっちゃってください」

　両手をぐっと握にぎり締しめてそんなことを言ってくる。いやその表現には色々と問題があるような気もするんだが……

　ともあれ許きよ可か（？）は出た。

　とすれば、あとは行動に出るのみである。

「そ、それじゃいくぞ」

「は、はい」

　ゆっくりと、春香の肩へと手を回す。緊張した様よう子すだったが、春香はそれを受け入れてくれた。

「ゆ、裕人さんの手……あったかいです」

「そ、そうか？」

「はい、とっても……」

　回した手に、そっと春香の手が重ねられた。柔やわらかく暖あたたかいその感かん触しよくに、胸むねがひとりでにビクンと鳴めい動どうする。なんかものすごくいい雰囲気なんじゃないのか、これ。

　その時だった。

「きゃっ」

　ふいに、突とつ風ぷうが辺あたりを吹ふき荒あれた。

　砂を舞まい上あげ、春はる香かの髪かみを乱みだすほどの強い風。

　とっさに春香をかばい、その頭を抱だきかかえる。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「あ、はい。何とか……」

　俺の腕うでの中で春香が顔を上げ──

「おっ」

「あ……」

　見み事ごとに、視し線せんが交こう錯さくした。

　それぞれの目に映うつっているのは互たがいの目と顔のみ。それ以外のものは何もない。

「春香……」

「ゆ、裕ゆう人とさん……」

　だが気き恥はずかしいことこの上ない状じよう況きようなはずなのに、お互いになぜか目を逸そらせなかった。

　コンビニとかにある誘ゆう蛾が灯とうに引き付けられたカナブンのように、俺たちの視線は一直線に互いの瞳どう孔こうと網もう膜まくと水すい晶しよう体たいへと向けられたままぴくりとも動かない。

　そんな状じよう態たいのままどれくらい経たったか。

「………………あ、あの」

「あ、ああ」

「わ、私、その……」

　つぶやくと、何かを決意したかのような春香はそのまま恥はずかしそうにこっくりとうなずき。

「──!?」

　思い切ったかのように、そのマブタがぐっと閉とじられた。

　俺の服を摑つかんでいた細い手にきゅっと力がこめられ、胸むねにかかった重みが少しだけ増ます。

「……」

　い、いやこれはアレだよな、その、オッケーってことだよな？

　自問する。

　どう考えても、これはそれ（オッケー）以外の何でもあるまい。

　今までのいまいち何が何だか分からなかった状況（いつかの乃の木ぎ坂ざか邸ていでの勉強会、ロンドンの控ひかえ室しつなど）とは違ちがって、今のこれは確かく実じつに突とつ撃げきすべきタイミングであることはもうイヌも歩けば道みち端ばたに落ちている棒ぼう付つきキャンディーを拾い食いするくらいに間ま違ちがいがない。いや自分でもだんだん何を言ってんだか分からなくなってきたが、とにかく現在の状況は全てにおいて俺にゴーサインを出している。

　よ、よし！

　ここで行かなきゃ男じゃない。いや漢おとこじゃない

　不ふ退たい転てんな決意とともに、春香の華きや奢しやな両肩かたをつかむ。

　手が触ふれた時に一いつ瞬しゆんだけぴくりと震ふるえたが、すぐに力は抜ぬけ、アゴの下を撫なでられた仔こ犬いぬのようになすがままになった。

「……」

　目の前には春はる香かの顔。

　白くてつややかな肌はだ。長いまつ毛。そして……桜色をした唇くちびる。

「……」

　春香の顔が近づいてくる。

　いや俺の顔が春香に近づいているのか。

　三十センチ。

　十五センチ。

　あと……五センチ。

　来るべき時を目もく前ぜんに控ひかえ、俺も目をつむったまさにその時。

　ゴウ！　と。

　再ふたたび突とつ風ぷうが辺あたりを吹ふき荒あれた。

「!?」

　さっきのよりも遥はるかに強い風。

　ヤシの木が大きく揺ゆれ、砂が舞まい上あがり、穏おだやかだった海面が大きく波立つ。

　そして──

「……申もうし訳わけありませんが、タイムリミットです」

「うおっ!?」

　頭上から湖こ面めんのように静かな声が響ひびいた。

　声の元を辿たどって首を上げると……そこには風をまとった巨大なヘリがほとんど音もなくホバリングしていて、その中ではエプロンドレス姿すがたのメイド長さんが直ちよく立りつ不ふ動どうの姿し勢せいで立っていた。

「…………」

　驚おどろきで、もう声も出なかった。

　腕うでの中の春香も、宙を見上げたまま完全に固かたまってしまっている。

「……高いところから失礼します。しかしもう時間がありませんでしたので」

「じ、時間？」

「……はい」

　うなずき、葉は月づきさんはそのまま音もなくヘリから飛び立つと空中できゅるきゅると三回転半して、見み事ごとな姿勢制せい御ぎよで砂浜へと降おり立たった。

「……日本へと帰国する時間です。時差の関係もありますので、これ以上遅おくれてしまうと明日の学校に間に合わなくなってしまいます。結けつ果かとしてお二人のお邪じや魔まをしてしまったことはとても心苦しいのですが……」

「日本って……」

　まさか日帰りするつもりなのか？　この赤道直下のハッピースプリング島から？

「ルコ様と由ゆ香か里り様は、すでに樹じゆ里りさんの〝第六天てん魔ま王おう〟でお帰りになられました。春はる香か様と裕ゆう人と様には、美み夏か様とともに菖蒲あやめさんの〝始し皇こう帝てい〟を使っていただきたいと思います。あちらは〝冬将軍〟と違ちがって八人乗りでかつ特注リクライニングシートを採さい用ようしていますので、ゆったり快適な空の旅が楽しめますよ」

「……」

　それはつまり〝冬将軍〟はゆったりでなくかつ快かい適てきでないってことなのか？

　すると無口メイド長さんは、しれっとこう言ったのだった。

「〝冬将軍〟は速そく度ど最さい重じゆう視しの機体ですので」
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　そして再ふたたび四時間の空の旅を経へて。

「そ、それでは裕人さん、また学校で」

「ばいば～い、おに～さん」

「……失礼します」

　家の真ん前の道から垂すい直ちよく離り陸りくして去っていく戦せん闘とう機き（始皇帝）を見送り。

　実に丸一日ぶりとなる我が家の玄げん関かんをくぐる頃ころには、すでに空は東の方から薄うっすらと白しらみ始めていた。

「ふわあ……」

　戦闘機の中で少し寝ねたとはいえそれも四時間ほどの話である。日ひ頃ごろから一日八時間睡すい眠みんを目もく標ひようとしている俺にはそれじゃ全然足りない。

　アクビをしながら家の中に入ると、リビングのソファの上にはいまだに死んだように熟じゆく睡すいを続けるダメ姉とその親友の姿すがたがあった。

「……」

　おそらくメイド隊の人たちの手によってここまで搬はん送そうされたんだろう。こんな重い荷に物もつを運ぶことになったメイドさんたちを、ご苦労様と心から労ねぎらってあげたい気分だった。

「ほら、起きろって」

　ソファを揺ゆすりながら声をかける。

　この二人も今日はそれぞれ会社と学校があるはずだ。もう起きないといいかげんにまずいだろう。

「む、むう……まさかそこで下げ段だん斬ぎりがくるとは……」

「ん、ん～……そこはダメだってば、場所が違ちがう……」

　ワケノワカラン寝ね言ごとを言いながらも、それでもしばらく揺ゆすってやるとようやく意い識しきを回かい復ふくしたようだった。二人は冬とう眠みん明あけのイノシシのようにもぞもぞと鈍にぶく動き出した。

「……ん、ん～、おはよ、裕ゆうくん……」

「……もう、朝か……」

　ものすごくダルそうに起き上がる二人。

「ん～……なんかみんなで南の島に行った夢を見てたような気がするんだけど、気のせいかしらね～……」

「む？　偶ぐう然ぜんだな、私もそのような夢を見ていたぞ。確か筋きん骨こつたくましいご老人と手合わせの約やく束そくをした覚おぼえがあるのだが……」

「……」

　夢じゃねえよ。

　おまけにこの二人、寝ねているうちにそうなったのか、ほとんど服を着てるんだか着てないんだか分からんくらいのあられもない格かつ好こうだった。

「とりあえずちゃんと服を着てくれ……」

　普ふ段だんからこの二人のそういう姿すがたには見み慣なれてるとはいえ、朝っぱらからはさすがに刺し激げき的てきすぎるというか、目に余あまる状じよう態たいである。

「あ～、うん。でもその前にシャワー借りてもいいかしら。……酔よい覚ざましに」

「……そうだな。私もそうしたいと思っていたところだ……」

　この上なくバカでかいウワバミ（長さにして二十メートルくらい）であるこの二人も、さすがに今回ばかりはダメージなしとはいかないようだった。

　青い顔をしながら、ふらふらと頼たよりない足取りで風ふ呂ろ場ばへと消えていった。

「…………朝メシでも作るか」

　まあやつらは百二十パーセント自じ業ごう自じ得とくである。

　とりあえず大根おろし（二日酔よいに効きくらしい）くらいは作ってやるとして、後は自力で何とかしてくれって感じだな。







　で、登校する。

「あ、お、おはようございます、裕人さん」

　教室に入ると、もうすでに登校してきていた春はる香かが迎えてくれた。

「きょ、今日もいい天気ですね」

「ああ、そうだな」

　いつも通りの可か憐れんな姿すがたなんだが、その表情が若じやつ干かんぎこちないように見えるのは、やはり約五時間前の砂浜でのアレが影えい響きようしてるんだろう。あと一歩、あと数センチまで行ったあのニアミスな出で来き事ごと。もしも葉は月づきさんが来るのがあと一分遅おそかったら……って、思い出したら何だか俺まで恥はずかしくなってきたな。

「……」

「……」

　照てれくさいような決まりが悪いような、なんとも微び妙みような空気が流れる。

「……」

「……」

「──あ、あの、昨日は本当にありがとうございました」

　そんな空気を振ふり払はらうかのように、春はる香かが笑えみを浮うかべて言った。

「ふぃぎゅあとオルゴール、本当に嬉うれしかったです。さっそく大切にお部へ屋やに飾かざらせてもらっています」

「あ、あー、気に入ってくれたならよかった」

「はい、とっても♪」

　ちょっとだけイタズラっぽく笑って、スカートの裾すそをちょこんと摘つまむ。その一いつ見けんすると何だかよく分からん動きは、あのフィギュアがやっていたポーズ（〝はにトラポーズ〟だったか）である。

　その一ポーズで空気が元に戻もどったような気がした。

　まあ……難しく考えることはないんだよな。

　アレ（砂浜での一件）は別にその場の勢いきおいとか流れとかそういうわけじゃないが、あんまり意い識しきしすぎてもかえってワケが分からなくなるだけである。物事なんてなるようにしかならんわけだし、変に肩かた肘ひじを張はらずに普ふ通つうにしてればいいんだろう、きっと。

　キーンコーンカーンコーン……

　と、そこで予よ鈴れいが鳴なった。

「お、もうこんな時間か」

「ホームルーム、始まっちゃいますね」

「ああ、またな、春香──」

　席に着こうとして、

「あ、そうです、裕ゆう人とさん」

　春香が思い出したかのようにぱふっと手を叩たたいた。

「あの……よろしかったら今日もまた、お昼ご飯をいっしょに食べませんか？」

「え？」

「あ、そ、その、もちろんお時間があったらの話ですけど……」

　少しもじもじとしながら訊きいてくる。

　昼って、まさかまたお弁当でも作ってきてくれたんだろうか。いやでも春香が帰宅したのは俺よりも遅おそかったはずだし、そんな時間があるとは思えんのだが……

　すると。

「実は今日、葉は月づきさんと那な波なみさんがお弁当を作ってお昼に届とどけてくださることになってるんです。きっと一人では食べきれないほどたくさん作ってくださると思いますので……どうでしょう？」

「ああ、そういうことなら」

　喜んでごいっしょさせてもらおう。どうせ今日も昼は学食の予定だったし、まあ届けに来るのがあのメイドさん二人だってのが少々アレだが（色々からかわれるだろうしな）、それを差し引いても春はる香かといっしょに昼メシが食えるひと時ってのは捨てがたいもんである。

「ほんとですか？　良かった、葉月さんと那波さんも喜びます」

「んじゃ、昼休みにな」

「はいっ」

　にこにこ顔の春香に手を振ふって、俺は自分の席へと向かった。







「……は～い……それじゃホームルームを始めるわよ～……うぷっ」

　臨りん終じゆう直前のナマズみたいな声で由ゆ香か里りさんが言う。

　一時間目のロングホームルーム。

　何とか学校まで来ることはできたようだが、どうやらそれが精せい一いつ杯ぱいだったようで、今にもぶっ倒たおれそうな顔で力なく教きよう卓たくの縁ふちに寄りかかっている。

「……今日は～……来るべき文化祭に向けて実行委員を決めたりクラスでの出し物を決めたりと～、色々と決めなきゃいけないことがあります～……。でもその前に一つ大きなお報しらせが…………おえっ」

　由香里さんが口元を押おさえて身体の内側から昇のぼり来くる何かに耐たえるような様よう子すを見せた。おそらく限げん界かいまで酷こく使しされた胃い腸ちようが暴ぼう動どうを起こしたんだろう。さわやかな朝の景け色しきにふさわしくない実にどんよりとした空気がそこにだけ漂ただよっていた。

　やがて波が去ったのか、由香里さんは再び顔を上げ、

「あ～、一つ大きなお報せがあります。……今日から、このクラスに新しい仲間が加わることになりました。ま～、平たく言えば転校生ってやつです……」

　おー！　と、期き待たいに満みちた歓かん声せいが教室内に響ひびき渡わたる。

　だがその大きな声が胃に響ひびいたのか、由香里さんは「……うっ」と再ふたたび顔を歪ゆがめて、

「……はい、では入ってきていいわよ～……」

　ほとんど死にそうなそんな声とともに、がらりと教室の扉とびらが開かれる。軽かろやかな足取りで入ってきたその転校生は──

「……ん？」

　なんか、見み覚おぼえがある顔だった。

　フレンドリーそうな瞳ひとみにシャギー入りのショートカット。教室内を興きよう味み深ぶかそうに見回しながら、楽しそうに笑えみを浮うかべている。

「……」

　まだ疲つかれが残ってるんだろうか。

　見覚えがあるというか、ほんの十日ほど前に見た顔のような気がするんだが。

「……じゃあ適てき当とうに自じ己こ紹しよう介かいしてちょうだい……」

「はいっ！」

　だがそんな俺の戸と惑まどいをヨソに。

　その転校生は大きな声でこう自己紹介をしたのだった。

「天あま宮みや椎しい菜なです。天気の天に宮みや城ぎ県けんの宮、椎の木の椎に、菜っ葉の菜って書きます。趣しゆ味みはピアノと薙なぎ刀なたで、座ざ右ゆうの銘めいは『先せん手て必ひつ殺さつ』。よろしくっ！」





To be Continued　　
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　あとがき




　こんにちは、五十嵐雄策です。

『乃木坂春香の秘密』三巻をお届けします。







　さて今回はシリーズ初の続き物、というか次巻への引きというものが多少あったりする構こう成せいになっています。とはいってもそんなに大げさなものではなく、話自体はいちおう完かん結けつしておりますので、今巻単体でも楽しめるものとなっていると思います。いえもちろん次巻も読んでいただければそれに越こしたことはないのですが……などとさりげなく宣せん伝でんをしてみたり。

　次はいちおう文化祭を予定しております。おそらく夏くらいまでには出せる……といいなーと思っています。







　以下はこの本を出すにあたってお世せ話わになった方々に感かん謝しやの言こと葉ばを。

　毎回的てき確かくな指し摘てきで本作をカバーしてくださる担当編集の和田様と三木様。そろそろ昼ひる寝ねの時間は一日二時間から一時間半に減へらそうと思います。

　イラストのしゃあ様。現時点（九月）ではまだ拝はい見けんしていませんが、今回もきっと素す晴ばらしいイラストが表紙及び挿さし絵えを飾かざってくれていると確かく信しんしております。

　取しゆ材ざいでお世話になったアニメイト秋あき葉は原ばら店てんの村むら上かみ様、成なる瀬せ様。あれだけ丁てい寧ねいに店内を上（七階）から下（地下一階）まで案内していただいた割には本編での描びよう写しやがあまり多くないというアレなことになっていますが、その節せつは本当にありがとうございました。




　そして最後になりますが、何よりもこの本を手にとってくださった読者の皆様に深い感謝を。







　それではまた再ふたたびお会いできることを願って──





二〇〇五年九月末日　五十嵐雄策
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五十嵐いがらし雄ゆう策さく

五十嵐雄策の秘密③。第４回電撃ｈｐ短編小説賞の最優秀賞を受賞し、本作でデビュー。春香と同じ10月生まれ。凝ったものは作れないけど、料理が趣味。最近行ってないけど、釣りも趣味。十三時間飲み続けたこともある。……本編のネタは全て自分リスペクト？

[image: ]




イラスト／しゃあ

しゃあの秘密③。10月発売の「電撃帝王vol.7」、「電撃大王」２００５年12月号、自身の単行本『キョウハクDOG's』を描き終えて、やっと本編の作業に突入。軽く引きこもり中。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

https://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。
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電撃文庫編集部
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乃の木ぎ坂ざか春はる香かの秘ひ密みつ③








五十嵐いがらし雄ゆう策さく





電撃文庫





2015年3月12日　発行





©2005 YUSAKU IGARASHI





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

電撃文庫『乃木坂春香の秘密③』

2005年12月6日　初版発行

2009年12月4日　21版発行





発行者　郡司 聡

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





カスタマーサポート（アスキー・メディアワークス ブランド）

［WEB］https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）










本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。









[image: ]




item/image/t087.jpg





item/image/cover.jpg
N SV S,
~ ”V // /
/ T PSS
1SRAEOUeH
!

)






item/image/t239.jpg





item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOKY~WALKER





item/image/p315.jpg





item/image/p230.jpg





item/image/hyou4.jpg





item/image/p073.jpg
Rl N






item/image/p143.jpg
HVYOHAKU-LINK






item/image/gaiji-001.png
b2\





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		CONTENTS



		第九話



		第十話



		第十一話



		第十二話



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/p255.jpg





item/image/p299.jpg





item/image/titlepage.jpg
RexipnoRnd





item/image/p217.jpg





item/image/photo.jpg





item/image/kuchie-001.jpg





item/image/p093.jpg





item/image/t013.jpg





item/image/p173.jpg





item/image/kuchie-004.jpg
Le Secret de HARUKA 1la Nuit Etoilé





item/image/kuchie-005.jpg
WWRENS

Designed by Toru Suzuki





item/image/t169.jpg





item/image/kuchie-002.jpg
Le Secret de HARUKA 1a Nuit Etoilé






item/image/p049.jpg





item/image/kuchie-003.jpg





